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序　　文
　蔵王山麓の豊かな自然に恵まれた私たちの蔵王町は、大昔から大変住み良い土地

だったのでしょう。私たちの足もとに埋もれている多くの遺跡が、悠久の時をこえて

そのことを力づよく物語っています。

　蔵王町の北東部に位置する円田盆地では、平成８年度に大規模なほ場整備事業が計

画されました。事業の計画区域には多くの遺跡が含まれていたことから、文化財の保

存についての協議が重ねられました。この結果、水田となる部分は盛土によって遺跡

を保存し、道路や水路などの工事によってやむを得ず破壊される部分について、平成

13 年度より記録保存のための発掘調査を行なうことになりました。

　本書において皆さまにご報告するのは、平成 21 年度に行なった磯ヶ坂遺跡と、平

成 23 年度に行なった六角遺跡・原遺跡の発掘調査成果についてです。磯ヶ坂遺跡の

発掘調査では、縄文・弥生時代の土坑や平安時代の竪穴住居跡、江戸時代の墓地など、

各時代の人々の活動の痕跡が確認されました。また、小規模な調査ではありますが、

六角遺跡・原遺跡では古墳・平安時代の竪穴住居跡が確認されました。

　これらは、蔵王山麓に暮らした当時の人びとの暮らしぶりの一端を窺い知ることの

できる貴重な成果です。本書にまとめられた学術的成果が、広く皆さまに活用され、

地域の歴史解明の一助となれば幸いです。

　ほ場整備事業計画の策定と実施にあたっては、宮城県大河原地方振興事務所、蔵王

町土地改良区、地元地権者の皆さまより文化財の保存と発掘調査実施へのご理解とご

協力をいただきました。地元作業員の皆さまにはさまざまな気象条件の下、野外での

発掘作業にあたっていただきました。ご協力を賜りました関係各位の皆さまにあつく

心より御礼申し上げます。

　最後になりましたが、先人の残した文化遺産を町民の宝として永く後世に継承して

いくことは、これからの地域色豊かなまちづくりには欠かせない大切なことでありま

す。今後とも、町民各位のご理解とご協力を念願して序といたします。

平成 26 年 3 月
蔵王町教育委員会
教育長　佐藤 茂廣





例　　言

１．本書は、蔵王町大字小村崎字磯ヶ坂地内に所在する磯ヶ坂遺跡ほかの緊急発掘調査報告書である。

２．本発掘調査は、経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う事前調査として行なったもの

であり、発掘調査から整理作業および本書の作成に至る一連の業務は、調査原因となった事業の主

体者である宮城県大河原地方振興事務所を委託者、蔵王町を受託者とする業務委託契約を締結し、

蔵王町教育委員会が平成 21・23 年度に発掘調査・基礎整理作業、平成 25 年度に本整理・報告書

作成作業を実施した。

３．本発掘調査と整理作業は蔵王町教育委員会が主体となり、教育総務課文化財保護係が担当した。

職員体制は下記のとおりである。

現場写真撮影　カメラ：NikonD100・NikonD70s・NikonD600 ／レンズ：AF-S NIKKOR 18-70mm f3.5~4.5G ED

遺物写真撮影　カメラ：NikonD90 ／レンズ：AF MICRO NIKKOR 60mm F:2.8 D・AF-S NIKKOR 18-105mm f3.5-5.6G ED VR ／

ストロボ：SUNPAK auto544・Nissin Di866 MARK Ⅱ／赤外線カメラ：RICOH R8（改）／赤外線LEDライト：AE-LED56

撮影ソフトウェア：Nikon Camera Control Pro2 ／現像ソフトウェア：Adobe Photoshop Lightroom5.0

遺構実測図トレース、写真画像処理、図版レイアウト

Adobe PhotoshopCS4・CS5.1 ／ Adobe IllustratorCS4・CS5.1 ／ Adobe InDesignCS4

　　教 育 長　山田 　紘（~H22）　佐藤 茂廣（H23~）

　　教 育 総 務 課 長　大沼 芳國（~H22）　高野 正人（H23~24）　佐藤 則之（H25）

　　課 長 補 佐　阿部 　宏（~H21）　高野 正人（H22）　　佐藤 浩明（H23~）

　　文化財保護係長　佐藤 洋一　　主　事　鈴木 　雅

　　文化財臨時職員　庄子 善昭・我妻 なおみ・鈴木（山戸）和美（H21・23・25）

中沢 祐一（H21）・渡邊 香織（H23・25）・海藤 元（H25）

　　発掘調査作業員　我妻 武夫・太田 忠義・亀井 勇二・佐藤 義晴・鈴木 光一・竹内 求・堀内 博・山家 次郎（H21・

23）・我妻 英子・我妻 儀八・我妻 大・浅沼 一郎・芦立 清・市川 康雄・大沼 さつき・大庭 慶志郎・

加藤 力・加藤 初子・加藤 洋一・熊坂 信子・小杉 佐和子・後藤 扶美江・小林 四郎・小林 美智子・

佐藤 和子・佐藤 貴美子・佐藤 照子・佐藤 福治・佐藤 摩里恵・眞貝 誠一・鈴木 春夫・鈴木 勝・

清野 政男・竹内 恂子・武田 憲繁・樋口 良子（H21）・菅野 慶一・高田 太郎・高橋 貢（H23）

　　室内整理作業員　我妻 英子・大庭 慶志郎・小杉 佐和子・小林 四郎・小林 美智子・佐藤 貴美子・佐藤 里栄（H21・

23・25）・市川 康雄・竹内 恂子（H21）・岩佐 若奈・佐藤 かおる・佐藤 恵子・松田 律子（H23・

25）・我妻 智子・菅野 慶一・松崎 祐二（H25）

９．本書の作成は下記の調査員が中心となり、本文は調査員全員の協議を経て鈴木 雅が執筆した。

４．本発掘調査の整理作業は、下記の調査員が中心となり、調査員全員で協議しながら進めた。

　　遺構：我妻 なおみ・海藤元、土師器・木製品・金属製品・石器・石製品：庄子 善昭

　　陶磁器：庄子 善昭・渡邊 香織、縄文土器・弥生土器：渡邊 香織、統括： 鈴木 雅・庄子 善昭

６．本発掘調査の整理作業および本書の作成に当たり、下記の諸氏からご教示を得た（敬称略・五十音順）。

　　相原淳一　及川 規　太田昭夫　加藤 学　黒田篤史　佐藤敏幸　堀江 格

７．本書に掲載した遺構実測図のトレース、遺物実測図の作成およびトレース、遺物拓本、図版レイア

ウトなどは文化財臨時職員が中心となり、室内整理作業員がこれを助けた。

８．本発掘調査と整理作業・本書の作成に使用した撮影機材・ソフトウェア等は下記のとおりである。

本文執筆・編集：鈴木 雅、遺物写真撮影：庄子 善昭、表作成・校正・照合：鈴木 和美

10．本発掘調査で出土した遺物および写真・図面等の記録資料については、蔵王町教育委員会が一括し

て永久保管している。

５．磯ヶ坂遺跡出土金属製品のＸ線透視については東北歴史博物館 及川規氏の協力を得て実施した。



凡　　例

１．本発掘調査における測量原点の座標値は下記の測地系を使用し、測量成果表は下記の調査区配置図

に記載した。調査区配置図・遺構図における方位は座標北を示している。

　　磯ヶ坂遺跡：世界測地系（第 8・13 図）、六角遺跡・原遺跡：日本測地系第Ⅹ系（第 32 図）

２．本発掘調査では、平板測量により遺構配置図を作成し、整理作業において図上で調査区内の工事用

測量基準杭を基準とする 3m グリッドを設定し、東西・南北方向に数字を付した。

３．本書に掲載した挿図・写真図版のうち、地図・空中写真は下記のものを使用して作成した。

　　第 3 図：5 万分の 1 都道府県土地分類基本調査　地形分類図「白石」（宮城県、昭和 58 年調査）

　　第 4・57 図：2 万 5 千分の 1 地形図「村田」電子国土配信データ（国土地理院、平成 13 年修正）

　　磯ヶ坂遺跡 写真図版 1-2：空中写真　電子国土配信データ（国土地理院、昭和 31 年米軍撮影）

４．本書で使用した土色の記述については、「新版標準土色帖」（小川・竹原 2005）を参照した。

５．本書で使用した遺構番号は、遺構種別に関わらず調査時に付された連続する番号を使用した。

６．本書で使用した遺構略号は以下のとおりである。

　　ＳＩ：竪穴住居跡、ＳＡ：柱列跡、ＳE：井戸跡、ＳK：近世墓・落とし穴・土坑、ＳD：溝跡

７．遺構・遺物実測図の縮尺は下記の通りで、それぞれ図中にスケールを付して示した。

　　調査区配置図：1/2,500、遺構配置図：1/300・1/400、遺構平面図：1/60（竪穴住居跡・井戸跡・

近世墓・落とし穴・土坑）・1/100（柱列跡・溝跡）・1/200（溝跡）、遺構断面図：1/60

　　土器・陶磁器・木製品：1/3、石器・石製品：1/1・2/3・1/3・1/4、金属製品：1/1・2/3・1/3

８．遺構平面図において、柱穴に柱痕跡および柱材抜き取り痕跡、柱材圧痕が確認され、柱の位置・形

状・規模等が推定できる場合には、灰色の塗り■（15%）で示した。

９．遺物実測図において、内面に黒色処理を施す土師器は、内面右側の一部を灰色の塗り■（10%）

で示した。また、付着物、変色、摩耗が観察される場合には、その範囲を灰色の塗り■（25%）

または破線■、一点鎖線■で示し、図ごとに凡例を付けた。

10．遺構断面図に付した土層注記表の備考欄では、下記の略号を使用して記載した。

　　（柱掘）：柱穴掘方埋土、（柱痕）：柱痕跡、（柱抜）：柱材抜き取り痕跡

　　（堆）：堆積土、（崩）：崩落土、（構）：構築土、（人為）：人為的埋土（特記ないときは自然堆積土）

11．遺構の説明では下記の表記方法を使用して記載した。

方　　位　（例）北を基準として東に 10 度傾く：「N ‐ 10°‐ E」

重複関係　（例）ＡよりＢが新しい：「Ａ→Ｂ」、同時機能：「A ＝ B」、新旧不明：「Ａ－Ｂ」

柱間寸法　柱痕跡が確認されなかった柱穴は中心点を基準に計測し、（　）付きで示した。

12．遺物観察表で、器面調整・加工の前後関係が確認でき、Ａの痕跡よりＢの痕跡が新しい場合「Ａ→Ｂ」、

前後関係が不明の場合「Ａ・Ｂ」のように記載した。また、（　）内の数値は残存値である。墨書

土器で判読不能の文字は□で記載した。

13．引用文献および執筆にあたり参考にした文献については巻末に一括して掲載した。



調査要項

１．磯ヶ坂遺跡

遺 跡 名：磯ヶ坂遺跡（宮城県遺跡登録番号：05189　遺跡記号：ＩＳ）

所 在 地：宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字磯ヶ坂・狐塚・向原・門下・青木屋敷地内

発掘調査面積：8,075㎡（西部地区 3,972㎡、東部地区 4,103㎡）

調 査 期 間：平成 21 年 4 月 2 日 ~5 月 30 日（西部地区）、10 月 1 日 ~11 月 30 日（東部地区）

調 査 原 因：経営体育成基盤整備事業円田 2 期地区区画整理工事（県営ほ場整備事業）

調 査 主 体：蔵王町教育委員会　教育長　山田 紘

調 査 担 当：蔵王町教育委員会教育総務課文化財保護係

調 査 員：佐藤 洋一・鈴木 雅（教育総務課文化財保護係職員）

　　　　　　　庄子 善昭・我妻 なおみ・山戸 和美・中沢 祐一（文化財専門職臨時職員）

調 査 指 導：宮城県教育庁文化財保護課

調 査 協 力：宮城県大河原地方振興事務所・蔵王町土地改良区・蔵王町小村崎区

２．六角遺跡・原 遺 跡

遺 跡 名：六角遺跡（宮城県遺跡登録番号：05112　遺跡記号：ＵＥ）

　　　　　　　原 遺 跡（宮城県遺跡登録番号：05111　遺跡記号：ＵＦ）

所 在 地：六角遺跡：宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字上野・上野前・戸ノ内ほか地内

　　　　　　　原 遺 跡：宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字戸ノ内・原東ほか地内

発掘調査面積：3,114㎡（六角遺跡 1,628㎡、原遺跡 1,486㎡）

調 査 期 間：平成 23 年 10 月 1 日 ~11 月 25 日

調 査 原 因：経営体育成基盤整備事業円田 2 期地区集落道１号工事（県営ほ場整備事業）

調 査 主 体：蔵王町教育委員会　教育長　佐藤 茂廣

調 査 担 当：蔵王町教育委員会教育総務課文化財保護係

調 査 員：佐藤 洋一・鈴木 雅（教育総務課文化財保護係職員）

　　　　　　　庄子 善昭・渡邊 香織・我妻 なおみ・鈴木 和美（文化財専門職臨時職員）

調 査 指 導：宮城県教育庁文化財保護課

調 査 協 力：宮城県大河原地方振興事務所・蔵王町土地改良区・蔵王町小村崎区
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第１節　遺跡の位置と地理的環境

1

第１章　遺跡の概要

第１節　遺跡の位置と地理的環境

第 2 図　遺跡の位置と周辺の地形
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　円田盆地を三方から囲む丘陵のうち、

北側から西側にかけては高木丘陵と呼ば

れ、蔵王山系の東麓部にあたる。東側は

高木丘陵から細長く派生した愛宕山丘陵

と呼ばれる小丘陵が南へ延び、さらに

東側の村田盆地との地形的な境界をな

している。標高は高木丘陵東端部で約

130m、愛宕山丘陵頂部で約 170m、盆

地南端で約 80m である。

　愛宕山丘陵はやや急な傾斜をもつ丘陵

地で、小規模な沢によって開析された比

高差の大きい舌状の小丘陵が連続する。

盆地東縁に連なるこの舌状小丘陵上には

南部で中沢 A 遺跡・立目場遺跡・台遺跡・

塩沢北遺跡などが立地し、北部では盆地

底面との比高差が小さい丘陵末端部に車

地蔵遺跡・鍛冶屋敷遺跡などが立地す

る。一方、高木丘陵は比較的なだらかな

傾斜をもち、特に盆地北部では丘陵端部

第 1 図　蔵王町の位置
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　宮城県南部の蔵王連峰東麓に位置する蔵王町は、東は村田

町と大河原町、西は蔵王連峰をはさんで山形県、南は白石市、

北は川崎町と境を接する（第 1 図）。町域は東西 23km、南北

13km で面積は 152.85km2 を占め、海抜標高は最高点が西端の

屏風岳で 1,825m、最低点が東南部の松川と白石川の合流点で

20m を測る。町域の西部が主に蔵王連峰に連なる山林原野で、

東部の松川流域と円
えん

田
だ

盆地に田園地帯が形成されている。西部

は蔵王国定公園に含まれ、遠刈田温泉などが蔵王観光の基地と

なっているほか、東部の丘陵部を中心に果樹園が営まれ、県内

有数の果樹生産地となっている。

　円田盆地は松川の支流である薮川をはじめとする複数の中小

河川によって形成された沖積地である。薮川は盆地中央部から

東縁に沿って緩やかに蛇行しながら南流し、盆地周囲の丘陵からは無数の小規模な沢が流入している。

盆地は南をのぞく三方を丘陵で囲まれており、盆地底面の範囲は東西約 1.2km、南北約 3.5km におよぶ。

薮川流域は自然堤防が未発達で、盆地底部に湿地帯を形成しており、盆地の南側は松川との合流地点に

向かって開けている。
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が緩やかに標高を減じつつ盆地中央部まで達している。盆地北西縁に連なるこの低平な丘陵上には磯ヶ

坂遺跡・六角遺跡・原遺跡・十郎田遺跡・窪田遺跡・都遺跡などが立地し、西縁の中南部では諏訪舘前

遺跡・宋膳堂遺跡などが立地する。

　近代以降に行なわれた耕地整理の結果、切り盛り工法による造成で遺跡の立地する地形の多くが消失

し、円田盆地の大半は水田地帯となった。特に昭和 37~38 年の藪川堤防改修工事とほ場整備以降、ほ

ぼ現在の景観が形成された。現在の盆地底面の大半は水田として利用され、地形的な変化に乏しい景観

を呈しているが、本来は微高地と小規模な沢状の低地とが複雑に入り組んだ景観であった。遺跡の多く

は低平な丘陵や微高地上に立地し、明治 40 年頃までは主に畑地として利用されていた。

　磯ヶ坂遺跡・六角遺跡・原遺跡は宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎地内にそれぞれ所在する。盆地北端

部から東縁付近を雁柄川が南流し、左岸に磯ヶ坂遺跡、右岸に六角遺跡・原遺跡が立地する。磯ヶ坂遺

跡は蔵王町役場の北東約 4.9km の地点に位置し、円田盆地北端部にある標高約 105~120m の舌状丘陵

上に立地する。六角遺跡・原遺跡は磯ヶ坂遺跡の南約0.7km、蔵王町役場の北東約4.4kmの地点に位置し、

円田盆地北部にある標高約 90~99m の舌状丘陵上に立地している（第 2・3 図）。六角遺跡・原遺跡の

西側には戸ノ内遺跡・西屋敷遺跡が隣接している。

第 3 図　遺跡の位置と周辺の地形区分
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第２節　周辺の遺跡と歴史的環境
　蔵王町における周知の遺跡は現在 190 か所を数える。その多くは町域の東部に分布し、蔵王連峰か

ら派生する丘陵部と青麻山東麓部、松川流域と円田盆地の平野部などに立地する（第 3・4 図、第 1 表）。

旧石器時代から近世に至るまで多数の遺跡が形成されているが、大略的に見て縄文時代の遺跡は蔵王連

峰の東麓部から延びる高木丘陵上と青麻山東麓部の標高 150~250 ｍ付近に、弥生時代中期以降の遺跡

は円田盆地とその周辺の丘陵辺縁部の標高 80~100m 付近に立地する傾向が見られる。

　こうした様相の違いは、概ね当時の人びとの生業形態の変化に対応しているものと考えられる。すな
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第 4 図　遺跡の位置と周辺の遺跡
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わち、縄文時代の食料獲得と生活の場は主に松川中・下流域の段丘群など丘陵地に繁茂した森林域であっ

たと推定され、弥生時代中期以降には円田盆地に形成された肥沃な沖積地など低湿地に営まれた水田で

の食料生産が開始され、生活拠点も低地や低地に面した立地に変化したことを示している。

　後述するが、町内で最も古い人類活動の痕跡は、青麻山東麓部にある後期旧石器時代の石器出土地で

ある。縄文時代には地点を変えながら各時期に集落が営まれた。また、稲作の開始を裏付けるものとし

ては、円田盆地周辺で確認されている籾殻の圧痕がある弥生土器片や、古墳時代の水田跡がある。

　以下、各時代・時期における蔵王町周辺の考古学・歴史学的様相を概観する。

第 1 表　周辺の遺跡（番号は第 3・4 図に対応）

番号 遺跡名 種別 時代
1 磯ヶ坂遺跡 散布地 縄文・奈良・平安
2 原遺跡 散布地 縄文・古代
3 六角遺跡 集落・散布地 縄文・弥生・古墳・奈良・平安
4 前戸内遺跡 集落・散布地 旧石器？・縄文後・弥生・奈良・平安・中世
5 西屋敷遺跡 集落・散布地 弥生・古墳・奈良・平安・中世
6 西小屋館跡 城館 中世
7 十郎田遺跡 集落・散布地 縄文・古墳・奈良・平安・中世
8 窪田遺跡 集落・散布地 縄文・弥生・古墳・奈良・平安・中世
9 都遺跡 集落・官衙？・散布地 縄文後・弥生・古墳・奈良・平安
10 新城館跡 散布地・城館 奈良・平安・中世
11 戸ノ内遺跡 集落・散布地 奈良・平安・中世
12 稲荷林遺跡 散布地 縄文早・古墳・奈良・平安
13 大久保西遺跡 散布地 古墳・奈良・平安
14 大久保東遺跡 散布地 古代
15 後原遺跡 散布地 古代
16 兵衛館跡 城館 中世
17 鹿野遺跡 散布地 古代
18 清上遺跡 散布地 古代
19 三の輪遺跡 散布地 古墳・奈良・平安
20 車地蔵遺跡 散布地 近世・古代
21 鍛冶屋敷遺跡 散布地 縄文中 ~晩・古代
22 上葉の木沢遺跡 散布地 古代
23 山崎遺跡 散布地 縄文早
24 中葉の木沢遺跡 散布地 縄文・弥生・古代
25 北割山遺跡 散布地 縄文・弥生
26 赤鬼上遺跡 集落 弥生・平安・中世
27 大橋遺跡 集落 縄文後・弥生・古墳・平安
28 屋木戸内遺跡 散布地 弥生・古代
29 夕向原古墳群 前方後円墳・円墳 古墳
30 古峯神社古墳 円墳 古墳
31 愛宕山遺跡 散布地 弥生
32 立目場遺跡 散布地 縄文・弥生・古墳
33 中沢Ｂ遺跡 散布地 弥生・古墳・古代
34 中沢Ａ遺跡 散布地 縄文早・弥生・古墳・古代 ~中世
35 伊原沢下遺跡 集落 古墳
36 塩沢北遺跡 集落 弥生・古墳・平安
37 台遺跡 散布地・水田 弥生・古墳・平安・中・近世
38 西脇古墳 円墳 古墳
39 中屋敷古墳 円墳 古墳
40 大山遺跡 集落 縄文早・弥生・古墳前
41 鉾附神社古墳 円墳？ 古墳？
42 豊向遺跡 散布地 古墳
43 東山遺跡 集落 縄文早・平安
44 逆川遺跡 散布地 縄文早・前
45 小原遺跡 散布地 縄文晩
46 欠山遺跡 散布地 縄文後
47 曲竹小屋館跡 城館 中世
48 淡島山遺跡 散布地 縄文後・古代
49 岩蔵寺遺跡 散布地 縄文晩・古代
50 妙見遺跡 散布地 縄文晩
51 下原遺跡 散布地 縄文中
52 上原遺跡 散布地 縄文後
53 清水遺跡 散布地 縄文・弥生
54 日向前遺跡 散布地 縄文早・晩・古代
55 八卦遺跡 散布地 縄文後
56 市ノ沢遺跡 散布地 弥生・古代
57 鍛冶沢遺跡 散布地 縄文早・中 ~晩・弥生・古代
58 馬越遺跡 散布地 縄文中
59 白九頭龍古墳 古墳 古墳
60 十文字遺跡 散布地 縄文中
61 曲木遺跡 散布地 縄文中
62 寺門前遺跡 散布地 縄文中・後
63 谷地遺跡 散布地 縄文中 ~晩
64 西浦Ｂ遺跡 集落・散布地 縄文中 ~晩・弥生・平安・近世
65 愛宕山遺跡 散布地 縄文前 ~後・古代

番号 遺跡名 種別 時代
66 西浦遺跡 集落・散布地 縄文早 ~後・弥生・古代
67 東浦遺跡 散布地 縄文中・後・弥生・古墳・古代
68 下永野Ｂ遺跡 散布地 奈良・平安
69 矢附館跡 城館 中世
70 下永向山遺跡 散布地 縄文中・弥生・古代
71 蟹沢遺跡 散布地 弥生
72 天王遺跡・天王古墳群 円墳・散布地 縄文早・中・弥生・古墳・古代
73 上野遺跡 散布地 縄文中・弥生・平安
74 高木遺跡 散布地 縄文中
75 高木Ｂ遺跡 散布地 縄文
76 鞘堂山遺跡 散布地 縄文中・後・弥生・古代
77 上曲木Ａ遺跡 散布地 縄文早・弥生・古代
78 上曲木Ｂ遺跡 散布地 縄文早 ~中・古代
79 桔梗山Ｂ遺跡 散布地 縄文
80 土橋遺跡 散布地 縄文後・弥生
81 上曲木Ｅ遺跡 散布地 縄文前・中
82 上曲木Ｄ遺跡 散布地 縄文前・中
83 上曲木Ｃ遺跡 散布地 縄文早・中
84 八幡平遺跡 散布地 縄文前・中・古代
85 入山遺跡 散布地 縄文前・弥生・古代
86 手代木Ｂ遺跡 散布地 縄文早・後・古代
87 湯坂山Ｂ遺跡 集落 縄文中 ~晩・弥生
88 湯坂山遺跡 散布地 縄文中 ~晩
89 根無藤遺跡 散布地 縄文早・晩・古代
90 円田入Ｂ遺跡 散布地 縄文早・中
91 根無藤館跡 城館 中世
92 円田入Ｃ遺跡 散布地 縄文
93 四方坂館跡 城館 中世
94 町尻遺跡 散布地 縄文
95 三本槻Ａ遺跡 散布地 縄文早
96 入青木遺跡 散布地 縄文
97 山中遺跡 散布地 平安
98 青木遺跡 散布地 平安
99 角山Ａ遺跡 散布地 古代
100 角山Ｂ遺跡 散布地 縄文
101 三本槻Ｂ遺跡 散布地 縄文・平安
102 新並遺跡 散布地 縄文中
103 築館館跡 城館 中世
104 荻の窪遺跡 散布地 縄文晩・弥生
105 鳥山遺跡 散布地 縄文中・古代
106 花楯館跡 城館 中世
107 見継遺跡 散布地 縄文
108 八幡山古墳群 円墳・方墳 古墳
109 土ヶ市遺跡 散布地 弥生・古代
110 戸の内脇遺跡 散布地 縄文早・中・弥生・古墳・平安・中世
111 宋膳堂古墳 円墳 古墳
112 宋膳堂遺跡 散布地 弥生・古墳・平安
113 寺坂遺跡 散布地 平安
114 堀の内遺跡 集落・散布地 縄文・弥生・古墳・古代
115 清水遺跡 散布地 弥生・平安
116 白山遺跡 集落・散布地 弥生・古墳
117 本宿前遺跡 集落・散布地 縄文早・弥生・古代・中世
118 沢遺跡 散布地 古代
119 北境遺跡 散布地 縄文早・弥生・古代
120 中組遺跡 集落・散布地 縄文早・中・弥生・平安・中 ~近世
121 堂の入遺跡 散布地 弥生・古代・中世
122 大柿内遺跡 散布地 弥生
123 小高遺跡・経塚 散布地・経塚 縄文・弥生・古代・中世
124 諏訪舘遺跡 散布地 弥生・古墳
125 諏訪舘跡 城館 中世
126 諏訪舘横穴墓群 横穴墓？ 古墳？
127 諏訪舘前遺跡 集落・散布地 縄文晩・弥生・古墳・平安
128 丈六遺跡 散布地 古代
129 平沢館跡 城館 中世
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（１）旧石器時代
　宮地区の持長地遺跡、鉄砲町遺跡、明神裏遺跡、小村崎地区の前戸内遺跡が知られている。持長地遺

跡では黄褐色ローム漸移層下部よりナイフ形石器が単独出土し（宮城県教育委員会 1980b）、鉄砲町遺

跡では彫刻刀形石器が採集されている。これらは後期旧石器時代後半期のものと考えられる。明神裏遺

跡では細石刃と槍先形尖頭器、前戸内遺跡では槍先形尖頭器が採集されており、後期旧石器時代終末期

に位置づけられる可能性がある。しかし、いずれも単独出土ないしは採集資料のため、明確な時期や遺

跡の性格については不明な点が多い。なお、宮地区の二屋敷遺跡では石刃状剥片を素材としたナイフ形

石器に類似する石器が出土しているが、本地域では縄文時代中期末から後期初頭にかけて山形県寒河江

川流域の集落から珪質頁岩製の石刃が交易品として搬入されたことが分かっており、層位的裏付けを伴

わない石刃製石器の旧石器としての時期判定には注意を要する。

（２）縄文時代
　草創期については明確な遺跡が発見されていない。周辺地域でも白石市福岡深谷地区の高野遺跡で槍

先形尖頭器が、同大鷹沢地区の小菅遺跡、戸谷沢遺跡で局部磨製石斧が採集されている程度で、具体的

な様相は明らかでない。早期の遺跡には宮地区の明神裏遺跡、沢入Ｄ遺跡、円田地区の手代木遺跡、三

本槻Ａ遺跡、遠刈田地区の北原尾遺跡、前期の遺跡には宮地区の長峰遺跡、八幡平遺跡、円田地区の入

山遺跡、愛宕山遺跡、中期の遺跡には宮地区の上原田遺跡、円田地区の高木遺跡、鞘堂山遺跡、湯坂山

Ｂ遺跡、後期の遺跡には宮地区の二屋敷遺跡、山田沢遺跡、一本木遺跡、円田地区の西浦Ｂ遺跡、晩期

の遺跡には宮地区の下別当遺跡、願行寺遺跡、沢北遺跡、曲竹地区の鍛冶沢遺跡などがある。

　鞘堂山遺跡では中期中葉の竪穴住居跡 5 軒、貯蔵穴 23 基などが発見され、竪穴住居跡は貯蔵穴・柱

穴群を挟むように分布していた。湯坂山Ｂ遺跡では中期後葉の竪穴住居跡 17 軒、貯蔵穴 16 基などが

発見され、多量の土器・石器と土笛が出土している（写真 1）。西浦Ｂ遺跡では後期初頭 ~ 前葉の貯蔵穴・

掘立柱建物跡群が発見されている（蔵王町教育委員会2011a）。二屋敷遺跡では中期末の竪穴住居跡5軒、

後期初頭 ~ 前葉の炉跡 2 基、土器埋設遺構 4 基、配石遺構などが発見されている（宮城県教育委員会

1984）。願行寺遺跡では晩期の屈折土偶が採集されている。鍛冶沢遺跡では晩期の土器埋設遺構や弥生

時代初頭の再葬墓と、弧状に配置された掘立柱建物跡群が発見されている（宮城県教育委員会 2010）。

　遺跡の分布状況をみると、早期の遺跡は小規模なものが多く、高木丘陵から青麻山東麓部にかけての

広範囲に点在し、遠刈田地区から白石市福岡深谷地区にかけての不忘山東麓部にまとまった分布域を形

成する。前期の遺跡数はやや少なくなるが、高木丘陵上と青麻山東麓部に点在する。中期から後期にか

けては高木丘陵上に大きな集落が形成され、集中的な遺跡分布域となっている。一方、青麻山東麓部で

は後期になると多くの集落が形成され、晩期まで継続する大規模な集落がみられる。

写真 1　湯坂山Ｂ遺跡第３a・b 号竪穴住居跡（大木 9 式期）

　このように、時期による分布域の移動と、微地

形選択の志向性に変化は見られるものの、縄文時

代のおよそ１万数千年間を通して本地域における

生活の拠点は蔵王連峰東麓部から延びる高木丘陵

上と、青麻山東麓部にあったと言って良い。なお、

円田盆地北部の小村崎地区にある六角遺跡、原遺

跡、平沢地区の中組遺跡などでは縄文時代のもの

と考えられる落とし穴状土坑が確認され、低湿地

に面した低平な丘陵裾部が狩猟の場として利用さ

れていたことが分かっている。
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（３）弥生時代
　縄文時代晩期から継続する宮地区の沢北遺跡、曲竹地区の鍛冶沢遺跡、

これに後続する桝形囲式期の遺跡には宮地区の長峰遺跡、円田地区の清水

遺跡、西浦遺跡、塩沢地区の宋膳堂遺跡、東根地区の立目場遺跡、円田式

期の遺跡には東根地区の大橋遺跡、塩沢地区の台遺跡、上野遺跡、塩沢北

遺跡、小村崎地区の都遺跡、円田地区の西浦遺跡、十三塚式期の遺跡には

東根地区の愛宕山遺跡、立目場遺跡、天王山式期の遺跡には東根地区の愛

宕山遺跡、塩沢地区の天王遺跡、平沢地区の赤鬼上遺跡などがある。

　桝形囲式期以前の遺跡は、鍛冶沢遺跡などのように縄文時代晩期の立地

を踏襲しながら、一部円田盆地周縁部の丘陵に立地している。円田式期に 写真 2　円田地区出土長頸壺

写真 4　窪田遺跡 SI101 竪穴住居跡（南小泉式期）

なると円田盆地周縁部に急速に展開し、遺跡数も急増する。遺構が調査された例は皆無であるが、稲

作が受容されたと考えるのに十分な変化と言える。円田地区では伊東信雄氏（1955）による「円田式」

命名の標識資料となった長頸壺が出土している（写真 2）。十三塚式期から天王山式期にかけてはこう

した流れを引き継ぐ一方、愛宕山遺跡のように標高の高い丘陵上に立地する遺跡も見られる。なお、都

遺跡（円田式、蔵王町教育委員会 2005）、大橋遺跡（天王山式、宮城県教育委員会 1980b）、中沢Ａ遺

跡（蔵王町教育委員会 2007）で出土した土器片の表面には籾殻の圧痕が観察されている。

（４）古墳時代
　前期（塩釜式期）の遺跡には東根地区の大橋遺

跡、伊原沢下遺跡、円田地区の堀の内遺跡、中期（南

小泉式期）の遺跡には小村崎地区の都遺跡、窪田

遺跡、東根地区の中沢Ａ遺跡、台遺跡があるが、

後期（住社式期）の遺跡は明瞭には確認されてい

ない。高塚古墳には宮地区の明神裏古墳、東根地

区の夕向原古墳群、古峯神社古墳、塩沢地区の宋

膳堂古墳、天王古墳群、西脇古墳、中屋敷古墳、

八幡山古墳がある。

　古墳時代の遺跡は弥生時代の立地を踏襲し、円

田盆地周縁部に集中する。前期の大橋遺跡、伊原

沢下遺跡は宮城県内における塩釜式最古段階（宮

城県教育委員会 1980b）、中沢Ａ遺跡は南小泉式

最古段階の遺跡として知られている（写真 3、蔵

王町教育委員会 2007）。六角遺跡では塩釜式期、

立目場遺跡では塩釜式・南小泉式期、窪田遺跡（写

真 4）などでは南小泉式期の竪穴住居跡が調査さ

れている。前期の堀の内遺跡では、後北 C2-D 式

に位置づけられる続縄文土器が出土し（蔵王町教

育委員会 1997）、北方地域との関係性が窺われる。

　また、盆地を取り囲む丘陵上に多くの高塚古墳が築かれている。古峯神社古墳は主軸長 38m、夕向

原 1 号墳は主軸長 57m の前方後円墳（藤沢 2000）、宋膳堂古墳は直径約 30m の円墳で、埴輪が採集さ

れている。明神裏古墳は昭和 31 年に発掘調査され、凝灰岩板石を用いた箱式石棺が確認されている。

写真 3　中沢Ａ遺跡 SI4 竪穴住居跡出土土器（南小泉式）
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（５）古代
　飛鳥・奈良・平安時代の遺跡として 100 か所以

上が知られ、このうち発掘調査が行なわれた遺跡

としては宮地区の観音堂山遺跡、矢附地区の東山

遺跡、塩沢地区の塩沢北遺跡、円田地区の西浦Ｂ

遺跡、堀の内遺跡、平沢地区の窪田遺跡、都遺跡、

写真 6　前戸内遺跡 SB10 掘立柱建物跡（9 世紀前葉 ~ 中葉）

写真 5　十郎田遺跡材木塀区画南東隅（7 世紀中頃 ~ 後半）

赤鬼上遺跡、小村崎地区の戸ノ内遺跡、六角遺跡、

十郎田遺跡などがある。また、現在その所在を確

認できないが平沢地区の諏訪舘横穴墓群がある。

　当該期の遺跡は円田盆地周辺に多く分布する一

方、町東部の丘陵麓部の広い範囲に分布するよう

になり、生活領域が拡大したことが窺われる。円

田盆地では 7 世紀後半以降、盆底部に面した低平

な舌状丘陵上に集中的に集落を形成する。十郎田

遺跡では 7 世紀後半の材木塀による区画施設を

伴う集落跡（写真 5、蔵王町教育委員会 2011d・

e）、六角遺跡では８世紀前半頃の大溝による区画

施設を伴う集落跡を確認している（蔵王町教育委

員会 2008）。都遺跡では８世紀前半の多賀城創

建期（奈良時代初頭）に位置づけられる軒平瓦

が採集されているのをはじめ、大型の掘立柱建

写真 7　丈六阿弥陀如来坐像（12世紀・保昌寺） 写真 8　平沢弥陀の杉

物跡と材木塀による区画施設が確認されており、官衙関連施設が営まれていた可能性がある（蔵

王町教育委員会 2005）。これらの集落では、当時の在地土師器とは異なる特徴を持つ関東系土師器

を保有しており、六角遺跡では関東型カマドをもつ竪穴住居跡も確認されている。関東系土師器は窪田

遺跡、堀の内遺跡などでも出土している（蔵王町教育委員会 1997・2009a・2011b）。

　前戸内遺跡では、平安時代の官衙風建物群が確認され（写真 6）、「苅田」墨書土器などが出土している。

（蔵王町教育委員会 2013）。東山遺跡では、平安時代の土器溜遺構が確認され、灰釉陶器、転用硯のほか、

墨書土器が多量に出土している（宮城県教育委員会 1981）。また、東山遺跡、西浦Ｂ遺跡（蔵王町教育

委員会 2011a）、観音堂山遺跡（宮城県教育委員会 2011）、赤鬼上遺跡（宮城県教育委員会 1980a）の

竪穴住居跡では、燃焼部から煙道までの全体を石組みで構築するカマドが確認され、円田盆地周辺の地

域性と考えられている（古田 2011）。

　このほか、平沢地区に現存する丈六阿

弥陀如来坐像（写真 7、県指定文化財）

は平安時代末期の作風とされ、阿弥陀如

来を信仰し東北各地に阿弥陀堂を造立し

たとされる奥州藤原氏との関係性が窺わ

れる。また、丈六阿弥陀堂があったとさ

れる平沢字丈六地区には、阿弥陀堂の参

道杉並木として植えられた杉のうち一本

が現生し、平沢弥陀の杉（写真 8、県指

定天然記念物）と呼ばれている。
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（６）中世
　城館跡に宮地区の宮城館跡、山家館跡、館の山

城跡、曲竹地区の曲竹小屋館跡、円田地区の花楯

館跡、棚村館跡、小村崎地区の西小屋館跡、兵衛

館跡、平沢地区の諏訪舘跡、平沢館跡、矢附地区

の矢附館跡などがあり、町東部の丘陵上に多くの

城館が築かれている。

　兵衛館跡は円田盆地最奥部に立地し、丘陵頂部

の平場を画する土塁・空堀が良好に残存する（写

真 9）。西小屋館跡は土塁と水堀を伴う方形館で、

隣接する西屋敷遺跡では区画溝を伴う鎌倉 ~ 室町

時代の屋敷跡を確認している（蔵王町教育委員会 2012）。山家館跡に隣接する持長地遺跡でも、鎌倉 ~

南北朝時代の屋敷跡が確認されている（宮城県教育委員会 1980b）。館の山城跡に隣接する青竹遺跡で

は掘立柱建物跡群が確認され、館と一体的に機能した施設の可能性が指摘されている（蔵王町教育委員

会2009b）。小村崎地区の十郎田遺跡では鎌倉時代の屋敷跡を確認している。屋敷内の井戸跡から挽物椀・

小皿の荒型が多量に出土し、挽物製作を行なっていたことが窺われる（蔵王町教育委員会 2011d・e）。

　このほか、宮地区の願行寺遺跡は中世 ~ 近世の寺院跡と推定されている。安永風土記に「役小角叔父

山之坊願行寺跡」とあり、「宮本坊蓮蔵寺書出」によれば奥州藤原氏の保護を受けて最盛期には四十八

坊を有したという。また、前述の白九頭龍古墳には、文治の役（1189）で源頼朝軍に討ち取られた藤

原国衡の遺骸を埋葬して弔ったとの伝説が残り、墳頂部には白九頭龍大明神の祠が建てられている。

（７）近世以降
　小村崎地区の車地蔵遺跡では掘立柱建物跡、区画溝跡、水場遺構などが確認され、近世の有力者層の

屋敷地の一部と考えられる（蔵王町教育委員会 2006）。伊達家家臣の高野家が拝領した平沢地区の平沢

要害跡は後世の改変で遺構が現存しないが、江戸期の絵図に本丸・二の丸・水堀と、南側に屈折する大

手が見え、小規模ながらも近世城郭のような構造が窺える。また、遠刈田地区の岩崎山金窟址では戦国

末期には採掘が開始されていたとみられ、江戸初期には仙台藩主伊達家の命により採掘されていた。

　現存する近世の建造物としては、平沢地区の日吉神社本殿（江戸中期）、宮地区の刈田嶺神社本殿（江

戸中期、県指定文化財）、曲竹地区の我妻家住宅（写真 10、江戸中期、国指定重要文化財）、小村崎地

区の奥平家住宅（江戸後期、町指定文化財）などがある。日吉神社は高野家の領地替えの時に伊達郡よ

り遷座され、刈田嶺神社は刈田郡総鎮守として白石城主片倉家の保護を受けた。

写真 10　我妻家住宅（宝暦 3（1753）年建築）

　また、近世には奥州街道が宮地区を通り、さら

に宮宿から分かれて永野宿、猿鼻宿を経由し、四

方峠、笹谷峠を越えて山形へ至る羽前街道が通っ

ていた。平沢地区には羽前街道の古道の一部が保

存され（旧羽前街道保存地区）、藩政時代の街道

の景観を今に伝えている。

　近代の遺構としては遠刈田地区の遠刈田製鉄所

高炉跡などがある。遠刈田製鉄所高炉は明治時代

後期に建設されたもので、近代製鉄遺構としては

国内で唯一、基礎部分が現存している。

写真 9　兵衛館跡 北縁土塁・空堀
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第２章　調査に至る経緯

　蔵王町北東部の円田盆地に広がる水田地帯を対象とした経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事

業）では、昭和 63 年度に盆地南部（円田１期地区）の事業計画が策定され、同年に埋蔵文化財保存協

議が実施された。この結果を受け、同年から平成２年度にかけて事業実施区域内に存在する埋蔵文化財

包蔵地の遺構確認調査および事前調査が宮城県教育庁文化財保護課により実施された（宮城県教育委員

会 1989・1990・1991）。一方、盆地中・北部（円田 2 期地区）の事業計画は平成 8 年度に策定され、

平成 12 年度には事業年次計画が提示された。約 1,325,000㎡に及ぶ広大な事業実施予定区域には多数

の埋蔵文化財包蔵地が含まれていたことから、平成 8 年度にほ場整備事業計画と埋蔵文化財の関わり

についての協議書が宮城県大河原地方振興事務所より蔵王町教育委員会を経由して宮城県教育委員会に

提出され、関係四者（事業主側：宮城県大河原地方振興事務所・蔵王町土地改良区、文化財保護側：宮

城県教育委員会・蔵王町教育委員会）による埋蔵文化財保存協議が開始された。

　平成 11 年度の協議において、事業実施区域内における埋蔵文化財包蔵地の詳細な分布調査が必要で

あるとの認識で合意したことを受け、平成 12 年度に町教育委員会が分布調査を実施した。この結果、

周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲が大きく広がることが判明した。これを受けた協議の結果、埋蔵文化財

が破壊される面積をできるだけ少なくするよう事業計画を大幅に見直すことが決定した。平成 13 年度

には地方振興事務所より、水田および畑地となる部分については、地下の遺構を保護するよう適宜盛土

を行なうとともに、幹線農道以外の作業用道路については未舗装の砂利道として事前調査対象となる破

壊範囲をできるだけ減少させる見直し案が提示され、基本方針で合意に達した。

　平成 13・14 年度には、事業計画区域のうち町道小村崎中央線以南の各遺跡の遺構分布状況と遺構面

深度の把握を目的とした遺構確認調査が県文化財保護課と町教育委員会によって実施された（宮城県教

育委員会 2002・2003）。地表面で遺物の分布が確認された範囲を中心として幅約 2m のトレンチ 333

か所を設定し、計 11,669㎡を調査した結果、事業実施区域内の大まかな遺構の分布状況が明らかとなっ

た。これを踏まえた協議の結果、遺構の存在する範囲については基本的に盛土による現状保存を図り、

計画田面が遺構面よりも低くなる切土範囲と、幹線農道・作業道・水路の建設に伴って遺構面が掘削さ

れる範囲については、工事着手前に事前調査を実施して文化財保護法上必要な措置としての記録保存を

図るという基本方針で合意に達した。また、作業道のうち未舗装の砂利道とする計画で遺構面に掘削が

及ばない範囲については、確認調査を実施した上で盛土による現状保存を図ることになった。

　平成 14 年度には事業実施区域のうち県道岩沼蔵王線の南側を平成 15・16 年度、北側を平成 17~21

年度に順次施工する事業計画が地方振興事務所より提示され、これを受けて平成 15 年度に県道南側の

3 遺跡、平成 17~21 年度（その後の事業計画見直しなどにより平成 25 年度まで延長することで合意）

に北側の 13 遺跡の計 16 遺跡を対象とする事前調査計画（室内整理を含む）を町教育委員会が策定した。

県道南側については平成 15 年度、北側については平成 16 年度に土木工事等に伴う文化財発掘調査に

ついての依頼書が地方振興事務所より蔵王町へ提出され、事前調査の実施にあたっては地方振興事務所

を委託者、蔵王町を受託者とする業務委託契約を締結し、事業費のうち受益者負担分を除いた額を委託

金として地方振興事務所が負担することなどが確認された。

　平成 17 年度には地方振興事務所が県道北側の詳細な事業設計案をまとめ、これに基づく埋蔵文化財

発掘の通知が町教育委員会を経由して県教育委員会へ提出された。これに対して県教育委員会からは工

事着手前の発掘調査実施を指示する通知書が交付され、事前調査に着手する運びとなった。
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　町教育委員会は県文化財保護課の協力を得て、都遺跡、窪田遺跡（南部）、新城館跡（H15・16 年度、

蔵王町教育委員会 2005）、車地蔵遺跡、鍛冶屋敷遺跡、原遺跡、上葉の木沢遺跡、中葉の木沢遺跡（H17

年度、同 2006）、六角遺跡（H18・19 年度、同 2008）、戸ノ内遺跡（H19・20 年度、同 2009a）、窪田

遺跡（北部、H20 年度、同 2011b）、十郎田遺跡（H19・20 年度、同 2011d・e）、西屋敷遺跡（H21 年度、

同 2012）、前戸内遺跡（H20・21 年度、同 2013）の事前調査を順次実施してきた。

　本書で報告するのは、平成 21 年度に実施した磯ヶ坂遺跡（第 5 図）と、平成 23 年度に実施した六

角遺跡・原遺跡（第 6 図）の事前調査の結果である。各遺跡の調査結果については本書が最終報告であり、

この後に総括編を刊行して本事業計画にかかわる遺跡の事前調査をすべて終了する計画となっている。

Ｈ２１発掘調査計画図（事前調査・確認調査）

Ｓ＝１：５０００

文化財調査平面図

小村
崎コ
ミュニ
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ター
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居宅

居宅
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宅

居宅

居宅

居宅

居宅
兼店
舗

番号 　遺跡調査対象面積（㎡）

Ｓ＝１：３０００

①
735㎡

②
751㎡

③
656㎡

⑤
280㎡

④
660㎡

⑥
32㎡

原遺跡

六角遺跡

第 6 図　集落道１号工事 施工計画図（六角遺跡・原遺跡）

第 5 図　円田 10 工区面工事 施工計画図（磯ヶ坂遺跡）
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第３章　調査の方法と経過

第１節　磯ヶ坂遺跡の調査
調査前の現況　磯ヶ坂遺跡は、円田盆地北西縁の高木丘陵と東縁の愛宕山丘陵との接続点付近に位置す

る。盆地北縁から東縁付近を南流する雁柄川の左岸に北から張り出す小規模な舌状丘陵の頂部から麓部

に立地し、東西を南から入る沢で画されている。遺跡の現況は畑地および水田で、地表面に縄文土器・

石器、古代の土器などの遺物が散漫に分布する状況が観察された。

遺構確認調査　平成 13・14 年度に実施された遺構確認調査は事業計画区域のうち町道小村崎中央線以南

の遺跡を対象としたものであり、町道北側にある本遺跡は未実施であった。このため、平成 17 年度に町

教育委員会が県文化財保護課の協力を得て本遺跡の遺構確認調査を実施した（蔵王町教育委員会 2006）。

　この結果、舌状丘陵東側（東部地区）では丘陵先端部の南側を雁柄川、東側を沢によって侵食されて

おり、丘陵麓部で溝跡 1 条、土坑 3 基、柱穴 2 か所を確認した。西側（西部地区）は舌状丘陵西側の

沢と雁柄川とに挟まれた緩傾斜地で、溝跡 5 条、土坑 6 基、柱穴 3 か所を確認した。いずれの地区で

も遺物は出土せず、確認した遺構の時期・性格は不明であった。両地区での遺構の密度は薄いと考えら

れ、遺跡の本体は今回の事業計画区域外の舌状丘陵頂部周辺であろうと推定された。

事前調査の方法　事前調査は西部地区と東部地区とに分けて実施することとし、それぞれ平成 21 年度

に業務委託契約（委託者：宮城県大河原地方振興事務所、受託者：蔵王町）を締結して実施したもので

ある。発掘調査では工事予定範囲内に地形などを考慮して調査区を設定し、重機による表土除去の後、

手作業による遺構確認と遺構精査を行なった。表土下に旧耕作土等の新しい土層が認められる場合は、

適宜手掘りで層厚を確認しながら重機による掘削を行なった。また、重機掘削の過程で湿地であること

が確認された範囲についてはトレンチ状の部分掘削に留め、遺構・遺物が確認されない場合は簡易な記

録を行なって調査を終えた。確認した遺構については平板測量により1/100縮尺の遺構平面図を作成し、

必要に応じて 1/20 縮尺の断面図を作成した。また、調査中はデジタル一眼レフカメラおよび 35mm モ

ノクロームフィルムを用いて、必要に応じて遺構の検出状況と土層断面、完掘状況、遺物の出土状況

および調査区全景などの記録写真を撮影した。デジタルデータについては RAID ディスクおよび DVD-

ROM に記録して保管している。出土遺物は調査区および遺構、出土層位別に取り上げた。

西部地区の発掘調査　作業道・水路の整備予定範囲 2,388㎡を対象としたもので、1 区（703㎡）、2 区（893

㎡）、3 区（792㎡）を設定して調査を実施した（第 7 図）。また、2・3 区に隣接する畑地（1,584㎡）に

ついて、切土による田面整備の要望が出されたことから、調査区内の遺構の状況を確認した上で対応を

協議することとした。調査の過程で 1・2 区は沢地の中に位置しており遺構が分布せず、3 区に少数の遺

構が分布することが判明した。このため、田面部分について3区を拡張して調査範囲に加えることとした。

調査面積は合計 3,972㎡に及び、調査期間は平成 21 年 4 月 2 日 ~5 月 30 日の約 2 か月間を要した。

　確認した遺構は土坑 7 基、溝跡 9 条、柱穴 23 か所である。柱穴は調査区内に散在し、建物などは確認

できなかった。遺物は土坑、溝跡などから縄文土器、弥生土器、須恵器、陶磁器、古銭が少数出土した。

東部地区の発掘調査　作業道・水路および切土による田面の整備予定範囲 4,785㎡を対象としたもので、

1 区（1,094㎡）、2 区（287㎡）、3 区（2,160㎡）、4 区（659㎡）、5 区（220㎡）、6 区（291㎡）、7 区（74

㎡）を設定して調査を実施した（第 7 図）。調査の過程で 1・2・7 区は沢地の中に位置しており遺構が

分布しないこと、6 区は削平により地形が改変されていることが判明し、舌状丘陵先端部の尾根上から
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北東斜面に位置する 3~5 区に遺構が分布することが確認された。また、3 区に隣接する畑地の設計変更

により、切土範囲と追加する計画案が提示されたことから、当該範囲を 8 区（418㎡）として調査を行なっ

たが、遺構は確認されなかった。調査面積は合計 5,203㎡に及び、調査期間は平成 21 年 10 月 1 日 ~11

月 30 日の約 2 か月間を要した。

　確認した遺構は竪穴住居跡 1 軒、貯蔵穴 6 基、落とし穴 6 基、近世墓 8 基、土坑 13 基、溝跡 1 条、

柱穴 17 か所である。遺物は竪穴住居跡、貯蔵穴、近世墓などから縄文土器、弥生土器、ロクロ土師器、

須恵器、石器、火打石、ガラス製小玉、煙管、毛抜き、和鋏、鉄鍋、古銭が少数出土した。

基礎整理作業　平成 21 年度に当該年度調査成果の基礎整理のための業務委託契約を締結し、平成 21

年 12 月 1日 ~ 平成 22 年 3月 25 日の約４か月間の工程で実施した。本遺跡の調査成果については出土遺物

の洗浄と注記、接合と修復の作業を実施したほか、図面と写真などの記録類の基礎的な整理作業を実施した。

遺構平面図については現場で作成した 1/100 縮尺の平板測量図を基に工事用測量基準杭を基準とする

3m グリッドを設定し、東西・南北方向に数字を付して位置関係を確定させた。

第２節　六角遺跡・原遺跡の調査
調査前の現況　六角遺跡・原遺跡は、円田盆地北西縁の高木丘陵から盆地中央部に向かって南東方向に

長く張り出す低平な舌状丘陵上に立地する。この舌状丘陵の基部付近に後原遺跡、中央付近に原遺跡、

中央～先端部に六角遺跡が登録されている。丘陵の両裾は沢または盆底面で画され、湿地が広がってい

る。遺跡の現況は畑地・水田・宅地で、地表面に縄文土器・石器、古代の土器などの遺物が比較的濃密

に散布する状況が確認された。

これまでの調査　平成 14 年度に県文化財保護課が遺構確認調査を実施し、六角遺跡では古墳時代前期、

飛鳥・奈良時代、平安時代の竪穴住居跡 16 軒、掘立柱建物跡 12 棟など、原遺跡では古代の水田跡が確

認された（宮城県教育委員会 2003）。田面・作業道・水路を整備する面工事に伴う発掘調査は、平成 17

年度に原遺跡の 1,400㎡、平成 18・19 年度に六角遺跡の 25,800㎡を対象として町教育委員会が実施した。

この結果、原遺跡では落とし穴状土坑 9 基、六角遺跡では竪穴住居跡 52 軒、掘立柱建物跡 29 棟、大

溝跡 4 条、落とし穴状土坑 39 基など多数の遺構を確認し、六角遺跡では古墳時代前期、飛鳥・奈良時

代、平安時代の集落跡、中～近世の建物群などが形成されていたことが判明した（蔵王町教育委員会

2006・2008）。原遺跡の調査は丘陵東斜面の辺縁部を対象としたもので、丘陵上の遺構の分布状況は

不明であった。一方、遺跡範囲を縦断・横断する複数の調査区が設定されて遺跡全体の大まかな遺構の

分布状況が判明した六角遺跡では、丘陵頂部に古墳時代前期、頂部から緩斜面部の広範囲に奈良・平安

時代の遺構群が分布し、これらの遺構群の一部は隣接する原遺跡へも続いているものと推定された。

事前調査の方法　今回の発掘調査は集落道工事予定範囲 3,114㎡（六角遺跡 1,628㎡、原遺跡 1,486㎡）

を対象とし、平成 23 年度に業務委託契約（委託者：宮城県大河原地方振興事務所、受託者：蔵王町）

を締結して実施した。発掘調査では、隣接地の発掘調査結果から遺構が分布することが確実と考えられ

た地点には当初より調査区を設定して調査を行なった。これ以外の地点では工事予定範囲内に遺構確認

を目的としたトレンチを設定し、遺構の分布が確認された場合には随時トレンチを拡張して調査区とし

た。トレンチ掘削および調査区の表土除去は重機を使用した。遺構が確認されなかったトレンチでは簡

易な記録を行なって調査を終え、確認した遺構については工事用測量基準杭を基準として 1/20 縮尺の

遺構平面図を作成し、必要に応じて同縮尺の断面図を作成した。写真記録と保管、出土遺物の取り上げ

方法については前述の磯ヶ坂遺跡と同様である。最終的な発掘調査面積は六角遺跡・原遺跡の合計で

480㎡、調査期間は平成 23 年 10 月 1 日～ 11 月 25 日の約２か月間を要した。



第２節　六角遺跡・原遺跡の調査

13

第 7 図　現況測量図・調査区配置図
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六角遺跡の調査　集落道工事予定範囲 1,628㎡（延長約 410m 分）を対象として実施した。平成 18 年

度の発掘調査で竪穴住居跡などが確認されている地点の隣接地に１区（約 52㎡）、２区（約 59㎡）を

設定し、これ以外の地点に遺構確認調査用トレンチ 10 か所（1T ～ 10T）を設定した。この結果 2・3T

で竪穴住居跡が確認されたことから、周辺を拡張して３区（約 150㎡）を設定して調査を実施した。遺

構確認調査用トレンチを含めた調査面積は 314㎡である。確認した遺構は竪穴住居跡 2 軒、柱列跡 2 条、

土坑 1 基、井戸跡 1 基である。遺物は竪穴住居跡、井戸跡などから縄文土器、土師器、須恵器、ロク

ロ土師器、中世陶器、ミニチュア土器、石器、礫石器、石製品が出土した。

原遺跡の調査　集落道工事予定範囲 1,486㎡（延長 270m 分）を対象として実施した。対象地内の遺構

の分布状況は不明であったことから、遺構確認調査用トレンチ 10 か所（1T ～ 10T）を設定した。この

結果、2T で柱穴 2 か所、4T で溝跡 3 条、5T で竪穴住居跡 1 軒、柱穴 3 か所を確認した。2・4T で確

認した遺構は堆積土にしまりがなく遺物を含まないことから新しい掘り込みと判断した。5T で確認し

た竪穴住居跡はトレンチ内で西半を確認し、東半は工事予定範囲外へ延びていることから、確認した範

囲のみを精査した。調査面積は166㎡である。遺物は竪穴住居跡などから土師器、焼成粘土塊が出土した。

第３節　整理作業
整理作業の方法　整理作業は平成 25 年度に磯ヶ坂遺跡・六角遺跡・原遺跡の本整理と報告書作成のた

めの業務委託契約を締結し、平成 25 年 6 月 7 日 ~ 平成 26 年 3 月 25 日の約 10 か月間の工程で出土遺

物の実測と写真撮影、実測図・遺構図トレース、および本書の執筆・編集と印刷・製本を実施した。

　遺構図については、手実測で作成した図面をイメージスキャナとビットマップ画像編集ソフトウェア

を用いてデジタル画像化し、調査員が作成した遺構調書を参照しながらパソコン内でベクトル画像編集

ソフトウェアを用いてデジタルトレースを行なった。遺物については、洗浄の後に注記を行ない、可能

な限り接合と修復を行なった上で遺物調書を作成し、遺物の性格と残存状況などに応じて実測図あるい

は拓本を作成した。遺物の実測図・トレース図についてはすべて手作業により作成した。実測図等の作

成が終了した遺物については、デジタル一眼レフカメラを用いて写真撮影を行なった。

　以上の経過を経て作成した遺構・遺物調書をもとに執筆した本文と、遺構・遺物の写真・図面等のレ

イアウトおよび編集作業を DTP ソフトウェアを用いて実施し、本書の印刷・製本を完了した。

磯ヶ坂遺跡

該当業務名称

六 角 遺 跡

原 遺 跡

平成 21 年度遺　跡　名 平成 23 年度 平成 25 年度

発掘調査（西部） 発掘調査（東部）

基礎整理作業

発掘調査

本整理作業・報告書刊行

H25 円田 2期地区（担い手）‐202 号H23 円田 2期地区（担い手）‐361 号H20 円田 2期地区
（担い手）‐206 号

H21 円田 2期地区
（担い手）‐206 号

基礎整理作業・
本整理作業・報告書刊行

第 2 表　業務工程表
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第１節　磯ヶ坂遺跡

層名 土性 性格 層厚
（cm） 備考

Ⅰ層 黒褐色シルト 表土・
現耕作土 15~25

Ⅱ層 黒色シルト 旧表土・
旧耕作土 10~30 近世 ~ 近代の

陶磁器片を含む

Ⅲ層 黒色シルト 黒色火山灰 20~60
丘陵部では流出・
削平により消失

Ⅳ層 暗褐色シルト 漸移層 20

Ⅴ層 黄褐色
粘質シルト

黄褐色
ローム 30~40 遺構確認面

Ⅵ層 白色粘土 水成堆積物 30~50

Ⅶ層 青灰色
凝灰質シルト

スコリア
堆積物 20~40 川崎スコリア

（Za-Kw）

Ⅷ層 白色粘土 水成堆積物 20~ 砂礫を含む

第４章　調査の結果

第１節　磯ヶ坂遺跡

１．基本層序

　調査区ごとの立地条件により土層の堆積状況に違

いが見られるが、基本層序はⅠ ~ Ⅷ層に大別される

（第 3 表）。Ⅰ層は表土ないしは現耕作土で、層厚は

15~25cm 程度である。Ⅱ層は旧表土ないしは旧耕作

土で、層厚は 10~30cm 程度である。近世 ~ 近代の陶

磁器片などを含む。Ⅲ層はクロボクあるいはノボクと

称される黒色火山灰土で、層厚は 20~60cm 程度であ

る。丘陵斜面部から沢地に堆積し、斜面下部では複数

の再堆積層を形成する。Ⅳ層はⅢ層下部とⅤ層上部に

形成された漸移層で、層厚は 20cm 程度である。Ⅴ層

は黄褐色ロームで、層厚は 30~40cm 程度、Ⅵ層は白

色粘土の水成堆積物で、層厚は 30~50cm 程度である。

Ⅶ層は猿岩と通称される青灰色凝灰質シルトで、層

厚は 20~40cm 程度である。川崎スコリア（板垣ほか

1981）に相当するとみられる。Ⅷ層は砂礫を含む白

色粘土層で、層厚は 20cm 以上である。

２．遺構と遺物

（１） 西部地区
　確認した遺構は、土坑 7 基、溝跡 9 条、柱穴 23 か

所である。いずれも丘陵部の西 3 区に分布する（第 8

図）。柱穴は散在しており建物などは確認できなかっ

た。遺物は土坑、溝跡などから縄文土器、弥生土器、

須恵器、陶磁器、銅銭がごく少数出土した。

　出土遺物の年代と出土状況などから、確認した遺構

は弥生時代、近世に位置づけられるものがある。以下、

確認した主な遺構と遺物について詳述する。なお、遺

構は全体の様相が把握でき特徴的なもの、遺物が出土

しているものについて記述し、文末にすべての遺構の

観察表を作成して掲載した（第 4 表）。

①  土坑
【SK2 土坑】（第 10 図、写真図版 2・10）

〔位置〕西 3 区／東向緩斜面

〔重複〕なし

第 3 表　基本層序

　調査区内ですべての層位を確認した地点はなく、丘

陵部ではⅢ・Ⅳ層が流出・削平により消失している。

遺構はいずれもⅤ層の上面で確認した。

〔規模・形状〕平面形が長軸43cm、短軸40cmの楕円形で、

断面形は深さ6cmの椀形を呈する。底面は平坦である。

〔堆積土〕黄褐色ローム粒を少量含む暗褐色粘質シル

トで、自然堆積土と考えられる。

〔遺物〕底面付近の堆積土中で弥生土器深鉢が出土し

た（第 12 図 1~3）。

【SK5 土坑】（第 10 図、写真図版 2）

〔位置〕西 3 区／東向緩斜面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 70cm、短軸 66cm の楕

円形で、断面形は深さ 28cm のＵ字形を呈する。底面

は平坦である。

〔堆積土〕黄褐色粘土ブロックと、炭化物片を多く含

む黒褐色シルトで、人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕弥生土器の小破片が出土した。

【SK9 土坑】（第 10 図、写真図版 3・10）

〔位置〕西 3 区／東向緩斜面

〔重複〕SK9 → SK8

〔規模・形状〕平面形が長軸 110cm、短軸 100cm の
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第 8 図　西部地区調査区配置図

楕円形で、断面形は深さ 44cm の逆台形を呈する。底

面は平坦である。

〔堆積土〕2 層に細分される。1 層は黄褐色ローム粒

を含む黒褐色シルト、2 層は黄褐色ロームブロックを

多量に含む褐色粘質シルトである。いずれも人為的埋

土と考えられる。

〔遺物〕銅銭（寛永通寶 6 点、第 12 図 8・9）が出土した。

【SK17 土坑】（第 10 図）

〔位置〕西 3 区／東向緩斜面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が直径 55cm の円形で、断面形

は深さ20cmの椀形を呈する。底面は皿状に浅く窪む。

〔堆積土〕炭化物粒・礫を多く含む黒色粘土で、人為

的埋土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から弥生土器深鉢の小破片が出土した。

測量
基準点 点名

局地座標系 国家座標系（世界測地系）
南北（m） 東西（m） Ｘ座標（m） Ｙ座標（m）

T1 A28 S-30.07 W-11.18 -207192.864 -12623.789
T2 A32 N-87.53 W-11.27 -207103.817 -12546.092
T3 B- 交 P1 N-2.04 W-54.03 -207139.976 -12634.225
T4 基Ⅱ -1 N-90.20 W-77.65 -207058.397 -12594.130
T5 B-P2 N-69.34 E-32.46 -207146.111 -12525.275

比高基準点
点名 標高（m） 種別

KBM-61 116.430 三級水準点
KBM-62 119.163 三級水準点
KBM-63 120.564 三級水準点
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0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

SK2 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考

1 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
底面付近に土器片を多量に含む

SK5 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考

1 7.5YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色粘土ブロックを含む
炭化物片を多量に含む　（人為）

SK17 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR1.7/1 黒 粘土 炭化物粒・礫（3~15cm）を多量に含む　（人為）

SK7 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考

1 7.5YR3/2 黒褐 シルト 褐色の砂粒・ブロックを多量に含む
クサレ礫を含む　（人為）

2 7.5YR4/3 褐 シルト クサレ礫を含む　（人為）
SK8・SK9 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（人為、SK8堆）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む　（人為、SK9 堆 1 層）

3 10YR4/4 褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
（人為、SK9 堆 2 層）

SK18 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 7.5YR3/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（人為）

第 10 図　SK2・5・7~9・17・18 土坑

0 2m

S = 1/60 0 2m

S = 1/60
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第１節　磯ヶ坂遺跡

第 11 図　SD1・11・13~16 溝跡

0 5m

S = 1/250

SD1 溝跡　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 7.5YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色砂質ロームブロック・小礫を多量に含む

SD11 溝跡　B-B'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/4 暗褐 砂質シルト 黄褐色ローム粒をごく少量含む
2 10YR3/3 暗褐 砂質シルト 砂礫・酸化鉄粒を含む
3 10YR4/4 褐 シルト 炭化物・酸化鉄粒をごく少量含む

0 2m

S = 1/60

SD13 溝跡　C-C'，D-D'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 砂礫を多量に含む
2 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む（壁崩）

SD14 溝跡　E-E'，F-F'
No． 土色 土性 備考
1 7.5YR3/2 黒褐 砂質シルト 砂を少量含む（D-D' 断面 3 層対応）
2 7.5YR3/2 黒褐 砂質シルト 砂を多量に含む（D-D' 断面 4 層対応）

SD15 溝跡　G-G'
No． 土色 土性 備考
1 7.5YR3/1 黒褐 砂質シルト 砂を多量に含む

② 溝跡
【SD1 溝跡】（第 11 図、写真図版 3・10）

〔位置〕西 3 区／東向緩斜面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕北西－南東方向に延び、長さ 10.5m を

確認した。北西側は調査区外へ延びており、南東側

は削平により消失している。上幅 150~260cm、底幅

140cm で、横断面形は深さ 16cm の逆台形を呈する。

〔堆積土〕黄褐色砂質ロームブロック、小礫を多量に

含む黒褐色シルトで、自然流入土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から陶器擂鉢が出土した（第 12 図 4）。

【SD13 溝跡】（第 11 図、写真図版 3・10）

〔位置〕西 3 区／東向緩斜面

〔重複〕SD14 → SD13

〔規模・形状〕北西－南東方向に延び、長さ 21.0m を

確認した。北西側は調査区外へ延びており、南東側
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は削平により消失している。上幅 90~290cm、底幅

15~35cm で、横断面形は深さ 95cm の逆台形あるい

は皿状を呈する。

〔堆積土〕2 層に細分される。1 層は砂礫を多量に含

む黒褐色シルト、2 層は黄褐色ロームブロックを多量

に含む暗褐色シルトである。1 層は自然流入土、2 層

は自然崩落土と考えられる。

〔遺物〕堆積土 1 層から陶器擂鉢（第 12 図 5）、堆積

土から磁器碗・皿・小皿（第 12 図 6）・猪口（第 12

図 7）、瓦質土器火鉢 ? の小破片が出土した。

【SD14 溝跡】（第 11 図、写真図版 3）

〔位置〕西 3 区／東向緩斜面

No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1~3 SK2 堆積土 弥生土器 深鉢 外面：縄文（RL）、磨滅　内面：ナデ、磨滅、剥離　器厚：（0.7）cm ‐ ‐ ‐ 口縁部 11a~c 10-1~3
4 SD1 堆積土 陶器 擂鉢 内外面：鉄釉　擂目 5 条以上　器厚：（0.8）cm　在地産？ ‐ ‐ ‐ 体部 6 10-8
5 SD13 堆積土 1 層 陶器 擂鉢 内外面：鉄釉　底部回転糸切り　擂目 7 条単位　在地産？ ‐ ‐ ‐ 底部 8 10-11
6 SD13 堆積土 磁器 小皿 外面：透明釉　見込：楼閣山水文（銅版転写）　畳付：離れ砂付着　明治 11.3 6.6 2.3 2/3 10 10-10
7 SD13 堆積土 磁器 猪口 外面：染付（透明釉）、蓮弁文　内面：無釉　器厚：（0.6）cm　明治 ‐ （6.4） ‐ 体部 9 10-9

1 2

3

4

6 7

5

第 12 図　SK2・SK9 土坑、SD1・13 溝跡、遺構外出土遺物

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
径 厚 重

8 SK9 堆積土 2 層 寛永通寶 銅 銭文「寛永通寳」　鋳造年：1,668 年以降 25.5 1.2 2.7 完形 7a 10-4
9 SK9 堆積土 2 層 寛永通寶 銅 銭文「寛永通寳」　背文「文」　鋳造年：1,668 年以降 25.0 1.2 2.4 完形 7b 10-5

0 3cm

S=1/1

0 10cm

S=1/3

8 9

No. 調査区 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

10 西3区 確認面 縄文土器 深鉢 外面：入組三叉文、平行沈線文、縄文（LR ？）
内面：ミガキ、磨滅、炭化物付着　器厚：（0.5）cm　晩期・大洞 BC ？ ‐ ‐ ‐ 口縁部 12 10-12

11 西3区 確認面 縄文土器 深鉢 外面：縄文（LR）　内面：ミガキ、磨滅　器厚：（0.7）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 13 10-13

10
11

0 10cm

S=1/3
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第１節　磯ヶ坂遺跡

〔重複〕SD11 → SD14 → SD13

〔規模・形状〕南北方向に延び、長さ 30.7m を確認

した。一部削平により消失しているが、両端が調査

区外へ延びているとみられる。上幅 30~150cm、底幅

20~100cmで、横断面形は深さ54cmの逆台形を呈する。

〔堆積土〕2 層に細分される。1 層は少量の砂を含む

黒褐色砂質シルト、2 層は多量の砂を含む黒褐色砂質

シルトで、いずれも自然流入土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から弥生土器の小破片が出土した。

③ 柱穴跡
　西 3 区で 23 か所確認した。ごく散漫に分布し、柱

列跡あるいは建物跡として確認できたものはない。ま

た、遺物は出土していない。

④ 遺構外出土遺物
　西 2 区の基本層Ⅱ層から須恵器坏、西 3 区の遺構

確認面から縄文土器（第 12 図 10・11）、弥生土器、

陶器の小破片が出土した。

（２）東部地区
　確認した遺構は、竪穴住居跡 1 軒、貯蔵穴 6 基、落

とし穴 6 基、近世墓 8 基、土坑 13 基、溝跡 1 条、柱

穴 17 か所である。いずれも丘陵部の東 3~5 区に分布

する（第 13 図）。遺物は竪穴住居跡、貯蔵穴、近世墓

などから縄文土器、弥生土器、ロクロ土師器、陶器、

石器、煙管、和鋏、毛抜き、鉄鍋、火打石、ガラス小玉、

銅銭などが少数出土した。出土遺物の修復後総量は遺

物収納コンテナ（44 × 60 × 15cm）で 7 箱分である。

　出土遺物の年代と出土状況などから、確認した遺構

は縄文時代、弥生時代、平安時代、近世に位置づけら

れるものがある。以下、確認した主な遺構と遺物につ

いて詳述する。なお、遺構は全体の様相が把握でき特

徴的なもの、遺物が出土しているものについて記述し、

章末にすべての遺構の観察表を作成して掲載した。

① 竪穴住居跡
【SI21 竪穴住居跡】（第 16 図、写真図版 4・11）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕長辺 2.82m、短辺 2.28m ／カマド・貯

蔵穴のある東壁の一部が張り出す不整方形を呈する。

〔方向〕カマド中軸線：N-54°-E

〔壁面〕地山を壁として外傾気味に立ち上がる。残存

壁高は最大 12cm である。

〔床面・堆積土〕住居掘方埋土および地山を床とし、

西向きにやや傾斜する。床面を覆う堆積土は地山ブ

ロックを含む暗褐色シルトで、住居廃絶後の自然堆積

土と考えられる。

〔主柱穴・周溝・壁材〕なし

〔カマド〕住居東壁中央南寄りに付設する。幅 38cm、

奥行 48cm の範囲で床面が赤色硬化しており、燃焼部

底面の痕跡とみられる。側壁は残存していない。

〔貯蔵穴〕カマド右側の住居南東隅で貯蔵穴とみられ

る土坑 1 基（K1）を確認した。平面形が長軸 84cm、

短軸 50cm の楕円形で、断面形は深さ 24cm の逆台形

を呈する。底面は平坦である。堆積土は 2 層に細分

され、いずれも人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕住居床面直上からロクロ土師器坏（第 16 図 1・

2）・甕（第 16 図 3）が出土した。このほか、貯蔵穴・

カマド内堆積土・住居内堆積土・住居掘方埋土・遺構

確認面からロクロ土師器坏・小型甕・甕の小破片、凝

灰岩切石、珪質頁岩製剥片が出土した。凝灰岩切石は

5 × 7 × 14cm の柱状を呈する。

② 貯蔵穴
【SK22 貯蔵穴】（第 17 図、写真図版 8・11）

〔位置〕東４区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 80cm、短軸 68cm の略

円形で、断面形は深さ 70cm の不整なフラスコ形を呈

する。底面は平坦である。

〔堆積土〕8 層に細分される。1~3・8 層は黄褐色ロー

ム・スコリア粒を含む暗褐色シルト、4~7 層は黄褐色

ローム・スコリア粒、暗褐色土ブロックを少量含む褐

色シルトである。1~3 層は人為的埋土、4~7 層は自然

崩落土、8 層は自然堆積土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から縄文土器深鉢（第 18 図 1）などの

小破片、珪質頁岩製剥片が出土した。

【SK24 貯蔵穴】（第 17 図、写真図版 8・11）

〔位置〕東４区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 180cm、短軸 158cm の

不整楕円形で、断面形は深さ 85cm のフラスコ形を呈

する。底面は皿状に浅く窪む。

〔堆積土〕4 層に細分される。黄褐色ローム・スコリ

ア粒を含む褐色・黄褐色・暗褐色シルトである。いず

れも人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から縄文土器深鉢（第 18 図 2）などの

小破片、鉄石英製石核、珪質頁岩製剥片が出土した。
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第 13 図　東部調査区配置図

【SK25 貯蔵穴】（第 17 図、写真図版 7）

〔位置〕東４区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 170cm、短軸 125cm の

不整楕円形で、断面形は深さ 79cm のフラスコ形を呈

する。底面は皿状に浅く窪む。

〔堆積土〕4 層に細分される。1・2・4 層は黄褐色ロー

ム・白色粘土粒、スコリア片を含む褐色シルト、3 層

は黄褐色ローム・白色粘土粒を含む黒褐色シルトであ

る。いずれも人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕堆積土 4 層から頁岩製石核、確認面から土器

の小破片が出土した。

【SK27 貯蔵穴】（第 17 図、写真図版 8・11）

〔位置〕東４区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 140cm、短軸 105cm の

楕円形で、断面形は深さ 27cm のフラスコ形を呈する。

底面は皿状に浅く窪む。

測量
基準点 点名

局地座標系 国家座標系（世界測地系）
南北（m） 東西（m） Ｘ座標（m） Ｙ座標（m）

T1 A299 S-41.43 W-22.28 -207273.630 -12317.074
T2 A293 S-40.44 E-106.10 -207242.798 -12202.189
T3 B- 交 P6 S-10.35 W-33.08 -207246.890 -12335.208
T4 B- 交 Q2 S-4.50 E-97.80 -207208.101 -12221.679
T5 B-Q3 S-75.10 E-107.64 -207355.565 -12160.516

比高基準点
点名 標高（m） 種別

KBM-58 108.692 三級水準点
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0 20m

S = 1/400

0 20m

S = 1/400

第 15 図　東 4・5 区遺構配置図

東 4区

東 5区
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第１節　磯ヶ坂遺跡

0 2m

S = 1/60

SI21 竪穴住居跡　A-A'，B-B'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム・焼土ブロックを含む
2 5YR3/4 暗赤褐 シルト 焼土を多量に含む
3 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む
4 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む

SI21 竪穴住居跡　K1　C-C'
No． 土色 土性 備考
1 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ロームブロック、焼土粒を少量含む
2 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック、炭化物・焼土粒を少量含む

第 16 図　SI21 竪穴住居跡

No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 SI21 床面直上 ロクロ土師器 坏
外面：ロクロナデ、（底）回転糸切り→無調整
内面：（底）放射状ヘラミガキ→（体）横方向ヘラミガキ→黒色処理
底部焼けはじけにより黒色処理消失　外面体部に黒色付着物

14.6 6.4 4.7 2/3 27

2 SI21 床面直上 ロクロ土師器 坏
外面：ロクロナデ→（底付近）手持ちヘラケズリ？、（底）回転糸切り→無調整
内面：（底）放射状ヘラミガキ→（体）横方向ヘラミガキ→黒色処理、線刻
外面に粘土付着後二次被熱による胎土赤色化、内外面焼けはじけ

‐ （5.9） （2.3） 1/5 28

3 SI21 床面直上 ロクロ土師器 甕 内外面：ロクロナデ　器厚：（0.7）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 29

〔堆積土〕5 層に細分される。1~4 層は焼土ブロック・

粒、炭化物粒を含む褐色・暗褐色・極暗褐色シルト、

5 層は焼土粒を少量含む明褐色粘質シルトである。

1~4 層は人為的埋土、5 層は自然崩落土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から縄文土器深鉢（第 18 図 3）、珪質

頁岩製砕片が出土した。

【SK32 貯蔵穴】（第 18 図、写真図版 4・11）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 164cm、短軸 155cm の

略円形、断面形が深さ 142cm のフラスコ形を呈する。

底面は平坦である。

0 10cm

S=1/3

2

■粘土付着

1 3

■黒色付着物
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0 2m

S = 1/60

SK50 貯蔵穴　A-A'，B-B'
No． 土色 土性 備考

1 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
黄褐色ローム粒を少量含む　（人為）

2 10YR4/6 褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　（崩）
3 10YR5/3 にぶい黄褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を少量含む　（崩）

SK25 貯蔵穴　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ローム・白色粘土粒を含む　（人為）
2 10YR4/6 褐 シルト 黄褐色ローム・白色粘土粒を含む　スコリア片を少量含む　（人為）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 部分的に黄褐色ローム・白色粘土粒を含む　（人為）
4 10YR4/4 褐 シルト 白色粘土粒を含む　（人為）

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

SK22 貯蔵穴　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム・スコリア粒を含む　（人為）
2 7.5YR3/4 暗褐 シルト 細粒の黄褐色ローム・スコリア粒を含む　（人為）
3 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム・スコリア粒を含む　（人為）
4 10YR4/6 褐 シルト 暗褐土ブロックをごく少量含む　（崩）

5 7.5YR4/4 褐 シルト スコリア粒を含む
明褐色土ブロックをごく少量含む　（崩）

6 10YR4/6 褐 シルト 黄褐色ローム粒をごく少量含む　（崩）
7 10YR4/4 褐 シルト 均質土　（崩）
8 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む

SK24 貯蔵穴　A-A'，B-B'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム・スコリア粒をごく少量含む　（人為）
2 10YR4/6 褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む　（人為）
3 10YR5/6 黄褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む　（人為）
4 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む　（人為）

SK27 貯蔵穴　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 7.5YR3/4 暗褐 シルト 焼土粒を含む　（人為）
2 10YR4/6 褐 シルト 焼土ブロック・粒・炭化粒を少量含む　（人為）
3 7.5YR2/3 極暗褐 シルト 焼土ブロックを多量に、炭化粒を少量含む　（人為）
4 7.5YR4/6 褐 シルト 焼土粒を多量に、焼土ブロックを少量含む　（人為）
5 7.5YR5/8 明褐 粘質シルト 焼土粒を少量含む　（崩）

第 17 図　SK22・24・25・27・50 貯蔵穴

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60
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第１節　磯ヶ坂遺跡

0 2m

S = 1/60

SK32 貯蔵穴　A-A'，B-B'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
2 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを含む　（人為）
3 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを多量に含む　（崩）
4 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒・小礫を少量含む　（人為）

第 18 図　SK32 貯蔵穴　SK22・24・27・32 貯蔵穴、SK36 落とし穴出土遺物

No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 SK22 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：半裁竹管による沈線文　内面：ナデ→一部ミガキ　小突起の付く平縁 ‐ ‐ ‐ 口縁部 35 11-4
2 SK24 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：沈線文　内面：ミガキ ‐ ‐ ‐ 胴部 34 11-5
3 SK27 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：条痕文　内面：磨滅　胎土に繊維混入、貫通孔の痕跡、器厚：（1.0）cm　早期 ‐ ‐ ‐ 胴部 33 11-6
4 SK36 堆積土上層 縄文土器 深鉢 外面：縄文（LR）→沈線文　内面：ナデ→ミガキ　器厚：（1.2）cm ‐ ‐ ‐ 口縁部 31 11-7

No. 遺構名 層位 種類 材質 製作技法・特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
長 幅 厚 重

5 SK32 堆積土（底面付近） 石皿 デイサイト 表面：磨面2面、右面に溝状研磨痕　裏面：顕著な磨面 224.9 213.2 59.7 4400.0 完形 69 11-9

0 10cm

S=1/3

〔堆積土〕4 層に細分される。1 層は黄褐色ローム粒

を少量含む黒褐色シルト、2 層は黄褐色ローム小ブ

ロックを含む暗褐色シルト、3 層は黄褐色ローム小ブ

ロックを多量に含む暗褐色シルト、4 層は黄褐色ロー

ム粒・小礫を少量含む黒褐色シルトである。1 層は自

然堆積土、2・4 層は人為的埋土、3 層は自然崩落

土と考えられる。

〔遺物〕底面付近の堆積土からデイサイト製石皿（第

18 図 5）、堆積土から流紋岩礫、遺構確認面から弥

生土器の小破片が出土した。

5

1

43

2

顕著な摩滅範囲

0 10cm

S=1/4
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第４章　調査の結果

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

SK23 落とし穴　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む

SK33 落とし穴　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを多量に含む　（崩）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを少量含む

SK37 落とし穴　B-B'
No． 土色 土性 備考

1 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む
黄褐色ロームブロックを少量含む

2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
3 10YR4/2 灰黄褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む

第 19 図　SK23・33・36・37・44・53 落とし穴

SK44 落とし穴　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む

SK53 落とし穴　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR5/3 にぶい黄褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを多量に含む

2 10YR5/2 灰黄褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む
黄褐色ロームブロックを少量含む

0 2m

S = 1/60

SK36 落とし穴　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む
2 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
3 10YR4/2 灰黄褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（崩）
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第１節　磯ヶ坂遺跡

【SK50 貯蔵穴】（第 17 図、写真図版 5）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 116cm、短軸 113cm の

不整円形で、断面形は深さ 40cm のフラスコ形を呈す

る。底面は平坦で、中央付近にピット状の窪みを持つ。

〔堆積土〕3 層に細分される。1 層は多量の黄褐色ロー

ムブロックと少量の黄褐色ローム粒を含む暗褐色シル

ト、2 層は黄褐色ローム粒を少量含む褐色粘質シルト、

3 層は黄褐色ロームブロック・粒を少量含むにぶい黄

褐色シルトである。1 層は人為的埋土、2・3 層は自

然崩落土と考えられる。

〔遺物〕なし

③ 落とし穴
【SK23 落とし穴】（第 19 図、写真図版 8）

〔位置〕東 4 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕一部が調査区外へ延びるため全体の形

状は不明であるが、平面形が長軸 230cm 以上、短軸

12cm の溝形で、横断面形は深さ 26cm のＵ字形を呈

する。底面は皿状に浅く窪む。

〔堆積土〕黄褐色ローム粒を含む暗褐色シルトで、自

然堆積土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から縄文土器の小破片が出土した。

【SK33 落とし穴】（第 19 図、写真図版 5）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕SK33 → SK58

〔規模・形状〕平面形が長軸 296cm、短軸 37cm の溝

形で、横断面形は深さ 80cm のＶ字形を呈する。底面

は平坦である。

〔堆積土〕2 層に細分される。1 層は多量の黄褐色ロー

ム小ブロック、2 層は少量の黄褐色ローム小ブロック

を含む暗褐色シルトである。1 層は自然崩落土、2 層

は自然堆積土と考えられる。

〔遺物〕なし

【SK36 落とし穴】（第 19 図、写真図版 5・11）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 240cm、短軸 43cm の溝

形で、横断面形は深さ 70cm のＶ字形を呈する。底面

は平坦である。

〔堆積土〕3 層に細分される。1 層は黄褐色ローム粒

を含む黒褐色シルト、2 層は黄褐色ロームブロック・

粒を多量に含む黒褐色シルト、3 層は黄褐色ロームブ

ロックを多量に含む灰黄褐色シルトである。1・2 層

は自然堆積土、3 層は自然崩落土と考えられる。

〔遺物〕堆積土上層から縄文土器深鉢（第 18 図 4）が

出土した。

【SK37 落とし穴】（第 19 図、写真図版 5）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 309cm、短軸 60cm の溝

形で、横断面形は深さ 100cm のＶ字形を呈する。底

面は皿状に浅く窪む。

〔堆積土〕3 層に細分される。1 層は黄褐色ローム粒

と少量の黄褐色ロームブロックを含む黒褐色シルト、

2 層は黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む黒褐色

シルト、3 層は黄褐色ロームブロック・粒を多量に含

む灰黄褐色シルトである。1・2 層は自然堆積土、3

層は自然崩落土と考えられる。

〔遺物〕なし

【SK44 落とし穴】（第 19 図、写真図版 5）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕長軸 224cm、短軸 20cm の溝形で、横

断面形は深さ 36cm のＶ字形を呈する。底面は皿状に

浅く窪む。

〔堆積土〕黄褐色ローム粒を少量含む暗褐色シルトで、

自然堆積土と考えられる。

〔遺物〕なし

【SK53 落とし穴】（第 19 図、写真図版 5）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 215cm、短軸 30cm の溝

形で、横断面形は深さ 40cm のＶ字形を呈する。底面

は皿状に浅く窪む。

〔堆積土〕2 層に細分される。黄褐色ロームブロック・

粒を含むにぶい黄褐色・灰黄褐色シルトで、いずれも

自然崩落土と考えられる。

〔遺物〕なし

④ 近世墓
【SK28 近世墓】（第 20 図、写真図版 6・11）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 175cm、短軸 165cm の

円形で、断面形は深さ 150cm の逆凸字形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕5 層に細分される。黄褐色ローム・白色粘
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0 2m

S = 1/60

SK28 近世墓　A-A'
No． 土色 土性 備考

1 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　黄褐色ロー
ム粒、白色粘土ブロックをごく少量含む（人為）

2 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極めて多量に含む
白色粘土ブロックをごく少量含む（人為）

3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む
黄褐色ロームブロックをごく少量含む（人為）

4 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
白色粘土粒を少量含む（人為）

5 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極めて多量に含む
白色粘土ブロックをごく少量含む（人為）

SK39 近世墓　A-A'
No． 土色 土性 備考

1 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む
黄褐色ロームブロックを少量含む　（人為）

SK41 近世墓　A-A'
No． 土色 土性 備考

1 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を多量に含む
黄褐色ロー小ブロックをごく少量含む　（人為）

2 明褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極めて多量に含む　（人為）
3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（人為）
4 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒をごく少量含む　（人為）
5 暗褐 シルト 均質土　（人為）
6 暗褐 シルト 白色粘土ブロックを多量に含む　（人為）

SK42 近世墓　B-B'
No． 土色 土性 備考

1 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを多量に含む
黄褐色ローム大ブロックを少量含む

2 10YR2/1 黒 シルト 炭化物を多量に含む
SK46 近世墓　B-B'
No． 土色 土性 備考

1 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
黄褐色ローム粒、白色粘土ブロックをごく少量含む

2 10YR3/4 暗褐 シルト 下部に炭化物を含む

3 10YR4/6 褐 シルト 黄褐色ロームブロック、白色粘土ブロックを多
量に含む

第 20 図　SK28・39・41・42・46 近世墓

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60
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0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

SK49 近世墓　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む　（人為）
2 10YR2/1 黒 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（人為）
3 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む　（人為）

0 2m

S = 1/60

SK40 近世墓　A-A'
No． 土色 土性 備考

1 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む
黄褐色ローム小ブロックを少量含む　（人為）

2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む　（人為）

3 10YR4/6 褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む
黄褐色ロームブロックを少量含む　（人為）

4 10YR3/3 暗褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む　（人為）

5 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む
黄褐色ロームブロックを少量含む　（人為）

SK45 近世墓　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ロームブロック主体　（人為）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む　（人為）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む　（人為）
4 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを少量含む　（人為）

SK47 土坑　B-B'，C-C'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を多量に含む

2 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む
黄褐色ロームブロックをごく少量含む

3 10YR4/6 褐 シルト 黄褐色ローム粒を極めて多量に含む

第 21 図　SK40・45・49 近世墓、SK47 土坑

土ブロックを多量に含む黒褐色・暗褐色シルトで、い

ずれも人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から鉄釘（角釘 7 点）、木片、遺構確

認面から縄文土器深鉢（第 23 図 7）が出土した。

【SK39 近世墓】（第 20 図、写真図版 6）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 130cm、短軸 126cm の

略円形で、断面形は深さ 80cm のＵ字形を呈する。底

面は平坦である。

〔堆積土〕黄褐色ロームブロック・粒を含む暗褐色シ

ルトで、人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕なし

【SK40 近世墓】（第 21 図、写真図版 6）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕SK47 → SK40

〔規模・形状〕平面形が長軸 147cm、短軸 126cm の

楕円形で、断面形は深さ 105cm の逆台形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕5 層に細分される。黄褐色ロームブロック・

粒を多量に含む褐色・黒褐色シルト、褐色・暗褐色粘

質シルトで、いずれも人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から縄文土器・弥生土器・陶器の小破

片が出土した。
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No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
長 幅 厚

7 SK41 堆積土 煙管（雁首） 銅 雁首完形、竹製羅宇一部残存　雁首長：4.4cm、火皿径：1.5cm、小口径：0.9cm （6.2） （1.1） ‐ 一部 52 12-11
8 SK41 堆積土 煙管（吸口） 銅 吸口完形　吸口長：4.9cm、吸口径：0.4~0.9cm （5.6） （1.0） ‐ 一部 71 12-12
9 SK46 底面 煙管（雁首） 銅 雁首一部欠損　火皿径：1.9cm　 （5.8） （1.2） ‐ 一部 62 13-2
10 SK49 底面（板材直上） 煙管（羅宇） 銅・竹 羅宇と雁首・吸口の一部　羅宇長：10.8cm、羅宇最大幅：1.1cm、小口径：1.2cm （15.9） 1.3 ‐ 一部 72 13-11
11 SK46 堆積土 袋物留め金具 銅・銀？ 銅製・銀製？の板状部品を釘2本により結合　銅製部品に留穴：5.1×3.9mm （1.7） （3.9） （0.9） 一部 60 13-6
12 SK41 堆積土 毛抜き 銅 最大幅：1.1cm、最小幅：0.7cm 8.0 0.7 0.1 完形 57 12-13
13 SK41 堆積土 不明品 鉄 下部・右側欠損　玉髄製火打石（No.44a）と併置されて出土 （3.8） （1.8） （0.4） 一部  44b 12-10
14 SK46 底面 和鋏 鉄 基部・刃部先端側欠損　玉髄製火打石（No.45a）と併置されて出土 （7.2） （2.6） （0.2） 一部  45c 13-5

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
径 厚 重

1 SK41 堆積土 寛永通寶 銅 銭文「寛永通寳」　新寛永銭 25.2 1.2 3.4 完形 56a 12-1
2 SK41 堆積土 寛永通寶 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 24.2 1.1 ‐ 完形 56b 12-2
3 SK41 堆積土 寛永通寶 銅 銭文「寛永通寳」　新寛永銭 23.1 0.9 2.2 完形 56c 12-3
4 SK42 堆積土 寛永通寶 銅 銭文「寛永通寳」　新寛永銭 25.5 10. 3.0 完形 65 12-14
5 SK42 底面 寛永通寶 銅 銭文「寛永通寳」　背文「文」　新寛永銭（文銭） 25.1 1.2 1.8 完形 66a 12-15
6 SK42 底面 寛永通寶 銅 銭文「寛永通寳」　新寛永銭 23.0 1.0 1.6 完形 66b 12-16

0 3cm

S=1/1

第 22 図　SK41・42・46・49 近世墓出土遺物

0 10cm

S=1/3
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No. 遺構名 層位 種類 材質 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

15 SK49 底面 鍋（吊耳） 鉄 吊耳（隅切方形）2か所、耳部 :穿孔3か所、底部：脚部（逆円錐状）2か所残存 （24.1）（19.8） 12.1 1/4 48 14
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No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

7 SK28 確認面 縄文土器 深鉢 外面：絡条体圧痕文　内面：ナデ　器厚：（0.7）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 30 11-8

No. 遺構名 層位 種類 材質 製作技法・特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
長 幅 厚 重

1 SK41 堆積土 小玉 ガラス 飴色　孔内に紐？が残存　孔径：1.6mm ‐ 7.2 5.9 0.6 完形 54 12-6
2 SK49 底面（底板直上） 小玉 ガラス 乳白色　孔径：1.5mm ‐ 6.0 5.1 0.3 完形 42a 13-13
3 SK49 底面（底板直上） 小玉 ガラス 乳白色　孔径：1.4mm ‐ 5.9 4.2 0.3 完形 42b 13-14

4 SK41 堆積土 火打石 玉髄
板状礫素材を下端側で分割→表裏側面に整形剥離→正面右側縁
上部・裏面左側縁上部・右側縁下部に打撃による潰れ痕
鉄製火打金（No.44b）と錆着　鉄錆付着

18.0 24.0 13.2 6.3 完形 44a 12-7

5 SK46 底面 火打石 玉髄 亜円礫状素材を節理面で分割→正面上・下部、裏面右側縁に使
用による剥離・潰れ痕　鉄製和鋏（No.45c）と錆着　鉄錆付着 13.6 21.3 13.4 5.1 完形 45a 13-9

6 SK46 底面 火打石 玉髄 亜円礫状素材を節理面で分割→正面側上部に使用による剥離・
潰れ痕　鉄製和鋏（No.45c）と錆着　鉄錆付着 22.7 30.0 27.6 15.8 完形 45b 13-8

0 10cm

S=1/3

0 5cm

S=2/3

第 23 図　SK28・41・46・49 近世墓出土遺物

【SK41 近世墓】（第 20 図、写真図版 6・12）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 170cm、短軸 157cm の

略円形で、断面形は深さ 126cm の逆凸字形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕6 層に細分される。1~3 層は黄褐色ローム

ブロック・粒を多く含む明褐色・暗褐色・黒褐色シル

ト、4 層は黄褐色ローム粒をごく少量含む黒褐色シル

ト、5 層は均質な暗褐色シルト、6 層は白色粘土ブロッ

クを多量に含む暗褐色シルトである。いずれも人為的

埋土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から銅銭（寛永通寳 8 点、第 22 図 1~3、

写真図版 12-1~5）、煙管（吸口・雁首、第 22 図 7・8）、

毛抜き（第 22 図 12）、不明鉄製品（第 22 図 13）、火

打石（第 23 図 4）、ガラス製小玉（1 点、第 23 図 1）、

骨片（歯 16 点など、写真図版 12-8・9）、布片が出土した。

【SK42 近世墓】（第 20 図、写真図版 6・12）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 145cm、短軸 125cm の

楕円形で、断面形は深さ 126cm の逆凸字形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕2層に細分される。1層は黄褐色ロームブロッ

クを含む褐色シルト、2 層は炭化物を多量に含む黒色

シルトで、いずれも人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕底面・堆積土から銅銭（寛永通寳 5 点、第 22

図 4~6、写真図版 12-14~18）、木片が出土した。

【SK45 近世墓】（第 21 図、写真図版 6）

〔位置〕東 3 区／北向緩斜面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 125cm、短軸 110cm の

楕円形で、断面形は深さ 68cm の箱形を呈する。底面

は平坦である。

〔堆積土〕4 層に細分される。1~3 層は黄褐色ローム

ブロックを多く含む褐色・暗褐色シルト、4 層は黄褐

色ローム小ブロックを少量含む黒褐色シルトである。

いずれも人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕なし

【SK46 近世墓】（第 20 図、写真図版 6・13）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 185cm、短軸 180cm の

略円形で、断面形は深さ 140cm の逆凸字形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕3 層に細分される。黄褐色ローム・白色粘

土ブロック、炭化物を含む褐色・暗褐色シルトである。

いずれも人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕底面から煙管（吸口・雁首、第 22 図 9、写

真図版 13-2・3）、鉄製和鋏（第 22 図 14）、火打石

（第 23 図 5・6）、堆積土から袋物留め金具（第 22 図

11）、銅銭（寛永通寶 6 点、写真図版 13-1）、鉄釘（角

釘 1 点）、骨片、木片、縄文土器の小破片が出土した。

4

6

5 ■ 鉄錆付着範囲

7

1 32

0 1cm

S=1/1
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第４章　調査の結果

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

SK29 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多く含む
2 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを少量含む
3 10YR4/6 褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
4 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを少量含む
5 褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極めて多量に含む　（人為）

SK30 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を少量含む

2 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む
黄褐色ロームブロックを含む

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

SK31 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを含む

SK34 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む
2 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒をごく少量含む
3 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒をごく少量含む
4 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を多量に含む

SK35 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR4/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを多量に含む

SK26 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考

1 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
暗褐土をごく少量含む

2 10YR4/6 褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む

第 24 図　SK26・29・30・31・34・35 土坑

0 2m

S = 1/60
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0 2m

S = 1/60

SK54 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを含む
2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを含む

SK57 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む

SK58 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む

第 25 図　SK43・51・52・54・57・58 土坑、SD55 溝跡

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/60

0 2m

S = 1/100

0 1m

S = 1/60

SK43 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
2 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ローム粒をごく少量含む

SK51 土坑　B-B'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む
2 10YR4/6 褐 シルト 黄褐色ローム主体　黒色土ブロックを少量含む

SK52 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/1 黒 粘質シルト 均質土
2 10YR2/1 黒 粘質シルト 白色粘土ブロックを含む
3 10YR5/2 灰黄褐 粘質シルト 白色粘土ブロックを多量に含む

SD55 溝跡　A-A'
No． 土色 土性 備考

1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
酸化鉄粒を多量に含む

0 2m

S = 1/60
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No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 SK26 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：円形盲孔、押圧縄文（RL）　内面：ナデ、一部磨滅　小波状口縁 ‐ ‐ ‐ 口縁部 32 15-1

2 SK29 堆積土 1 層 縄文土器 深鉢 外面：楕円形突起→押引文　内面：条痕文　波状口縁、波頂部欠損　胎土に繊維混入
早期後葉・茅山下層式　No.23~26：同一個体 ‐ ‐ ‐ 口 ~

頸部 25 15-3

3 SK29 堆積土 1 層 縄文土器 深鉢 外面：押引文　内面：条痕文　波状口縁　胎土に繊維混入
器厚：（0.8）cm　早期後葉・茅山下層式　No.23~26：同一個体 ‐ ‐ ‐ 口縁部 23 15-4

4 SK29 堆積土 1 層 縄文土器 深鉢 外面：楕円形突起→押引文　内面：条痕文　波状口縁、胎土に繊維混入
早期後葉・茅山下層式　No.23~26：同一個体 ‐ ‐ ‐ 口縁部 24 15-2

5 SK29 堆積土 1 層 縄文土器 深鉢 外面：条痕文→押引文、炭化物付着　内面：条痕文　胎土に繊維混入
器厚：（1.1）cm　早期後葉・茅山下層式　No.23~26：同一個体 ‐ ‐ ‐ 頸 ~

胴部 26 15-5

第 26 図　SK26・29 土坑出土遺物

0 10cm

S=1/3

袋物は煙草入れとみられ、留め金具は袋のかぶせに取り

付けた装飾のある銀製の前金具と銅製の裏座からなる。

【SK49 近世墓】（第 21 図、写真図版 5・13・14）

〔位置〕東 3 区／北向緩斜面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 138cm、短軸 136cm の

円形で、断面形は深さ 36cm のＵ字形を呈する。底面

はほぼ平坦である。

〔堆積土〕3 層に細分される。黄褐色ロームブロック・

粒を含む黒色・黒褐色シルトで、いずれも人為的埋土

と考えられる。3 層は埋葬時の埋土、1~2 層は埋葬時

の埋土起源の崩落土と考えられる。

〔遺物〕底面直上から木製板材が出土し、板材の直上

で煙管（第 22 図 10、写真図版 13-11）、ガラス製小

玉（2 点、第 23 図 2・3）、骨片（歯 14 点、写真図

版 13-12）が出土した。また、板材に隣接して底面直

上から吊耳鉄鍋（第 22 図 15）が逆位に伏せられた

状態で出土した。

5

4
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2
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第 27 図　SK34・58 土坑出土遺物（１）

0 10cm

S=1/3
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第４章　調査の結果

No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1
SK34 堆積土 2 層

弥生土器 壺 外面：（口）ナデ→縄文（RL）→撚糸文？、（頸）ナデ、（肩 ~ 胴）縄文（RL）
内面：ナデ　内外面焼けはじけ　No.37~41：同一個体 （28.7） ‐ （20.1） 口 ~

体部 37 16-1
SK58 堆積土

2 SK34 堆積土 2 層 弥生土器 壺 外面：ナデ→縄文（RL）
内面：ナデ、剥離顕著、炭化物付着　器厚：（0.8）cm　No.37~41：同一個体 ‐ ‐ ‐ 体部

下半 38 16-3

3 SK34 堆積土 2 層 弥生土器 壺 外面：ナデ→縄文（RL）
内面：ナデ、剥離顕著、黒色付着物　器厚：（0.8）cm　No.37~41：同一個体 ‐ ‐ ‐ 体部

下半 39 16-6

4
SK34 堆積土 2 層

弥生土器 壺 外面：ナデ→縄文（RL）
内面：ナデ、剥離顕著、黒色付着物　器厚：（0.8）cm　No.37~41：同一個体 ‐ ‐ ‐ 体部

上半 40 16-4
SK58 堆積土

5 SK34 堆積土 2 層 弥生土器 壺 外面：（胴）ナデ→縄文（RL）、（底付近）ナデ、（底）ナデ
内面：不明（ナデ？）、黒色付着物、剥離顕著　No.37~41：同一個体 ‐ 9.7 （6.7） 底部 41 16-5

6 SK34 確認面 弥生土器 鉢 外面：ナデ→縄文（L）、（底）ナデ　内面：ナデ　口縁部付近に 2 つの貫通孔（欠損） ‐ ‐ 6.7 口 ~
底部 36 15-6

No. 遺構名 層位 種類 材質 製作技法・特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
長 幅 厚 重

7 SK34 堆積土１層 磨石 デイサイト 表面・裏面・上部側面・右側面・左側面：磨面　表面：新しい損傷 118.2 89.5 70.0 1197.0 完形 70 15-7

第 28 図　SK34・58 土坑出土遺物（２）

0 10cm

S=1/3

（参考）1~5：推定復元図

0 10cm

S=1/6

6

7

0 10cm

S=1/3
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No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 SK58 確認面 弥生土器 深鉢
または甕

外面：縄文（R）→ナデ→波頂部に刻目、炭化物付着
内面：ナデ、炭化物付着　小波状口縁、器厚：（0.7）cm ‐ ‐ （5.9） 口 ~

胴部 18 17-1

2 SK58 確認面 弥生土器 深鉢
または甕 外面：縄文（R）、炭化物付着顕著　内面：ナデ　器厚：（0.7）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 19 17-4

3 SK58 確認面 弥生土器 深鉢 外面：羽状縄文（LR、RL）　内面：ミガキ、剥離顕著　器厚：（0.7）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 21 17-3

4 SK58 堆積土 1 層 弥生土器 深鉢
または壺 外面：撚糸文（R）、ナデ、炭化物付着、（底）木葉痕？→ナデ→ミガキ　内面：ナデ ‐ （6.0） （6.1） 胴 ~

底部 20 17-2

5 SK58 確認面 弥生土器 深鉢
または壺 外面：ナデ→縄文（RL）、焼けはじけ、（底）ナデ　内面：全面剥離 ‐ （9.4）（11.9） 胴 ~

底部 22 17-5

第 29 図　SK58 土坑出土遺物

0 10cm

S=1/3

⑤ 土坑
【SK26 土坑】（第 24 図、写真図版 8・15）

〔位置〕東 4 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 120cm、短軸 80cm 以上

の不整楕円形で、断面形は深さ 35cm の逆台形を呈す

る。底面は平坦である。

〔堆積土〕2 層に細分される。黄褐色ローム粒、暗褐

色土ブロックを少量含む褐色シルトである。いずれも

人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から縄文土器深鉢（第 26 図 1）が出土

した。また、確認面から縄文土器片、堆積土から流紋

岩製剥片が出土した。

【SK29 土坑】（第 24 図、写真図版 7・15）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 170cm、短軸 160cm の

略円形で、断面形は深さ 30cm の逆台形を呈する。底

面は平坦である。

〔堆積土〕5 層に細分される。1・3・5 層は黄褐色ロー

ムブロックを多く含む褐色シルト、2・4 層は黄褐色

ローム小ブロックを少量含む褐色・暗褐色シルトであ

る。1・3・5 層は自然崩落土、2・4 層は自然堆積土

と考えられる。堆積状況から断面フラスコ状の貯蔵穴

であった可能性が考えられる。

〔遺物〕堆積土 1 層から縄文土器深鉢（第 26 図 2~5）

が出土した。

【SK34 土坑】（第 24 図、写真図版 7・15・16）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 122cm、短軸 115cm の

略円形で、断面形は深さ 60cm の箱形を呈する。底面

は平坦である。

〔堆積土〕4層に細分される。1層は黄褐色ロームブロッ

クを含む黒褐色シルト、2・3 層は黄褐色ロームブロッ

ク・粒をごく少量含む暗褐色シルト、4 層は黄褐色ロー

ムブロックを多量に含む暗褐色シルトである。1~3 層

は自然堆積土、4 層は自然崩落土と考えられる。堆積

状況から断面フラスコ状の貯蔵穴であった可能性が考

えられる。

5

4

3
2

1
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第４章　調査の結果

No. 調査区 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 東部
H17-11T 確認面 弥生土器 壺 外面：ナデ→粘土紐貼付→刺突・半裁竹管による平行沈線文

口唇部：刻目　器厚：（0.9）cm ‐ ‐ ‐ 口縁部 74 17-14

2 東部 表採 縄文土器 深鉢 外面：粘土紐貼付文（横位・方形区画）→半裁竹管による押引文（貼付上）、菱形
粘土紐貼付文、沈線文　内面：ミガキ　大木６式 ‐ ‐ ‐ 口縁部 1 17-13

3 東部 表採 縄文土器 深鉢 外面：沈線文（縦・横・斜）　内面：ナデ→ミガキ　器厚：（1.1）cm ‐ ‐ ‐ 口縁部 2 17-7

4 東部 表採 縄文土器 深鉢 縄文（LR）→半裁竹管による平行沈線文（縦・横・山形）→ボタン状貼付文
内面：ナデ→ミガキ　器厚：（0.9）cm　大木６式 ‐ ‐ ‐ 胴部 3 17-8

5 東部 表採 縄文土器 深鉢 縄文（LR）→半裁竹管による平行沈線文（山形）
内面：ナデ　器厚：（1.3）cm　大木６式 ‐ ‐ ‐ 胴部 4 17-9

6 東部 表採 縄文土器 深鉢 外面：ナデ、（底）網代痕→一部ヘラケズリ
内面：ナデ　内面・破断面が二次被熱により黒色化 ‐ （13.3） （4.5） 底部 5 17-15

7 東部3区 確認面 縄文土器 深鉢 外面：縄文（RL）→沈線文　内面：ナデ　器厚：（0.7）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 14 17-6
8 東部3区 確認面 縄文土器 深鉢 外面：縄文（LR）　内面：ミガキ？、剥離　器厚：（0.9）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 16 17-11
9 東部3区 確認面 縄文土器 深鉢 外面：縄文（RL）　内面：ミガキ　器厚：（1.1）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 17 17-12
10 東部3区 確認面 縄文土器 深鉢 外面：網目状撚糸文（R）　内面：ミガキ、磨滅　器厚：（1.0）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 15 17-10

第 30 図　遺構外出土遺物（１）
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〔遺物〕堆積土 1 層からデイサイト製磨石（第 28 図

7）・乳白色玉髄製剥片、堆積土 2 層から弥生土器壺（第

27 図 1~5）、遺構確認面から弥生土器鉢（第 28 図 6）

が出土した。弥生土器壺（第 27 図 1~5）は SK58 土

坑と接合関係が認められる。

【SK58 土坑】（第 25 図、写真図版 16・17）

〔位置〕東 3 区／平坦面

〔重複〕SK33 → SK58

〔規模・形状〕平面形が長軸 68cm、短軸 55cm の楕

円形で、断面形は深さ 24cm の逆台形を呈する。底面

は平坦である。

〔堆積土〕黄褐色ローム粒を少量含む黒褐色シルトで、

自然堆積土と考えられる。

〔遺物〕堆積土 1 層から弥生土器深鉢または壺（第 29

図 4・5）、堆積土から弥生土器壺（第 27 図 1・4）、

遺構確認面から弥生土器深鉢（第 29 図 3）・深鉢また

は甕（第 29 図 1・2）が出土した。弥生土器壺（第

27 図 1・4）は SK34 土坑と接合関係が認められる。

⑥ 溝跡
【SD55 溝跡】（第 25 図、写真図版 9）

〔位置〕東 5 区／北向緩斜面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕北西－南東方向に長さ 2.2m を確認し

た。上幅 60~90cm、底幅 30~40cm で横断面形は深さ

40cm のＶ字形を呈する。

〔堆積土〕黄褐色ローム粒を少量含む黒褐色シルトで、

自然堆積土と考えられる。

〔遺物〕なし

⑦ 柱穴跡
　17 か所を確認した。丘陵部の東 3~5 区にごく散漫

に分布し、柱列あるいは建物跡として確認できたもの

はない。遺物は東 3 区 P39 柱穴の遺構確認面から条

痕文土器、東４区の P33 柱穴の遺構確認面から縄文

土器、P37・P35 柱穴の堆積土から土器片が出土した。

7 98
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4
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第１節　磯ヶ坂遺跡

No. 調査区 層位 種類 材質 製作技法・特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
長 幅 厚 重

1 東部3区 確認面 石鏃 流紋岩 凹基無茎　基端部：被熱により赤変　正面右基端部：折損 28.0 14.8 3.8 1.1 完形 46 18-3
2 東部3区 撹乱 石鏃 珪質頁岩 凹基無茎　正面左基端部：新しい折損 24.0 3.1 13.4 0.6 一部欠損 50 18-2
3 東部3区 撹乱 石鏃 珪質頁岩 凹基無茎 27.1 6.4 20.7 3.1 完形 49 18-1
4 東部3区 確認面 削器 珪質頁岩 両側縁に背面からの急角度剥離　素材打面側折損 44.0 52.5 6.0 13.2 一部欠損 47 18-4
5 東部3区 確認面 磨石 安山岩 両面：磨面　側面全周：敲打痕 81.0 85.0 42.3 479.5 完形 67 18-5
6 東部3区 確認面 磨石 デイサイト 両面・側面：磨面　正面右側縁：両面に不連続な剥離痕 159.2 90.0 39.5 886.5 完形 68 18-6

0 5cm
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第 31 図　遺構外出土遺物（２）
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⑧ 遺構外出土遺物
　平成 17 年度の遺構確認調査で弥生土器（第 30 図

1）、縄文土器、土師器、剥片が出土している。

　東 1 区表土から縄文土器深鉢の小破片が出土した。

　東 3 区遺構確認面から縄文土器深鉢（第 30 図

7~10）・注口土器・ミニチュア土器、弥生土器、陶器碗・

瓶、磁器碗・皿、瓦質土器の小破片、流紋岩製石鏃（第

31 図 1）、珪質頁岩製削器（第 31 図 4）、珪質頁岩・

流紋岩製微細剥離ある剥片、頁岩・珪質頁岩製剥片、

流紋岩礫、安山岩製磨石（第 31 図 5）、デイサイト製

磨石（第 31 図 6）、撹乱土からロクロ土師器坏の小破

片、珪質頁岩製石鏃（第 31 図 2・3）が出土した。

　東４区基本層Ⅰ層から縄文土器、陶器の小破片、珪

質頁岩製剥片、遺構確認面から須恵器坏、縄文土器の

小破片、珪化凝灰岩製剥片、鉄石英製石核、撹乱土か

ら縄文土器の小破片が出土した。

　東 5 区基本層Ⅰ層からロクロ土師器坏の小破片が

出土した。

　また、東部地区の丘陵部の畑地で縄文土器深鉢（第

30 図 2~6）、珪質頁岩製剥片が表面採集された。

0 10cm

S=1/3
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第４章　調査の結果

＜磯ヶ坂遺跡＞
竪穴住居跡

区 遺構名 位置 方向
規模（ｍ） 残存

壁高
（cm）

構造 施設
床下
土坑

その他
施設 出土遺物 重複関係 時期 図

長 短 床面 主柱穴 壁柱穴 周溝
壁材

カマド
炉 貯蔵穴

東 3 区 SI21 平坦面 竈軸：N-54°-Ｅ 2.82 2.28 12 住掘
地山 なし なし なし 東壁

カマド1
南東隅

1 なし なし ロクロ土師器・凝灰岩切石・剥片 なし 平安 16

貯蔵穴

区 遺構名 位置
形状 規模（cm）

出土遺物 重複関係 時期 図
平面 横断面 底面 長 短 深

東 3 区
SK32 平坦面 略円形 フラスコ形 平坦 164 155 142 弥生土器・石皿・流紋岩原石 なし 弥生 18
SK50 平坦面 不整円形 フラスコ形 平坦 116 113 40 なし なし 縄文 17

東 4 区

SK22 平坦面 略円形 不整フラスコ形 平坦 80 68 70 縄文土器・剥片 なし 縄文 17
SK24 平坦面 不整楕円形 フラスコ形 皿状 180 158 85 縄文土器・剥片・石核 なし 縄文 17
SK25 平坦面 不整楕円形 フラスコ形 皿状 170 125 79 土器・石核 なし 縄文 17
SK27 平坦面 楕円形 フラスコ形 皿状 140 105 27 縄文土器・砕片 なし 縄文 17

落とし穴

区 遺構名 位置
形状 規模（cm）

出土遺物 重複関係 時期 図
平面 横断面 底面 長 短 深

東 3 区

SK33 平坦面 溝形 Ｖ字形 平坦 296 37 80 なし SK58より古 縄文 19
SK36 平坦面 溝形 Ｖ字形 平坦 240 43 70 縄文土器 なし 縄文 19
SK37 平坦面 溝形 Ｖ字形 皿状 309 60 100 なし なし 縄文 19
SK44 平坦面 溝形 Ｖ字形 皿状 224 20 36 なし なし 縄文 19
SK53 平坦面 溝形 Ｖ字形 皿状 215 30 40 なし なし 縄文 19

東 4 区 SK23 平坦面 （溝形） Ｕ字形 皿状 （230） 12 26 縄文土器 なし 縄文 19

近世墓

区 遺構名 位置
形状 規模（cm）

出土遺物 重複関係 時期 図
平面 横断面 底面 長 短 深

東 3 区

SK28 平坦面 円形 Ｕ字形 平坦 175 165 150 鉄釘・木片・縄文土器 なし 近世 20
SK39 平坦面 略円形 Ｕ字形 平坦 130 126 80 なし なし 近世 20
SK40 平坦面 楕円形 逆台形 平坦 147 126 105 陶器・弥生土器・縄文土器 SK47より新 近世 21

SK41 平坦面 略円形 Ｕ字形 平坦 170 157 126 寛永通寳・煙管・毛抜き・ガラス製小玉・火打石・不明鉄製品・
布片・骨片 なし 近世 20

SK42 平坦面 楕円形 Ｕ字形 平坦 145 125 126 寛永通寳・木片 なし 近世 20
SK45 北向緩斜面 楕円形 箱形 平坦 125 110 68 なし なし 近世 21

SK46 平坦面 略円形 Ｕ字形 平坦 185 180 140 寛永通寳・煙管・袋物留め金具・火打石・和鋏・鉄釘・骨片・木片・
縄文土器 なし 近世 20

SK49 北向緩斜面 円形 Ｕ字形 平坦 138 136 36 煙管・ガラス製小玉・鉄製吊鍋・木製板材・骨片 なし 近世 21

土坑

区 遺構名 位置
形状 規模（cm）

出土遺物 重複関係 時期 図
平面 横断面 底面 長 短 深

西 3 区

SK2 東向緩斜面 楕円形 椀形 平坦 43 40 6 弥生土器 なし 弥生 10
SK5 東向緩斜面 楕円形 Ｕ字形 平坦 70 66 28 弥生土器 なし 弥生 10
SK7 東向緩斜面 楕円形 逆台形 皿状 68 60 26 なし なし - 10
SK8 東向緩斜面 楕円形 逆台形 平坦 65 56 30 なし SK9より新 - 10
SK9 東向緩斜面 楕円形 逆台形 平坦 110 100 44 寛永通寳 SK8より古 近世 10
SK17 東向緩斜面 円形 椀形 皿状 55 55 20 弥生土器 なし 弥生 10
SK18 東向緩斜面 溝形 箱形 平坦 160 26 36 なし SD11より新 - 10

東 3 区

SK29 平坦面 略円形 逆台形 平坦 170 160 30 縄文土器 なし 縄文 24
SK30 平坦面 楕円形 逆台形 平坦 95 82 30 縄文土器 なし - 24
SK31 平坦面 不整楕円形 不整皿形 凹凸 110 80 35 縄文土器 なし - 24
SK34 平坦面 略円形 箱形 平坦 122 115 60 弥生土器・剥片・磨石 なし 弥生 24
SK35 平坦面 円形 逆台形 平坦 54 53 30 なし なし - 24
SK43 北向緩斜面 不整楕円形 逆台形 平坦 157 123 24 縄文土器 なし - 25
SK47 平坦面 （溝形） 逆台形 平坦 (100) 60 40 なし SK40より古 - 21
SK51 平坦面 不整楕円形 皿形 平坦 222 154 28 なし なし - 25
SK58 平坦面 楕円形 逆台形 平坦 68 55 24 弥生土器 SK33より新 弥生 25

東 4 区 SK26 平坦面 不整楕円形 逆台形 平坦 120 （80） 35 縄文土器・剥片 なし - 24

東 5 区
SK52 北向緩斜面 （不整形） 皿形 皿状 （310）（210） 30 なし なし - 25
SK54 北向緩斜面 （円形） 擂鉢形 皿状 100 96 43 なし なし - 25
SK57 北向緩斜面 （楕円形） 擂鉢形 皿状 （84） 75 28 なし なし - 25

溝跡

区 遺構名 位置 方向
規模

断面形 出土遺物 重複関係 時期 図
検出長（ｍ） 上幅（cm） 底幅（cm） 深（cm）

西 3 区

SD1 東向緩斜面 NW ‐ SE 10.50 150~260 6~（140） 5~16 逆台形 陶器擂鉢 なし - 11
SD11 東向緩斜面 NW ‐ SE 24.50 90~250 3~135 8~46 逆台形 なし SD13・SD14・SD15・SK18より古 - 11

SD13 東向緩斜面 NW ‐ SE 21.00 90~290 15~35 11~95 逆台形／皿状 陶器猪口・小皿・擂鉢、
磁器碗・皿、瓦質土器火鉢 SD14 より新 近代 11

SD14 東向緩斜面 N ‐ S 30.70 30~150 20~100 21~54 逆台形 弥生土器 SD11 より新、SD13 より古 - 11
SD15 東向緩斜面 W ‐ E 18.50 40~80 15~50 17~21 逆台形 なし SD11 より新 - 11
SD16 東向緩斜面 W ‐ E 5.90 18~24 7~12 - - なし なし - 11
SD19 湿地部 NE ‐ SW 4.20 25~90 - - - なし なし - 9
SD20 湿地部 N ‐ S 7.20 20~55 - - - なし SD56 より古 - 9
SD56 湿地部 NW ‐ SE 3.00 160~230 ‐ ‐ ‐ なし SD20 より新 - 9

東 5 区 SD55 北向緩斜面 NW ‐ SE 2.20 60~90 30~40 40 Ｖ字形 なし なし - 25

第 4 表　遺構観察表
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第１節　磯ヶ坂遺跡

３．考察

（１）西部地区
①遺物と遺構の年代
遺構と遺物の確認状況　遺構は、土坑 7 基、溝跡 9 条、

柱穴 23 か所を確認した。遺物は縄文土器、弥生土器、

須恵器、近世・近代陶磁器、銅銭が少数出土した。土

器・陶器類はいずれも小破片である。遺物の出土状況

を見ると、縄文土器は遺構外からの出土である。弥生

土器は SK2・5・17 土坑などから出土している。近世・

近代陶磁器は SD1・13 溝跡から出土している。古銭

は寛永通寳で SK9 土坑から出土している。

遺物の特徴と年代　遺構外出土の縄文土器には平口縁

の深鉢の口縁部破片で、入組三叉文を施文する精製

土器がある。縄文時代晩期の大洞 BC 式に比定される

可能性がある。SK2 土坑出土の弥生土器は平口縁の深

鉢の口縁部破片で、縄文を施文する粗製土器である。

SK9 土坑出土の銅銭は寛永通寳で、1,668 年以降の鋳

造で幕末まで流通した新寛永銭である。SD1・13 溝

跡出土の陶器擂鉢は在地産とみられる。SD13 溝跡出

土の磁器小皿は見込に銅版転写を用いて楼閣山水文を

絵付けする。銅版転写は 1,890 年代後半には量産品陶

磁器の主要な装飾技法として確立し、大正末 ~ 昭和初

めにゴム版絵付けが実用化されるまで主流を占めたと

されている（成瀬 2001）。このことから、SD13 溝跡

出土陶磁器は明治時代後半と考えられる。

遺構の機能時期　遺物の年代から、SK2・5・17 土坑

は弥生時代、SK9 土坑は江戸時代、SD13 溝跡は明治

時代後半に位置づけられる可能性がある。これ以外の

遺構については遺物が出土していないため機能時期を

明らかにできないが、溝跡の多くは近代以降のもので

ある可能性が考えられる。

②遺構の性格
　機能時期がある程度推定できた遺構には弥生時代・

江戸時代の土坑、近代の溝跡がある。弥生時代の土坑

の性格については不明であるが、付近に集落などが存

在する可能性が考えられる。江戸時代の土坑について

も性格は不明であるが、古銭が出土していることから

近世墓の可能性も考えられる。近代の溝跡は規格性に

乏しく、等高線と直交するように掘られていることか

ら排水性を意識したものと推定される。建物跡などの

生活に関わる遺構は確認されなかったことから、耕作

地に関わる区画溝などの性格が考えられる。

（２）東部地区
①遺物と遺構の年代
遺構と遺物の確認状況　遺構は、竪穴住居跡 1 軒、貯

蔵穴 6 基、落とし穴 6 基、近世墓 8 基、土坑 13 基、

溝跡 1 条、柱穴 17 か所を確認した。遺物は縄文土器、

弥生土器、ロクロ土師器、須恵器、近世陶器、石器、

煙管、ガラス製小玉、金属製品、銅銭が少数出土した。

土器・陶器類は遺構出土の一部を除けば小破片が多

い。石器は剥片石器、礫石器、火打石、金属製品は鉄

鍋、鉄釘、袋物留め金具、不明品がある。遺物の出土

状況を見ると、縄文土器は SK22・24・25・27 貯蔵穴、

SK23・36 落とし穴、SK26・29~31・43 土坑などか

ら出土している。弥生土器は SK32 貯蔵穴、SK34・

58 土坑から出土している。ロクロ土師器は SI21 竪

穴住居跡から出土している。近世陶器・煙管・鉄鍋・

ガラス製小玉・火打石・古銭などは SK28・40~42・

46・49 近世墓から出土している。

遺物の特徴と年代　全体的に遺物の出土量は多くない

が、ややまとまりの見られる遺構出土遺物について、

その特徴と年代を検討する。

＜ SK29 土坑＞　縄文土器深鉢 1 個体がある。胎土に

繊維を含み、内外面に貝殻条痕文を施す条痕文土器で

ある。波状口縁で頸部が緩い「く」の字状を呈し、底

部形状は不明である。口縁波頂部の外面に粘土貼付に

よる楕円形突起を持つ。内外面に貝殻条痕文の後、外

面の口縁部に半裁竹管による押引文、口唇部に棒状工

具による刻目文を施文する。

　こうした特徴を示す土器群は、山形県村山市三カノ

瀬遺跡（加藤 1969・1982）で確認され、関東地方の

茅山下層式（赤星・岡本 1957）に並行するものと考

えられている（相原 1990）。茅山下層式は関東地方

で鵜ヶ島台式（岡本 1961）に後続し、茅山上層式に

先行する縄文時代早期後葉前半期の土器群であるが、

東北地方南部ではこれまで断片的な様相しか把握され

ていない（相原前掲）。

　以上のことから、SK29 土坑出土土器についても現

段階では上述のような断片的な様相の域を出るもので

はないが、関東地方の茅山下層式並行期（縄文時代早

期後葉前半）に位置づけられるものと考えられる。

＜ SK34・58 土坑＞　弥生土器壺 1 個体などがある。

口縁 ~ 頸部、胴部、底部の部分資料のため全体の器形

は詳らかでないが、胴部が強く張り、頸部が直立して

口縁がやや受口状となる複合口縁壺である。外面の胴

部に縦走 ~ 斜行縄文、口縁部に斜行縄文を施文する。
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第４章　調査の結果

　こうした特徴を示す土器群は、福島県白河市天王山

遺跡（藤田 1950・1951）、泉崎村踏瀬大山遺跡（岩

越ほか 1964）、いわき市朝日長者・夕日長者遺跡（い

わき市教育委員会 1981）などに認められる。天王山

遺跡出土土器は天王山式（坪井 1953）の標識資料と

して知られ、受口状の複合口縁、口縁部突起、交互刺

突文、縦走縄文、下向連弧文などが特徴とされる（中

村 1976）。踏瀬大山遺跡出土土器は、天王山式と同

様に複合口縁を主体とするものの、突起を持つものが

少なく平口縁が主体であること、全体的に文様が簡素

化され斜行縄文が多用されることなどの相違点が見出

され、天王山式に後続する形式として踏瀬大山式が設

定されている。朝日長者・夕日長者遺跡出土土器は、

小突起が消失し、複合部下端に刺突や押圧を施すもの

や、地文だけのものが見られ、関東地方北東部を中心

に分布する弥生時代終末期の十王台式（山内 1939）

に比定されている。

　SK34・58 土坑出土土器は共通した特徴が見られ、

一括性のあるものと判断される。これらは平口縁を主

体とし、交互刺突文・連弧文を伴わないことから天王

山式土器の範疇には含まれないものである。また、複

合口縁部を含めて全体に器壁が薄く、文様は地文のみ

が主体であるなど、十王台式土器に近い特徴が看取さ

れる。以上のことから、SK34・58 土坑出土土器は踏

瀬大山式 ~ 十王台式期（弥生時代後期後半）に位置づ

けられるものと考えられる。

＜ SI21 竪穴住居跡＞　ロクロ土師器坏２点、甕１点

がある。ロクロ土師器は表杉ノ入式（氏家 1957）の

範疇に含まれる。表杉ノ入式については主に坏類の形

態と製作技法の検討から、時期が降るほど口径に占め

る底径の比率（底径口径比）が小さくなる傾向や、ロ

クロ台からの切り離し後に再調整を行なわなくなる傾

向などが明らかにされている。

　SI21 竪穴住居跡出土土器について見ると、坏は体

部が内弯気味に立ち上がり、口縁部がそのまま外傾

する。口径 14.6cm、底径 6.4cm、器高 4.7cm、底径

口径比 0.44 である。底部の切り離しは回転糸切りで、

切り離し後に外面の体下部に手持ちヘラケズリ？によ

る再調整を施すもの１点、再調整を施さないもの１点

である。いずれも内面の底部に放射状、体部に横方向

のヘラミガキ調整の後、黒色処理を施す。甕は体部が

内弯し、口縁部が短く外傾する。

　こうした特徴を示す土器群の類例としては、多賀

城市多賀城跡第 61 次調査（鴻の池地区）第 10 層出

土土器（宮城県多賀城跡調査研究所 1992）がある。

　銅銭のうち銭文が判読できるものはすべて寛永通寳

で、鋳造年が 1636~1659 年とされる古寛永銭１点、

1668 年とされる文銭１点、1668 年以降とされる新

寛永銭 4 点がある。煙管はいずれも竹製の羅宇の両

端に金属製の雁首・吸口を装着する羅宇煙管で、雁首

の火皿と首部の接合部分に補強帯を持ち、火皿下部の

脂返しは下方へ湾曲しない形態である。こうした形態

は古泉弘氏（2001）による煙管の編年では第Ⅲ段階

に該当し、18 世紀前半のものとされている。古泉編

年は第Ⅰ段階を除いてほぼ全国的に同一の年代的変化

を辿ることが追認されており、仙台市沼向遺跡（仙台

市教育委員会 2010）でも、第Ⅲ・Ⅳ段階の煙管と 18

世紀の陶磁器の共伴が確認されている。鉄鍋は腰部

から口縁部まで直線的に外傾し、吊耳 2 か所を持つ。

底部に逆円錐状の脚部 2 か所が残存する。栗原市下

藤沢Ⅱ遺跡 24 号墓壙（瀬峰町教育委員会 1988）、岩

手県安代町関沢口遺跡 DIV-204 墓壙（岩手県埋蔵文

化財センター 1986）などに類例が見られる。

遺構の機能時期　遺物の年代などから、SK29 土坑は

縄文時代早期後葉前半、SK34・58 土坑は弥生時代後

期後半、SI21 竪穴住居跡は 9 世紀後葉（平安時代前

葉後半）、近世墓群は 18 世紀頃（江戸時代中期）に

位置づけられる。これ以外の遺構については遺物の出

土がないかごく少量のため機能時期を推定する根拠に

乏しいが、落とし穴群は縄文時代、貯蔵穴群は縄文 ~

弥生時代に概ね帰属するものと考えられる。

鴻の池 10 層出土土器については、①ロクロ土師器坏

は体部が内弯気味に立ち上がるものが主体で、口径

13~14cm 台、器高 4cm 台、底径口径比は 0.40~0.45

のものが多い。②底部の切り離しはほとんどが回転糸

切りで、切り離し後の再調整は施さないものが多い。

③内面底部のヘラミガキは放射状のものが多い。など

の特徴が明らかにされ、その年代は 9 世紀第 4 四半

期を中心とした頃と考えられている（村田 1995）。

　以上のことから、SI21 竪穴住居跡出土土器につい

ては出土点数が少ないため明確な位置づけは難しいも

のの、年代的には 9 世紀後葉頃（平安時代前葉後半）

と考えておきたい。

＜ SK41・42・46・49 近世墓＞　銅銭、煙管、毛抜き、

和鋏、吊耳鉄鍋、火打石などがある。各遺構の出土遺

物の組成は次のとおりである（数字は点数）。

SK41 銅銭 8（古寛永 1 ＋新寛永 2）、煙管 1、毛抜き 1、火打石 1、
不明鉄製品 1、ガラス製小玉１、布片、骨片

SK42 銅銭 5（文銭 1 ＋新寛永 2）、木片

SK46 銅銭６（新寛永1）、煙管 1、和鋏 1、袋物留め金具１、火打石2、
鉄釘、木片、骨片

SK49 煙管 1、吊耳鉄鍋 1、ガラス製小玉２、木製板材、骨片
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第１節　磯ヶ坂遺跡

②遺構の性格
　機能時期の推定できた遺構には縄文時代早期後葉前

半・弥生時代後期後半の土坑、9 世紀後葉の竪穴住居

跡、18 世紀頃の近世墓群のほか、縄文時代の落とし

穴群、縄文 ~ 弥生時代の貯蔵穴群がある。

　落とし穴群と貯蔵穴群はいずれも丘陵の尾根筋上に

分布するが、遺構の性格から考えて複数の機能時期

が想定される。このうち弥生土器片が出土している

SK32 貯蔵穴と、弥生時代後期後半の SK34・58 土坑

は調査区内の丘陵先端側にまとまって分布する。貯蔵

穴群に伴う住居跡などの居住施設は確認されなかった

が、調査区外の丘陵部に縄文 ~ 弥生時代の集落跡が展

開している可能性が考えられる。

　9 世紀後葉の竪穴住居跡は丘陵西斜面上部に単独で

存在する。少量ながら遺構外でも若干のロクロ土師器

が出土していることから、調査区外の丘陵部に小規模

な集落跡が展開している可能性も考えられる。

　近世墓群は丘陵尾根上に 6 基が線状にまとまりを

持ち、東斜面に 2 基が離れて分布する。東斜面の一

部は後世の削平によって地形が改変されており、さら

にいくつかの墓が設けられていた可能性がある。近世

墓群は近隣の六角遺跡（本章第 3 節）、前戸内遺跡（蔵

王町教育委員会 2013）でも確認されており、円田盆

地周辺では主に丘陵上に墓域が設けられたことが窺え

る（本章第 3 節に詳述）。

　なお、SK49 近世墓では鉄製吊鍋が出土し、鍋被り

葬の事例と考えられる。鍋被り葬は中世末から近世の

東北・関東・信州地域に散見される特異な葬制である。

鍋被り葬による被葬者は特定の階層や職業、性別、年

齢との結びつきはなく、特殊な病気や事件・事故によ

る異常な死を迎えた者に対する葬送儀礼と考えられて

いる（関根 2003）。鍋被り葬墓は東北中・北部では

通常の墓域内に設けられる事例が多いのに対し、東北

南部・関東地方では単独墓や特殊墓域など通常の墓と

異なる扱いがなされる傾向が指摘されている（関根前

掲）。SK49 近世墓について見ると、近世墓が集中する

丘陵尾根部から離れた湿地際に単独で設けられてお

り、通常の墓と異なる扱いがなされた可能性がある。

（３）まとめ
・西部地区では弥生時代・江戸時代の土坑、近代の溝

跡が確認された。遺構の分布状況は散漫であり、今

回の調査地点では各時期を通じてまとまった集落

が営まれることはなかったものと考えられる。近

代の溝跡については耕作地に関わる区画溝などの

性格が推定される。

・東部地区では縄文時代早期後葉前半・弥生時代後期

後半の土坑、9 世紀後葉（平安時代前葉後半）の竪

穴住居跡、18 世紀頃（江戸時代中期）の近世墓群

のほか、縄文時代の落とし穴群、縄文 ~ 弥生時代

の貯蔵穴群が確認された。

・縄文時代早期後葉前半の土坑からは関東地方の茅山

下層式に並行すると考えられる条痕文土器が出土

した。当該期の土器群は東北地方南部ではこれま

で断片的な様相しか把握されておらず、単独出土

に近い本資料もその域を出るものではないが、宮

城県域では管見の限り初出の資料であり、土器群

の分布を考える上で重要と考えられる。

・弥生時代後期後半の土坑からは複合口縁壺などが出

土し、踏瀬大山 ~ 十王台式に並行する土器群と考

えられる。円田盆地周辺では踏瀬大山式に並行する

土器群が大橋遺跡（宮城県教育委員会 1980）、六

角遺跡（蔵王町教育委員会 2008）などで、古墳時

代前期塩釜式最古段階とされる土器群が大橋遺跡

で出土している。これらとあわせて、本資料は弥

生時代終末 ~ 古墳時代初頭の土器変遷や文化変容

を考える上で重要と考えられる。

・縄文時代のある時期には、舌状丘陵の尾根筋上に落

とし穴群が設けられ、狩猟場として機能したと考

えられる。

・縄文 ~ 弥生時代のある時期には、舌状丘陵の尾根筋

上に貯蔵穴群が設けられ、堅果類など食料の貯蔵

域として機能したと考えられる。これに伴う住居

跡などの居住施設は確認されなかったが、調査区

外の丘陵部に集落跡が展開している可能性がある。

・9 世紀後葉（平安時代前葉後半）の竪穴住居跡は丘

陵斜面上部に単独で確認された。調査区外の丘陵

部に集落跡が展開している可能性も考えられるが、

当該期の集落立地を考える上で重要と考えられる。

・18 世紀頃（江戸時代中期）の近世墓群は舌状丘陵

の尾根筋上に設けられていた。近世墓群は近隣の前

戸内遺跡、六角遺跡でも確認されており、近世村

落における墓域のあり方を考える上で重要である。

また、尾根筋上の墓群と離れて湿地際に単独で設

けられた墓は、いわゆる鍋被り葬墓と考えられた。

鍋被り葬墓は東北・関東・信州地域における特異

な葬制として散見されるが、町内では初出の事例

である。当地域における近世の葬送儀礼を考える

上で興味深い事例と考えられる。
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1．円田盆地北端部航空写真（磯ヶ坂遺跡周辺・2002 年撮影）

2．円田盆地北部 航空写真（1956 年 米軍撮影） 4．磯ヶ坂遺跡 東部地区 近景（南西から）

3．磯ヶ坂遺跡 西部地区 近景（南西から）

磯ヶ坂遺跡

原遺跡

後原遺跡

西屋敷遺跡

三の輪遺跡戸ノ内遺跡

清上遺跡

写真図版 1
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1．西１区 遺構確認状況（西から） 2．西 1区 遺構確認状況（東から） 3．西１区 遺構確認状況（南東から）

4．西 2区 遺構確認状況（北西から） 5．西 2区 遺構確認状況（南東から）

6．西 3区 遺構確認作業風景（北西から）

9．西 3区 遺構確認状況（南西から）

10．SK2土坑 遺物出土状況（北西から） 13．SK5 土坑 断面（北西から）11．SK2 土坑 断面（北西から） 12．SK5土坑 完掘状況（北東から）

7．SD15 溝跡 掘削作業風景（北西から）

8．西 3区 遺構確認状況（北から）

写真図版 2
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12．東 1区 作業風景（北西から）

1．SK9 土坑 完掘状況（南から） 2．SK9 土坑 断面（東から） 3．東 3区 遺構確認作業風景（南西から）

10．SD14 溝跡 断面（南から）

4．SD1溝跡 完掘状況（南東から） 6．SD13溝跡 完掘状況（南から） 8．SD14溝跡 完掘状況（南から） 11．SD13・14溝跡 断面（南から）

5．SD1 溝跡 断面（南東から） 7．SD13 溝跡 断面（南から） 9．SD14 溝跡 断面（北東から）

13．東 1区 遺構確認状況（北西から）

14．東 1区 遺構確認状況（南から） 15．東 2区東部 遺構確認状況（東から） 16．東２区西部 遺構確認状況（東から）

写真図版 3
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1．東 3区 近景（北東から） 2．東 3区  遺構確認状況（東から）

3．東 3区 遺構確認状況（北から） 4．東３区 遺構確認状況（南西から）

5．東 3区 遺構確認状況（北西から）

7．SI21竪穴住居跡 K1土坑 完掘状況（南西から） 

8．SI21 竪穴住居跡 K1 土坑 断面（南西から） 9．SK32 貯蔵穴 完掘状況（南東から） 10．SK32 貯蔵穴 断面（南東から）

6．SI21 竪穴住居跡（南西から）

写真図版 4
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1．SK50 貯蔵穴 完掘状況（南東から） 2．SK50 貯蔵穴 断面（南東から） 3．東 3区 遺構確認作業風景（北西から）

4．SK33 落とし穴 完掘状況（南東から） 5．SK33 落とし穴 断面（南東から）

10．SK44 落とし穴 完掘状況（東から） 11．SK44 落とし穴  断面（西から）

6．SK36 落とし穴 完掘状況（西から） 7．SK36 落とし穴 断面（東から）

8．SK37 落とし穴 完掘状況（南西から） 9．SK37 落とし穴 断面（南西から）

14．SK49 近世墓 完掘状況（北東から） 15．SK49 近世墓 断面（南西から）

12．SK53落とし穴 完掘状況（南東から）13．SK53 落とし穴 断面（北西から） 16．SK49 近世墓 遺物出土状況（北東から） 17．SK49 近世墓 鉄鍋・煙管出土状況（北東から）

写真図版 5
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1．SK28 近世墓 完掘状況（北東から） 3．SK39 近世墓 完掘状況（東から） 5．SK40 近世墓 完掘状況（南東から）

2．SK28 近世墓 断面（北東から） 4．SK39 近世墓 断面（北東から） 6．SK40 近世墓 断面 ( 東から )

7．SK41 近世墓 完掘状況（南東から） 10．SK42 近世墓 完掘状況（北東から） 13．SK45 近世墓 完掘状況（東から）

8．SK41 近世墓 断面（南東から） 11．SK42 近世墓 断面（北東から） 14．SK45 近世墓 断面（東から）

9．西 3区 遺構確認作業風景（北から） 12．SK42 近世墓 遺物出土状況（北東から）

18．SK46 近世墓 遺物出土状況（北東から）16．SK46 近世墓 完掘状況（北東から） 17．SK46 近世墓 断面（南東から）

15．SK25貯蔵穴 遺構掘削作業風景（南西から）

写真図版 6
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1．SK29 土坑 完掘状況（南東から）

2．SK29 土坑 断面（南から） 6．SK34 土坑 遺物出土状況（北から）

3．SK34 土坑 完掘状況（北から）

4．SK34 土坑 断面（南から）

5．SK34 土坑 遺物出土状況（北から）

7．東４区 遺構確認状況（北西から） 8．東 4区 遺構確認状況（北西から）

9．東４区 完掘状況（南東から） 10．東4区 完掘状況（南東から） 11．SK25貯蔵穴 作業風景（西から）

12．SK25 貯蔵穴 完掘状況（東から） 13．SK25 貯蔵穴 完掘状況（西から） 14．SK25 貯蔵穴 断面（西から）

写真図版 7
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1．SK22 貯蔵穴 完掘状況（南西から） 3．SK24 貯蔵穴 完掘状況（南西から） 6．SK27 貯蔵穴 完掘状況（北西から）

2．SK22 貯蔵穴 断面（南西から） 4．SK24 貯蔵穴 完掘状況（西から） 7．SK27 貯蔵穴 完掘状況（北西から）

5．SK24 貯蔵穴 断面（西から） 8．SK27 貯蔵穴 断面 ( 北西から )

9．SK23 落とし穴 完掘状況・断面（南東から）10．SK26 土坑 完掘状況（南から） 11．SK26 土坑 断面（南から）

12．東５区西部 遺構確認状況（南西から） 13．東 5区西部 遺構確認状況（北東から） 14．東 5区中央部 遺構確認状況（北西から）

写真図版 8
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1．東 5区中央部 遺構確認状況（南東から） 2．東 5区東部 遺構確認状況（南西から） 3．東 5区東部 遺構確認状況（北東から）

4．SK54 土坑 完掘状況 （北西から） 5．SK54 土坑 断面（北西から） 6．SD55 溝跡 断面（北西から）

7．東 6区、７区 近景（北から） 8．東６区 遺構確認状況（北から） 9．東 6区 遺構確認状況（東から）

10．東 7区 遺構確認状況（北東から） 11．東 8区 遺構確認状況（南西から） 12．東 8区 遺構確認状況（西から）

写真図版 9
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（1～ 3・8～ 13：S ≒ 1/3、4 ～ 7：S≒ 1/1）

　SK2・9土坑、SD1・13 溝跡、遺構外出土遺物
（1～ 3：SK2・第 12 図、4・5：SK9・第 12 図、6・7：SK9、8：SD1・第 12 図、9～ 11：SD13・第 12 図、12・13：遺構外・第 12 図）

11 22 33

44 55

66 77

88

99 1010 1111

1212 131312：拡大12：拡大

写真図版 10
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（1～ 8：S≒ 1/3、9：S ≒ 1/4）

　SI21 竪穴住居跡、SK22・24・27・32 貯蔵穴、SK36 落とし穴、SK28 近世墓出土遺物
（1～ 3：SI21・第 16 図、4：SK22・第 18 図、5：SK24・第 18 図、6：SK27・第 18 図、7：SK36・第 18 図、8：SK28・第 23 図、9：SK32・第 18 図）

1 2

3

4

5

6
7 8

9

1：内面拡大 2：内面拡大

1：底部拡大 2：底部拡大

6：貫通孔痕跡拡大

9：溝状研磨痕拡大

写真図版 11
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（1～ 5・6・8・9・14 ～ 18：S ≒ 1/1、7：S ≒ 2/3、10 ～ 13：S ≒ 1/3）

　SK41・42 近世墓出土遺物
（1～ 3・10 ～ 13：SK41・第 22 図、4・5・8・9：SK41、6・7：SK41・第 23 図、14 ～ 16：SK42・第 22 図、17・18：SK42）
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7：使用部位拡大7：使用部位拡大

写真図版 12

10：X線透視写真10：X線透視写真
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（1・6・7・12 ～ 14：S ≒ 1/1、5：S ≒ 1/2、2 ～ 4・10・11・15：S ≒ 1/3、8・9：S≒ 2/3）

　SK46・49 近世墓出土遺物
（1・3・4・7：SK46、2・5・6：SK46・第 22 図、8・9：SK46・第 23 図、10・12・15：SK49、11・13・14：SK49・第 22・23 図）
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99

1010 1111 1212 1313 1414

1515

8：使用部位拡大8：使用部位拡大 9：使用部位拡大9：使用部位拡大

9：使用部位拡大9：使用部位拡大

5：X線透視写真5：X線透視写真

X線透視写真X線透視写真 X線透視写真X線透視写真

写真図版 13
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（S≒ 1/3）

　SK49 近世墓出土遺物
（第 22 図）

写真図版 14

X線透視写真X線透視写真
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（S≒ 1/3）

　SK26・29・34 土坑出土遺物
（1：SK26・第 26 図、2～ 5：第 SK29・第 26 図、6・7：SK34・第 28 図）

1

2 3

4

5

6

7

4：外面波状口縁部拡大 4：内面繊維痕跡拡大 4：外面押引文拡大

5：外面条痕文・炭化物付着部分拡大

5：内面条痕文拡大

6：貫通孔痕跡拡大

写真図版 15
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（S≒ 1/3）

　SK34・58 土坑出土遺物
（第 27 図）

11 22

33

44

5566

1：外面口縁部縄文・撚糸文拡大1：外面口縁部縄文・撚糸文拡大

6：外面縄文拡大6：外面縄文拡大

写真図版 16
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（S≒ 1/3）

　SK58 土坑、遺構外出土遺物
（1～ 5：SK58・第 29 図、6～ 15：遺構外・第 30 図）
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33

44 55

66 77

88

99 1010 1111 1212

1313 1414 1515

1：外面口唇部刻目・縄文拡大1：外面口唇部刻目・縄文拡大

2：底部拡大2：底部拡大

13：拡大13：拡大 14：口唇部刻目、頸部刺突・半裁竹管による平行沈線文拡大14：口唇部刻目、頸部刺突・半裁竹管による平行沈線文拡大 15：底部15：底部

写真図版 17
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（1～ 3：S≒ 1/1、4：S ≒ 2/3、5・6：S≒ 1/3）

　遺構外出土遺物
（第 31 図）

11 22 33

44

55

66

写真図版 18



第２節　六角遺跡・原遺跡
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層名 土性 性格 層厚
（cm） 備考

Ⅰ層 黒褐色シルト 表土・
現耕作土 10~20

Ⅱ層 黒色シルト 旧表土・
旧耕作土 10~20

Ⅲ層 暗褐色シルト 漸移層 5~10 遺構確認面

Ⅳ層 黄褐色
粘質シルト

黄褐色
ローム 30~

第２節　六角遺跡・原遺跡

１．基本層序

　調査区内の基本層序はⅠ ~ Ⅳ層に大別される（第

5 表）。Ⅰ層は表土ないしは現耕作土で、層厚は

10~20cm 程度である。Ⅱ層は旧表土ないしは旧耕作

土で、層厚は 10~20cm 程度である。Ⅲ層はⅣ層上部

に形成された漸移層である。上部が耕作等により撹乱

を受けており、残存する層厚は 5~10cm 程度である。

Ⅳ層は黄褐色ロームで、層厚は 30cm 以上である。遺

構はⅢ層またはⅣ層の上面で確認した。

　なお、平成 18・19 年度の調査で把握された六角遺

跡の基本層序によれば、丘陵斜面部ではⅢ層の上位に

クロボクあるいはノボクと称される黒色火山灰土が堆

積している。また、Ⅳ層の下位に白色粘土の水成堆積

物、さらに下位に猿岩と通称される青灰色凝灰質シル

トが堆積している。通称猿岩は、川崎スコリア（板垣

ほか 1981）に相当するとみられる。

第 5 表　基本層序

２．遺構と遺物

（１） 六角遺跡
　確認した遺構は、竪穴住居跡 2 軒、柱列跡 2 条、

井戸跡 1 基、土坑 1 基、柱穴 23 か所である。丘陵平

坦面の 1~3 区に分布する（第 33 図）。遺物は竪穴住

居跡、井戸跡などから縄文土器、土師器、須恵器、ロ

クロ土師器、中世陶器、石器、礫石器、砥石が少数出

土した。出土遺物の修復後総量は遺物収納コンテナ

（44× 60× 15cm）で 18 箱分である。

　出土遺物の年代と出土状況などから、確認した遺構

は古墳時代前期、平安時代、中世前半に位置づけられる

ものがある。以下、確認した主な遺構と遺物について詳

述する。なお、遺構は全体の様相が把握でき特徴的なも

の、遺物が出土しているものについて記述し、文末にす

べての遺構の観察表を作成して掲載した（第 6表）。

①  竪穴住居跡
【SI755 竪穴住居跡】（第 34 図、写真図版 4・11）

〔位置〕1 区／平坦面

〔重複〕SI753 → SI755 注 1）

〔規模・形状〕長辺 4.14m、短辺 3.90m ／方形

〔方向〕東辺：N-19°-W

〔壁面〕残存しない。

〔床面・堆積土〕削平により床面の一部のみ残存する。

住居掘方埋土を床とし、ほぼ平坦である。中央南側の

一部に灰黄褐色粘質シルトを主体とする硬化面が形成

されており、貼床と考えられる。床面を覆う堆積土は

黄褐色ローム粒を含む黒褐色シルトで、住居廃絶後の

自然堆積土と考えられる。

〔主柱穴・壁柱穴〕なし

〔周溝・壁材痕跡〕住居外周に沿って上幅 40~70cm、

底幅 20~30cm、床面からの深さ 15cm で横断面形が

椀形を呈する溝を確認した。壁材の抜き取り痕跡の可

能性がある。堆積土は黄褐色ローム粒を均質に含む黒

褐色シルトで、住居廃絶後の自然堆積土と考えられ

る。壁材痕跡は認められない。

〔カマド〕住居南壁の東寄りに付設する。幅 60cm、奥

行 75cm の燃焼部底面のみが残存し、底面は床面より

10cm ほど皿状に窪んでいる。底面に灰を多く含む機

能時堆積層が認められ、赤色硬化している。

〔炉跡〕住居中央南側の貼床上面の一部に赤色硬化範

囲が認められ、炉跡と考えられる。

〔貯蔵穴〕なし

〔遺物〕床面から鉄釘（第 35 図 8・9）、周溝堆積土

からロクロ土師器坏（第 35 図 2・4）、ミニチュア土

器（第 35 図 6）、住居内堆積土からロクロ土師器（第

35 図 3）、ミニチュア土器（第 35 図 5）、縄文土器（第

注１）平成 18 年度調査の報告（蔵王町教育委員会 2008）においては「SI755 → SI753」と記載していた。SI753 竪穴住居跡出土土
器の年代は 7 世紀後半頃と考えられる。一方、今回の調査で得られた SI755 竪穴住居跡出土土器の年代は、後述するように
9 世紀後葉頃と考えられた。これを踏まえて調査記録を再検討した結果、遺構の重複部分は狭小であり、SI755 竪穴住居跡
の残存状況も良くないために新旧関係を誤認した可能性が高いと考えられたことから、修正して報告する。
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１区
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（平成18年度調査）

Ｎ８東区
（平成18年度調査）

３区

１Ｔ
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六角遺跡
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９Ｔ
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KBM70
H=95.535

KBM71
H=95.261

測量
基準点 点名

局地座標系 国家座標系（日本測地系）
南北（m）東西（m） Ｘ座標（m） Ｙ座標（m）

T1 131 N-0-S W-101 -207867.466 -12356.947
T2 133 N-0-S W-0-E -207843.892 -12258.879

比高基準点
点名 標高（m） 種別
KBM-70 95.535 三級水準点
KBM-71 95.261 三級水準点

第 32 図　六角遺跡・原遺跡調査区配置図

〔壁面〕地山を壁として床面から垂直に立ち上がる。

残存壁高は最大 9cm である。

〔床面・堆積土〕貼床または住居掘方埋土を床とする。

貼床は黄褐色ローム・焼土ブロック、炭化物粒を多量に

含む黒褐色粘質シルトで構築され、硬化面を形成する。

〔主柱穴〕住居平面形の対角線上とみられる位置で 3

か所確認した。柱穴掘方の平面形は長軸 60~115cm、

短軸 50~75cm の楕円形で、深さ 75~80cm である。1

か所で柱材の抜き取り痕跡、2 か所で平面形が直径

22~25cm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

〔周溝・壁柱穴〕住居外周に沿って上幅 15~30cm、底

35 図 7）、住居掘方埋土から砥石（第 35 図 11）、遺

構確認面からロクロ土師器坏（第 35 図 1）、砥石（第

35 図 10）が出土した。

　このほか、カマド内堆積土・崩落土、P1 柱穴堆積土、

住居掘方埋土、遺構確認面から土師器甕、ロクロ土師

器坏・甕、須恵器坏・甕の小破片が出土した。

【SI1004 竪穴住居跡】（第36図、写真図版4~6・9・10）

〔位置〕3 区／平坦面

〔重複〕SI1004 → SA1006

〔規模・形状〕長辺 6.70m、短辺 5.70m 以上／方形

〔方向〕南辺：N-45°-E
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Ｎ８西区
（平成 18年度調査）

１区 ２区

Ｎ８東区
（平成 18年度調査）

３区

0 20m

S = 1/500

第 33 図　1~3 区遺構配置図

幅 5~23cm、床面からの深さ 20cm で横断面形がＵ字

形を呈する周溝と、壁柱穴 30 か所を確認した。周溝

の堆積土は黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む暗

褐色シルトで人為的埋土と考えられ、周溝の埋め戻し

後に壁柱穴が掘られている。壁柱穴の掘方埋土は周溝

埋土と類似する。1 か所で柱材の抜き取り痕跡、14

か所で平面形が 10~18cm の円形を呈する柱痕跡を確

認した。壁材痕跡は確認されなかった。

〔カマド・炉跡〕不明

〔貯蔵穴〕住居南隅で土坑 1 基（K1）を確認した。平

面形が長軸 115cm、短軸 80cm の不整角丸方形で、

断面形は深さ 60cm の箱形を呈する。堆積土は 7 層に

細分され、黄褐色ロームブロック・粒、焼土ブロック

などを含む黒色・黒褐色シルトである。1~6 層は住居

廃絶後の自然堆積土、7 層は貯蔵穴機能時の堆積土と

考えられる。

〔その他の施設〕住居南隅で柱穴 1 か所（P8）、南西

辺中央やや南寄りで溝 1 条（D1）を確認した。P8 は

掘方の平面形が長軸 30cm、短軸 15cm の楕円形で、

深さ 10cm である。柱材の抜き取り痕跡を確認した。

D1 は上幅 15cm、底幅 10cm、横断面形が深さ 8cm

の椀形を呈する溝で、長さ 30cm を確認した。住居南

西辺の周溝と接続しており、堆積土は黄褐色ロームブ

ロック・粒を少量含む暗褐色シルトで、人為的埋土と

考えられる。

〔遺物〕住居床面直上で土師器高坏（第 37 図 5）・甕（第

38 図 3）、砥石（第 38 図 11）、K1 貯蔵穴堆積土から

土師器坏（第 37 図 1・2）・器台（第 37 図 3）・高坏

（第 37 図 6）・壺（第 37 図 4、第 38 図 1・2）・甕（第

38 図 4）、縄文土器（第 38 図 10）、P2 柱穴堆積土か

ら縄文土器（第 38 図 5）、住居内堆積土から縄文土器

（第 38 図 6~9）が出土した。

　このほか、住居床面直上、K1 貯蔵穴堆積土、住居

内堆積土、住居掘方埋土、遺構確認面、P2・6・8・

10・16 柱穴堆積土から土師器鉢・高坏・壺・甕、縄

文土器の小破片、珪質頁岩製剥片、砥石が出土した。
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0 2m

S = 1/60

SI755 竪穴住居跡　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 2.5YR4/4 にぶい赤褐 粘質シルト 焼土主体　（住堆）
2 10YR4/2 灰黄褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を均質に含む　（貼床）
3 10YR3/1 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を均質に含む　（周溝堆）
4 10YR4/1 褐灰 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（住掘）
5 10YR5/2 灰黄褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む　（住掘）
SI755 竪穴住居跡　B-B'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐色 シルト 黄褐色ローム粒を含む　（住堆）
2 10YR2/3 黒褐色 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（住掘）

SI755 竪穴住居跡　カマド　C-C'，D-D'
No． 土色 土性 備考
1 10YR4/1 褐灰 シルト 白色粘土ブロックを多量に含む　（竈崩）
2 5YR4/2 灰褐 シルト 黄褐色ローム・焼土粒を含む　（竈崩）
3 5YR8/2 灰白 灰 一部赤色化がみられる　（竈機能時堆）
4 2.5YR3/6 暗赤褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　（竈機能時堆）
5 10YR4/1 褐灰 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（住掘）

第 34 図　SI755 竪穴住居跡

② 柱列跡
【SA1005 柱列跡】（第 39 図、写真図版 3）

〔位置〕2 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕東西 2 間（4.95m）

〔方向〕E-17°-N

〔柱穴〕3 か所確認した。柱穴掘方の平面形は長軸

25~30cm、短軸 15~24cm の楕円形・隅丸方形で、深

さ 26~30cm である。すべての柱穴で柱材の抜き取り

痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕西から（260）－（235）cm

〔遺物〕なし

【SA1006 柱列跡】（第 39 図、写真図版 4）

〔位置〕3 区／平坦面

〔重複〕SI1004 → SA1006

〔規模・形状〕東西 3 間（20.15m）

〔方向〕E-17.0°-N

〔柱穴〕4 か所確認した。柱穴掘方の平面形は長軸

30~57cm、短軸 28~50cm の略円形・隅丸方形で、深

さ 16~51cm である。すべての柱穴で柱材の抜き取り

痕跡を確認した。

〔柱間寸法〕西から（675）－（640）－（700）cm

〔遺物〕なし

③ 井戸跡
【SE1002 井戸跡】（第 40 図、写真図版 6・11・12）

〔位置〕2 区／平坦面

〔重複〕なし
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No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 SI755 確認面 ロクロ土師器 坏 外面：ロクロナデ、（底）回転糸切り→ナデ　内面：（底）放射状ヘラミガキ→（体）
横方向ヘラミガキ→黒色処理　外面体下部：墨書「女」 （14.4） 5.8 （4.9） 3/5 9 11-1

2 SI755 周溝堆積土 ロクロ土師器 坏 外面：ロクロナデ　内面：ヘラミガキ→黒色処理　 ‐ ‐ （4.0） 口 ~
体部 12 11-2

3 SI755 堆積土 ロクロ土師器 坏 外面：ロクロナデ　内面：ヘラミガキ→黒色処理　外面体部：墨書「公□」 ‐ ‐ （3.6）口縁部 10 11-3
4 SI755 周溝堆積土 ロクロ土師器 坏 外面：ロクロナデ、ヘラ描き？　内面：ヘラミガキ→黒色処理　外面口縁部：墨書「□」 ‐ ‐ （3.2）口縁部 06103 11-4

5 SI755 堆積土 ミニチュア 不明 内外面：ナデ ‐ （3.2） （1.6） 体 ~
底部 11 11-6

6 SI755 周溝堆積土 ミニチュア 壺？ 外面：（体）ナデ→（体上）ハケメ→（口）ヨコナデ　内面：（体）ナデ→（口）ヨコナデ ‐ （2.9） （4.6） 体 ~
底部 13 11-7

7 SI755 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：撚糸文（L）　内面：ナデ　器厚：（0.6）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 26 11-5

0 10cm

S=1/3

第 35 図　SI755 竪穴住居跡出土遺物

〔規模・形状〕平面形が長軸 244cm、短軸 154cm 以

上の略円形で、断面形は深さ 272cm の漏斗形を呈し、

底面は平坦である。掘方と井戸側、井戸側の抜き取

り痕跡、水溜め部を確認した。掘方の平面形は直径

135cm の略円形を呈し、壁面は下半が抉れてオーバー

ハングしている。井戸側は平面形が一辺 60cm 程度の

方形を呈し、高さ 80cm が残存する。南東・南西隅に

角材が設置され、間に割材が立ち並んだ状態で残存す

ることから、方形縦板組で隅柱を持つ構造と考えられ

るが、側板材を押さえる横桟材とみられるものは残存

していない。井戸側の接地面より下部の掘方は平面形

が一辺 65cm の方形、断面形が深さ 15cm の逆台形を

呈し、水溜め部として機能したと考えられる。

　井戸側の隅柱に用いられている角材は、一辺

12~14cm、長さ 66~72cm で、芯持材１点、芯去材１

点である。芯持材のものは側面の一部に顕著な面取

りの痕跡が観察されるが、下端には伐採時のものと

みられる円錐形の切削痕を残す。芯去材のものは側

面に割肌を残し、下端部側は比較的平坦な切削面が

見られる。側板材は幅 11~19cm、厚さ 4~9cm、長さ

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
長 幅 厚 重

8 SI755 床面直上 釘 鉄 頭部幅11.0mm　脚部断面：方形　脚部下端側欠損 （5.8） （0.8） 0.7 6.5 一部欠損 06134 11-8
9 SI755 床面直上 釘 鉄 脚部断面：方形　頭部側欠損 （6.1） （0.9） 0.5 5.2 一部欠損 06135 11-9

No. 遺構名 層位 種類 材質 製作技法・特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
長 幅 厚 重

10 SI755 確認面 砥石 細粒凝灰岩 板状　砥面数：6　下端側折損　No.06148 と同一個体 7.7 4.5 2.4 119.0 1/2 06150 11-10
11 SI755 住居掘方埋土 砥石 細粒凝灰岩 板状　砥面数：5　上端側折損　No.06150 と同一個体 6.8 4.7 2.0 90.0 1/2 06148 11-11

1

8

※ 4・8・9・10・11：平成 18年度調査既報告分を再掲

10

117

6

5

4

32

9
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SI1004 竪穴住居跡　A-A'　B-B'
No． 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を多量に含む
炭化物・焼土粒を極少量含む　（住居堆）

2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
炭化物・焼土粒を多量に含む　（住居堆）

3 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを含む
焼土・炭化物粒を極少量含む　（住居堆）

4 暗褐 シルト 焼土粒・ブロックを含む
炭化物粒を極少量含む　（住居堆）

5 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ローム・炭化物粒を含む
（SI1004-P9 柱痕）

6 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
（SI1004-P9 柱掘）

7 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム・焼土ブロック、炭化物粒を多量
に含む　（貼床）

8 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む　（住掘）
SI1004 竪穴住居跡　K1　C-C'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム・炭化物粒を極少量含む
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
3 10YR2/2 黒褐 シルト 黒褐色土ブロックを極めて多量に含む
4 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む
5 10YR2/2 黒褐 シルト 焼土ブロック、炭化物片を含む
6 10YR2/1 黒 粘質シルト 黄褐色ローム粒を含む
7 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を含む　（機能時堆）

0 2m

S = 1/60

SI1004 竪穴住居跡　P1　D-D'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む　（柱痕）
2 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（柱掘）
SI1004 竪穴住居跡　P2　E-E'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を含む　（柱痕）
2 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（柱掘）
3 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（柱掘）

4 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を極めて多量に含む
（柱掘）

5 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（柱掘）

6 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極めて多量に含む
（柱掘）

SI1004 竪穴住居跡　P3　F-F'
No． 土色 土性 備考

1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
黒色土ブロックを含む　（柱抜）

2 10YR4/4 褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（柱掘）

第 36 図　SI1004 竪穴住居跡（１）



第２節　六角遺跡・原遺跡

71

SI1004 竪穴住居跡　P4　G-G'
No． 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
黒色土ブロックを極少量含む　（柱抜）

2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（柱掘）
SI1004 竪穴住居跡　P5　H-H'
No． 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック、炭化物粒を極少量含む
（柱痕）

2 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（柱掘）
SI1004 竪穴住居跡　P6　I-I'
No． 土色 土性 備考

1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
炭化物粒を極少量含む　（柱痕）

2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む
炭化物粒を極少量含む　（柱掘）

第 37 図　SI1004 竪穴住居跡（２）　出土遺物（１）

0 2m

S = 1/60

SI1004 竪穴住居跡　P7　J-J'
No． 土色 土性 備考

1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・黄粒を含む
黒色土ブロックを含む　（柱抜）

2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を含む
黒色土ブロックを極少量含む　（柱掘）

SI1004 竪穴住居跡　P8　K-K'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を極少量含む　（柱抜）
2 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（柱掘）
SI1004 竪穴住居跡　D1　L-L'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を極少量含む　（人為）

0 10cm

S=1/3

No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 SI1004 K1 堆積土
Pot.4 土師器 坏

外面：（口~体）ハケメ・（口）ヨコナデ、（体下~底）ケズリ・（口~体）ヘラミガキ
内面：（口）ハケメ→ヨコナデ、（体）ハケメ→（体 ~底）ヘラミガキ
内面（体）：一部赤彩残存

10.5 2.5 6.8 4/5 18 9-3

2 SI1004 K1 堆積土 土師器 坏 内外面：（口）ヨコナデ→（頸）ハケメ　 （11.7） ‐ （4.1） 口 ~
頸部 21 9-6

3 SI1004 K1 堆積土 土師器 器台 外面：ヨコナデ　内面：ヘラミガキ　内外面赤彩 ‐ ‐ （2.0）口縁部 22 9-5

4 SI1004 K1 堆積土
Pot.6 土師器 壺

外面：（口）ヨコナデ・（頸 ~体）ハケメ→（口 ~体）ヘラミガキ→（底）ヘラミ
ガキ工具？によるケズリで凹部作出　内面：（口 ~頸）ヨコナデ→ヘラミガキ
外面（口 ~体）・内面（口 ~頸）：赤彩、外面（体下）：一部赤彩残存

12.8 2.5 16.4 略完形 16 10-1

5 SI1004 床面直上
Pot.3 土師器 高坏 外面：（口）ヨコナデ→（口 ~裾部）ヘラミガキ　内面：（坏部）ヘラミガキ、（裾部）

一部ヘラミガキ　脚部：透孔 3か所、外面坏部下部：一部赤彩残存 14.4 （8.9） 9.1 5/6 24 9-7

6 SI1004 K1 堆積土
Pot.7 土師器 高坏 外面：ハケメ→ヘラミガキ　内面：（坏部）ヘラミガキ　（脚部）ヘラナデ→（裾部）

ヨコナデ　内外面口縁部付近：黒色付着物 17.9 11.4 12.4 4/5 17 9-8
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No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 SI1004 K1 堆積土 土師器 壺 外面：（頸）ハケメ→（口 ~頸）ヘラミガキ　内面：ヘラミガキ （17.8） ‐ （3.9）口縁部 20 9-2
2 SI1004 K1 堆積土 土師器 壺 外面：ハケメ→ナデ→（口）ヨコナデ　内面：ナデ→（口）ヨコナデ　内外面赤彩 ‐ ‐ （3.1）口縁部 19 9-4

3 SI1004 床面直上
Pot.1 土師器 甕

外面：（口）ヨコナデ→（口 ~胴）ハケメ→（胴下）粘土貼付後ケズリ、（底）ヘ
ラケズリ　内面：（口）ヨコナデ→ヘラミガキ・（胴 ~底）ヘラナデ　外面胴部に
二次被熱、中心部には鉄滓状の付着物

（18.4） 7.0 24.3 略完形 23 10-9

4 SI1004 K1 堆積土
Pot.5 土師器 甕

外面：（口）ヨコナデ→（口 ~胴）ハケメ・一部ヘラミガキ、（胴下）粘土貼付後
ヘラケズリ、（底）ヘラケズリ
内面：（口）ヨコナデ→ヘラミガキ・（胴 ~底）ヘラナデ

17.1 7.2 27.8 完形 15 10-10

5 SI1004 P2 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：縄文（L）　内面：剥離　器厚：（0.6）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 27 10-2
6 SI1004 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：縄文（LR）　内面：ナデ、ほぼ剥離　器厚：（0.7）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 31 10-4
7 SI1004 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：縄文（LR）　内面：ナデ、一部剥離　器厚：（0.8）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 32 10-6
8 SI1004 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：縄文（LR）　内面：ナデ、一部剥離　器厚：（0.8）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 30 10-3
9 SI1004 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：縄文（LR）　内面：ナデ、ほぼ剥離　器厚：（0.7）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 28 10-5
10 SI1004 K1 堆積土 縄文土器 深鉢 外面：縄文（LR）　内面：ナデ、剥離顕著　器厚：（0.8）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 29 10-7

第 38 図　SI1004 竪穴住居跡出土遺物（２）

0 10cm

S=1/3

No. 遺構名 層位 種類 材質 製作技法・特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
長 幅 厚 重

11 SI1004 床面直上 砥石 凝灰岩 砥面数 2、被熱により変色、焼けはじけ （8.75）（3.05）（1.30） 33.0 一部 25 10-8
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SE1002 井戸跡　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む
2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む

3 10YR3/3 暗褐 シルト 黒色土ブロックを多量に含む
黄褐色ローム粒を極少量含む

4 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐粘土ブロックを含む
5 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む
6 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む　（井戸側抜・人為）

7 10YR2/2 黒褐 砂質シルト 黒色土ブロック、黄褐色ローム小ブロック・粒
を極少量含む　（井戸側抜・人為）

8 10YR2/2 黒褐 砂質シルト 黒色土ブロック、黄褐色ロームブロック・粒を
多量に含む　（井戸側抜・人為）

9 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を含む　（井戸側抜・人為）

10 10YR2/2 黒褐 シルト 白色粘土・黄褐色ローム粒を多量に含む
（井戸側抜・人為）

11 10YR2/2 黒褐 シルト 黒色土ブロック、黄褐色ローム・白色粘土粒を
含む　（井戸側抜・人為）

12 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極めて多量に含む
（井戸側抜・人為）

13 10YR2/3 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む　（井戸側抜・人為）
14 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む　（井戸側抜・人為）
15 10YR2/3 黒褐 粘土 黄褐色ローム粒を多量に含む　（井戸側抜・人為）

16 10YR3/4 暗褐 粘土 黄褐色ローム粒・ブロックを極めて多量に含む
（井戸側抜・人為）

17 10YR2/1 黒色 粘土 黄褐色粘土ブロックを極少量含む
18 　 砂礫 （機能時堆）

19 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極少量含む
（井戸側掘）

20 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（井戸側掘）
21 10YR4/3 にぶい黄褐 粘土 黒色土ブロックを極少量含む　（井戸側掘）
22 7.5YR3/3 暗褐 粘質シルト 粒状を呈する　（井戸側掘）
SE1002 井戸跡　P1　B-B'
No． 土色 土性 備考
1 黒褐 暗褐色土ブロックを少量含む　（柱痕）
2 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを少量含む　（柱掘）
SE1002 井戸跡　P2　C-C'
No． 土色 土性 備考
1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを少量含む　（柱掘）

SK1003 土坑　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 暗褐 シルト 暗褐色土主体、黄褐色ローム小ブロック少量含む
2 暗褐 シルト 暗褐色土主体、黄褐色ローム小ブロック少量含む

3 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒・小ブロック・ブロックを多量
に含む　（人為）

4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック多量に含む
黄褐色ローム粒を極めて多量に含む　（人為）

5 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒・小ブロック・ブロックを多量
に含む　（人為）

6 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒・小ブロック・ブロックを多量
に含む　（人為）

7 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を多量に含む　（人為）

第 40 図　SE1002 井戸跡、SK1003 土坑
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No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 SE1002 堆積土 中世陶器 甕 外面：ロクロナデ　内面：ロクロナデ、ナデ
受口状口縁、口唇部 ~外面体部に自然釉 24.4 ‐ （9.9） 口 ~

頸部 1 11-12

2 SE1002 堆積土 中世陶器 片口鉢 外面：ロクロナデ→ナデ　内面：ロクロナデ　内面体下部：使用による磨滅 ‐ ‐ （9.8） 口 ~
体部 2 11-15

3 SE1002 堆積土 中世陶器 甕 外面：簾状押印　器厚：（1.1）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 3 11-13
4 SE1002 堆積土 中世陶器 甕 外面：平行タタキ目 器厚：（0.8）cm ‐ ‐ ‐ 胴部 4 11-14

0 10cm

S=1/3

第 41 図　SE1002 井戸跡出土遺物（１）

57~79cm で、いずれも芯去材である。横断面形は半

月形を呈し、側面に割肌を残す。下端の木口形状は様々

で、直線的な切断の痕跡は見られない。このほか、幅

4~11cm、厚さ 2~6cm、長さ 57~66cm の杭状の割材

が出土した。

〔その他の施設〕柱穴 2か所（P1・2）を確認した。井

戸側抜き取り穴に壊されている。掘方の平面形は直径

21~32cm の略円形で、深さ８~21cm である。1 か所で

平面形が直径 8cm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

〔堆積土〕22 層に細分される。1~5 層は黄褐色ローム

粒、黄褐色粘土・黒色土ブロックを含む黒褐色・暗

褐色シルト、6~16 層は黄褐色ロームブロック・粒、

黒色土ブロックなどを含む黒褐色シルト・粘質シル

ト・砂質シルト・粘土、暗褐色粘土、17 層は黄褐色

粘土ブロックをごく少量含む黒色粘土、18 層は砂礫、

19~22層は黄褐色ローム・粘土ブロック、黒色土ブロッ

クを含む黒褐色シルト・粘質シルト、暗褐色粘質シル

ト、にぶい黄褐色粘土である。1~5 層は自然堆積土、

6~16 層は井戸側抜き取り後の人為的埋土、17 層は井

戸廃絶後の自然堆積土、18 層は井戸機能時の堆積土、

19~22 層は井戸側掘方埋土と考えられる。

　このことから、本遺構では井戸の使用が中止されて

井戸側内部の下半が自然埋没（17 層が堆積）した後、

上部を朝顔形に掘り広げて井戸側の上半を抜き取った

4

3

2

1



第４章　調査の結果

76

No. 遺構名 層位 種類 材質 製作技法・特徴
法量（mm・g）

残存 登録 写真
長 幅 厚 重

1 SE1002 堆積土 石皿 デイサイト 板状、両面磨滅、被熱により赤色化 （124.0）（70.5） 25.0 437.0 一部 7 12-1
2 SE1002 堆積土 石皿 デイサイト 板状、両面磨滅、被熱により赤色化、黒色付着物 （145.5）（89.0）（26.0） 641.5 一部 6 12-2
3 SE1002 堆積土 石皿 安山岩 片面全体で使用痕跡あり部分的に磨滅顕著、被熱により黒色化 （203.5）（18.25）（38.5） 1835.0 一部 8 12-3
4 SE1002 堆積土 磨石 安山岩 両面磨滅、黒色付着物 107.0 66.5 38.0 308.5 一部 5 12-4

0 10cm

S=1/3

第 42 図　SE1002 井戸跡出土遺物（２）

と推定される。井戸側の抜き取り後は人為的に埋め戻

され、埋め戻し土の沈下によるとみられる上部の窪地

は最終的に自然埋没している。

〔遺物〕堆積土から中世陶器片口鉢（第 41 図 2）、甕（第

41 図 1・3・4）、磨石（第 42 図 4）、石皿（第 42 図

1~3）が出土した。このほか、堆積土から土師器坏・甕、

ロクロ土師器坏・甕、須恵器壺・甕、縄文土器、石皿

の小破片が出土した。

④ 土坑
【SK1003 土坑】（第 40 図、写真図版 6）

〔位置〕2 区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 138cm 以上、短軸

108cm 以上の方形で、断面形は深さ 31cm の不整逆

台形を呈するとみられる。底面・壁面は凹凸が著しい。

〔堆積土〕7 層に細分される。1・2 層は黄褐色ローム

4
3

2

1

赤色化範囲
■黒色付着物

■黒色付着物

顕著な摩滅範囲

赤色化範囲

黒色化範囲
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ブロックを少量含む暗褐色シルト、3~7 層は黄褐色

ロームブロック・粒を多量に含む暗褐色シルトで、1・

2 層は自然堆積土、3~7 層は人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から土師器、縄文土器の小破片が出土した。

⑤ 柱穴跡
　2・3 区で 23 か所確認した。ごく散漫に分布し、

柱列跡あるいは建物跡として確認できたものはない。

また、遺物は出土していない。

⑥ 遺構外出土遺物
　1 区遺構確認面から土師器壺（第 43 図 1）、須恵器

甕などの小破片、撹乱から土師器甕の小破片、磨石、

流紋岩製石核が出土した。

　2 区遺構確認面から土師器の小破片、撹乱から土師

器、ロクロ土師器甕、須恵器甕の小破片が出土した。

　3 区遺構確認面から土師器、須恵器甕、板状石製品

の小破片、表土から土師器甕、須恵器甕、縄文土器の

小破片、撹乱から 土師器甕などの小破片が出土した。

　遺構確認調査区では、2・3T 遺構確認面から土師器

甕の小破片が出土した。

No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 1区 遺構確認面 土師器 壺 外面：ヨコナデ→円形刺突文　内面：ヘラナデ　器厚：（0.8）cm ‐ ‐ ‐ 頸部 14 12-5

0 10cm

S=1/3

（２）原遺跡
　確認した遺構は、竪穴住居跡 1 軒、柱穴跡 3 か所

である。いずれも 5T に分布する（第 44 図）。遺物は

竪穴住居跡、柱穴跡などから土師器、焼成粘土塊がご

く少数出土した。出土遺物の年代と出土状況などか

ら、確認した遺構は古墳時代前期に位置づけられる。

以下、確認した遺構と遺物について詳述する。

① 竪穴住居跡
【SI101 竪穴住居跡】（第 45 図、写真図版 8・12）

〔位置〕５T ／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕長辺 3.35m、短辺 1.88m 以上／方形

〔方向〕西辺：N-6.0°-E

〔壁面〕地山を壁としてほぼ垂直に立ち上がる。残存

壁高は最大 7cm である。

〔床面・堆積土〕住居掘方埋土を床とし、ほぼ平坦で

ある。中央南側の一部に暗褐色粘質シルトの硬化面が

形成されており、貼床と考えられる。床面を覆う堆積

土の状況は調査時の記録に不備があり詳細を記載でき

ないが、黄褐色ローム粒を含む黒褐色シルトなどで、

住居廃絶後の自然堆積土と考えられる。

〔主柱穴・周溝・壁材〕なし

〔炉跡〕住居中央北寄りの床面に赤色硬化範囲が認め

られ、炉跡の一部と考えられる。

〔その他の施設〕住居南西隅の床面で土坑 1 基

第 43 図　遺構外出土遺物

0 20m

S = 1/500

５T

第 44 図　5T 遺構配置図

1

（K1）、中央北寄りの炉跡下で土坑 1 基（K2）を確認

した。K1 土坑は平面形が長軸 113cm、短軸 68cm 以

上の不整楕円形で、断面形は深さ 20cm の皿状を呈

する。堆積土は黄褐色ローム粒を含む暗褐色シルト

で、人為的埋土と考えられる。K2 土坑は平面形が長

軸 67cm、短軸 62cm の不整楕円形で、断面形は深さ

30cm の椀形を呈する。堆積土は黄褐色ロームブロッ

クを含む暗褐色土で、人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕遺構確認面から土師器壺（第 46 図 2）・甕の

小破片、住居掘方埋土から土師器壺（第 46 図 1）・甕
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0 2m

S = 1/60

SI101 竪穴住居跡　A-A'
No． 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を極少量含む　（住堆）

2 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを含む
黒褐色土ブロックを多量に含む　（貼床）

3 10YR3/4 暗褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロックを含む
黒褐色土ブロックを多量に含む　（住掘）

SI101 竪穴住居跡　B-B'
No． 土色 土性 備考

1 10YR3/4 暗褐 シルト 焼土ブロックを極めて多量に含む
一部赤色硬化がみられる　（K2堆・人為）

2 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック、黒色土粒を含む
焼土粒を極少量含む　（K2堆・人為）

3 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（K2堆・人為）

4 5YR3/6 暗赤褐 シルト 焼土層　一部赤色硬化がみられる
暗褐色土ブロックを極少量含む　　（貼床）

5 7.5YR2/3 極暗褐 シルト 焼土粒・黒色土粒を含む　（住掘）

6 10YR3/4 暗褐 粘質シルト
黄褐色ロームブロックを含む
黒褐色土ブロックを多量に含む
（住掘　住居東西断面 A-A'・3 層対応）

の小破片、焼成粘土塊が出土した。土師器壺（第 46

図 1・2）は頸部 ~ 口縁部と体部上半の破片があり、

胎土・焼成の状態から同一個体と考えられる。直立す

る頸部と外傾する口縁部の境に屈曲を持ち、口縁部内

面に痕跡的な段を持つ有段口縁の壺で、口縁端部は外

反する。口縁部の内外面をヨコナデ調整の後に縦方向

のヘラミガキ調整、頸部内外面を横方向のヘラミガキ

調整で仕上げる。体部は球形を呈するとみられ、外面

に細かいハケメ調整の後、ヘラミガキ調整で仕上げ

る。甕は口縁部の内外面にヨコナデ調整を施す。

SI101 竪穴住居跡　C-C'
No． 土色 土性 備考
1 黒褐 シルト （住堆）
2 暗褐 シルト （住堆）
3 暗褐 シルト （住堆）
4 暗褐 シルト （住堆）
5 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多く含む（住堆）
6 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多く含む（住堆）
7 暗褐 シルト （住堆）
8 暗褐 シルト 焼土粒を多く含む（炉堆）
9 暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を含む（K1堆）
10 5YR3/6 暗赤褐 シルト （炉底面構築土　住居東西断面 B-B'・4 層対応）
11 10YR3/4 暗褐 粘質シルト （住掘　住居東西断面 A-A'・3 層対応）

第 45 図　SI101 竪穴住居跡

② 柱穴跡
　竪穴住居跡の周辺で 3 か所確認した。遺物は土師

器甕などの小破片が出土した。

③ 遺構外出土遺物
　5T 遺構確認面から土師器坏、表土から土師器壺・甕、

9T 表土から土師器、10T 遺構確認面から土師器坏が

出土した。いずれも小破片であるが、土師器坏は無段

丸底坏で内面に黒色処理、外面の口縁部にヨコナデ、

体部にヘラミガキ調整を施すものがある。
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1

第 46 図　SI101 竪穴住居跡出土遺物

＜六角遺跡＞
竪穴住居跡

区 遺構名 位置 方向
規模（ｍ） 残存

壁高
（cm）

構造 施設
床下
土坑

その他
施設 出土遺物 重複関係 時期 図

長 短 床面 主柱穴 壁柱穴 周溝
壁材

カマド
炉 貯蔵穴

1区 SI755 平坦面 東辺：N-19°-W 4.14 3.90 - 住掘貼床 なし なし 一部 南壁
カマド なし なし なし

土師器・ロクロ土師器・須
恵器・縄文土器・ミニチュ
ア土器・鉄釘・砥石

SI753 より新 平安 34

3 区 SI1004 平坦面 南辺：N-45°-E 6.70（5.70） 9 住掘貼床 3 30 （全周） - 南隅 1 - 溝 1
柱穴 1 土師器・縄文土器・砥石・剥片 SA1006 より古 古墳 36

柱列跡

区 遺構名 位置 方向 構造 間数 総長
（ｍ）

柱間寸法
（北・西より）（cm）

柱穴（cm）
出土遺物 重複関係 時期 図

平面形 長軸 短軸 深さ 柱痕跡径
2区 SA1005 平坦面 E-17°-N 東西柱列 2 （4.95）（260）-（235） 楕円形・隅丸方形 25~30 15~24 26~30 - なし なし - 39
3 区 SA1006 平坦面 E-17°-N 東西柱列 3 （20.15）（675）-（640）-（700） 略円形・隅丸方形 30~57 28~50 16~51 - なし SI1004 より新 - 39

井戸跡

区 遺構名 位置
形状 規模（cm）

出土遺物 重複関係 時期 図
平面 横断面 底面 長 短 深

2区 SE1002 平坦面 ( 略円形） 漏斗形 平坦 244 （154） 272 中世陶器甕・片口鉢、磨石・石皿・土師器・ロクロ土師器・須恵器・縄文土器 なし 中世 40

土坑

区 遺構名 位置
形状 規模（cm）

出土遺物 重複関係 時期 図
平面 横断面 底面 長 短 深

2区 SK1003 平坦面 （方形） （不整逆台形） 凹凸 （138） （108） 31 土師器・縄文土器 なし - 40

＜原遺跡＞
竪穴住居跡

区 遺構名 位置 方向
規模（ｍ） 残存

壁高
（cm）

構造 施設
床下
土坑

その他
施設 出土遺物 重複関係 時期 図

長 短 床面 主柱穴 壁柱穴 周溝
壁材

カマド
炉 貯蔵穴

5T SI101 平坦面 西辺：N-6°-E 3.35（1.88） 7 住掘貼床 なし なし なし 中央炉
1 なし 1 土坑 1 土師器・焼成粘土塊 なし 古墳 45

第 6 表　遺構観察表

No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録 写真
口径 底径 器高

1 SI101 住居掘方埋土 土師器 壺 外面：（口）ヨコナデ→ヘラミガキ、（頸）ハケメ→ヘラミガキ
内面：（口）ヨコナデ→ヘラミガキ、（頸）ヘラミガキ　外面焼けはじけ顕著 21.0 ‐ （6.45） 口 ~

頸部 1 12-6

2 SI101 確認面 土師器 壺 外面：ハケメ→ヘラミガキ　内面：ヘラナデ、内面焼けはじけ顕著　 ‐ ‐（14.05） 胴部 2 12-7

0 10cm

S=1/3

2
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３．考察

（１）六角遺跡
①遺物と遺構の年代
遺構と遺物の確認状況　遺構は、竪穴住居跡 2 軒、

柱列跡 2 条、井戸跡 1 基、土坑 1 基、柱穴 23 か所を

確認した。遺物は縄文土器、土師器、須恵器、ロクロ

土師器、中世陶器、石器、礫石器、砥石が少数出土し

た。土器・陶器類は小破片が多いが、SI1004 竪穴住

居跡では土師器の良好な一括資料が出土した。このほ

か、ロクロ土師器は SI755 竪穴住居跡、中世陶器・礫

石器は SE1002 井戸跡から出土している。縄文土器・

須恵器は遺構外などから小片が出土している。

遺物の特徴と年代　全体的に遺物の出土量は多くない

が、ややまとまりの見られる遺構出土遺物について、

その特徴と年代を検討する。

＜ SI1004 竪穴住居跡＞　土師器坏 2 点、高坏２点、

器台 1 点、壺 3 点、甕 2 点がある。坏は平底で半球

形に近い体部を持つ。体部と口縁部の境に屈曲を持

ち、口縁部は内弯気味に外傾する。外面はヘラミガキ

調整またはハケメ調整で仕上げる。内面に赤彩が残存

するものがある。高坏は内弯する坏部と「八」の字形

に開く脚部で構成される。脚上部は中実で、透孔を小

さく三方向に開けるものがある。坏部内外面と脚部外

面はヘラミガキ調整で仕上げる。坏部外面に赤彩が残

存するものがある。器台は内弯する受部の破片で、内

面にヘラミガキ調整、外面にヨコナデ調整の後、内外

面に赤彩を施す。壺は平底で体部が球形を呈し、口縁

部が長く外傾する直口壺のほか、複合口縁、単純口縁

の壺の口縁部破片がある。直口壺は外面の口縁上端を

ヨコナデ、他はヘラミガキ調整で仕上げ、内外面に赤

彩を施す。複合口縁壺は口縁部が外傾し、口縁端部が

わずかに内弯する。内外面にヘラミガキ調整を施す。

単純口縁壺は口縁部が外反する。内外面にヨコナデ調

整の後、赤彩を施す。甕は平底で体部に丸みを持ち、

口縁部が短く外反する。胴部中位に最大径を持ち、球

胴あるいはやや長胴気味を呈する。外面の調整は口縁

部にヨコナデ調整、胴部にハケメ調整、胴部下半にヘ

ラケズリ調整を施す。

　このような特徴を持つ土器群は、塩釜式（氏家

1957）の範疇に含まれるものである。東北地方南部

における当該期の土器編年については辻秀人氏により

細分が図られている（辻 1994・1995）。塩釜式は辻

編年Ⅱ ~ Ⅲ期に相当し、Ⅱ期では多様な「小型鉢」が

存在し、「小型器台」との緩やかなセット関係を持つ

のに対して、Ⅲ期では「小型器台」の上に乗せること

を前提に体部を小型で球形に近い形とする「小型丸底

鉢」と「小型器台」とのセット関係が確立するとされ

ている。本土器群の坏は辻編年における器種分類でⅢ

期のメルクマールとされた「鉢Ｇ（小型丸底鉢）」に

該当する。高坏は「高坏Ｅ・Ｆ」の中間的な形態と考

えられ、「高坏Ｅ」はⅡ－２期、「高坏Ｆ」はⅢ期に広

く認められる。器台はⅡ ~ Ⅲ期を通じて存続する「器

台Ｄ」に該当するとみられる。壺は「壺Ｈ・Ｋ・Ｓ」

に該当し、「壺 H」はⅡ期には体部がやや扁平で、Ⅲ

期には球形に、「壺Ｋ」はⅡ期には体部が球形に近く、

Ⅲ期の終末にはやや楕円形に変化する。甕は「甕Ｖ」

に該当し、Ⅱ－２期からⅢ期に普遍的に存在する。

　以上のことから、SI1004 竪穴住居跡出土土器は塩

釜式期（古墳時代前期・4 世紀）に位置づけられる。

また、辻編年ではⅢ期に位置づけられ、塩釜式の中で

も後出の様相を持つものと考えられる。

　なお、本遺跡では平成 18 年度の発掘調査でも当該

期の集落跡を確認し、これに伴う第１群土器を塩釜式

期（辻編年Ⅲ期）に位置づけており、SI1004 竪穴住

居跡出土土器はこれに包括されるものである。

＜ SI755 竪穴住居跡＞　ロクロ土師器坏 4 点がある。

ロクロ土師器は表杉ノ入式（氏家 1957）の範疇に含

まれる。表杉ノ入式については主に坏類の形態と製作

技法の検討から、時期が降るほど口径に占める底径の

比率（底径口径比）が小さくなる傾向や、ロクロ台か

らの切り離し後に再調整を行なわなくなる傾向などが

明らかにされている。

　SI755 竪穴住居跡出土土器のうち、坏の器形を復元

できるものは 1 点のみであるが、体部が内弯気味に立

ち上がり、口縁部がそのまま外傾する。口径 14.4cm、

底径 5.8cm、器高 4.9cm、底径口径比 0.40 である。

底部の切り離しは回転糸切りで、切り離し後に外底面

に軽いナデ調整を施す。内面の底部に放射状、体部に

横方向のヘラミガキ調整の後、黒色処理を施す。

　資料数が少ないため土器群としての様相把握には限

界があるものの、上述の特徴に代表させるとすれば、

底径口径比が小さく底部の切り離し後に積極的な再調

整を行なわないこと、赤焼土器を伴わないことから

10 世紀までは降らず、9 世紀後葉（平安時代前葉後半）

に概ね位置づけられるものと考えておきたい。

＜ SE1002 井戸跡＞　中世陶器甕 3 点、片口鉢 1 点が

ある。いずれも破片資料であり全体の器形を復元で

きるものはないが、甕は断面Ｌ字型の受口状口縁で、

幅 2cm 弱の狭い口縁縁帯部を持つ。胴部外面に簾状
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押印を持つものがある。片口鉢は体部が直線的に外傾

し、口縁部付近に緩やかな屈曲を持つ。

　これらは 13 世紀後半の操業と考えられている白石

市一本杉窯跡（宮城県教育委員会 1996）や、これに

やや先行する可能性のある東北窯跡群に類例が見ら

れ、消費地では蔵王町持長地遺跡（宮城県教育委員会

1980）、十郎田遺跡（蔵王町教育委員会 2011d・e）、

西屋敷遺跡（蔵王町教育委員会 2012）など 13~14 世

紀の屋敷跡から出土している。

　以上のことから、SE1002 井戸跡出土中世陶器は

13~14 世紀に位置づけられるものと考えられる。

遺構の機能時期　遺物の年代などから、SI1004 竪穴

住居跡は 4 世紀（古墳時代前期）、SI755 竪穴住居跡

は 9 世紀後葉（平安時代前葉後半）、SE1002 井戸跡

は 13~14 世紀（鎌倉 ~ 南北朝時代）に位置づけられる。

②遺構の性格
　機能時期の推定できた遺構には 4 世紀・9 世紀後葉

の竪穴住居跡、13~14 世紀の井戸跡がある。本遺跡

の平成 18 年度調査成果も踏まえながら、今回確認し

た遺構の正確について述べる。

　4 世紀の竪穴住居跡は 1 軒を確認したが、平成 18

年度調査では今回調査地点の約 150m 南に 6 軒、約

200m 南東に 1 軒を確認しており、当該期の集落跡が

広範囲に展開している可能性が考えられる。

　9 世紀後葉の竪穴住居跡は 1 軒を確認した。平成

18 年度調査では同時期の住居跡は確認されておらず、

今回確認した住居跡は単独で営まれたか、小規模な集

落を形成していた可能性が考えられる。

　13~14 世紀の井戸跡は 1 基を確認した。平成 18 年

度調査では同時期の遺構は確認されていないが、周辺

に屋敷跡などが展開している可能性が考えられる。

（２）原遺跡
①遺物と遺構の年代
　遺構は、竪穴住居跡 1 軒、柱穴跡 3 か所を確認し、

ごく少量の土師器、焼成粘土塊が出土した。

　SI101 竪穴住居跡出土遺物には土師器壺 1 個体があ

る。直立する頸部と外傾する口縁部の境に屈曲を持

ち、口縁部内面に痕跡的な段を持つ有段口縁の壺で、

口縁端部は外反する。口縁部の内外面をヨコナデ調整

の後に縦方向のヘラミガキ調整、頸部内外面を横方向

のヘラミガキ調整で仕上げる。体部は球形を呈すると

みられ、外面に細かいハケメ調整の後、ヘラミガキ調

整で仕上げる。

　このような特徴を持つ土器は、塩釜式（氏家 1957）

の範疇に含まれるものである。前述の辻秀人氏による

編年の器種分類では「壺Ｃ」に該当する。「壺Ｃ」は

有段口縁の大型の壺で、仙台平野周辺では辻編年Ⅱ－

２期からⅢ期に確認されており、古い段階のものは体

部が球形に近く、口縁部の段も明瞭に作出されるが、

新しい段階には体部が楕円形に近づき、口縁部の段も

痕跡的になる傾向があるとされている。SI101 竪穴住

居跡出土土器は、口縁部の段が痕跡的なものとなって

いることから後出的な様相と判断されよう。

　以上のことから、SI101 竪穴住居跡出土土器は塩釜

式期（古墳時代前期・4 世紀）に位置づけられる。ま

た、辻編年ではⅢ期に位置づけられ、塩釜式の中でも

後出の様相を持つものと考えられる。

②遺構の性格
　機能時期の推定できた遺構には 4 世紀の竪穴住居

跡 1 軒がある。南側に隣接する六角遺跡では、前述

のとおり 4 世紀の住居跡 8 軒を確認しており、同時

期の集落跡が本遺跡の今回調査地点周辺まで広がって

いる可能性が考えられる。

（３）まとめ
・六角遺跡では 4 世紀（古墳時代前期）・9 世紀後葉

（平安時代前葉後半）の竪穴住居跡、13~14 世紀（鎌

倉 ~ 南北朝時代）の井戸跡が確認された。

・原遺跡では 4 世紀（古墳時代前期）の竪穴住居跡 1

軒が確認された。

・4 世紀（古墳時代前期）の竪穴住居跡は六角遺跡・

原遺跡で各 1 軒が確認され、六角遺跡の平成 18 年

度調査で確認されていた同時期の集落跡が今回調

査地点周辺まで広がっていることが判明した。

・9 世紀後葉（平安時代前葉後半）の竪穴住居跡は 1

軒が確認され、単独で営まれたか小規模な集落を形

成していた可能性が考えられる。同様の状況は磯ヶ

坂遺跡（第 1 節）でも確認されており、当該期の

集落立地を考える上で興味深い成果である。

・13~14 世紀の井戸跡は 1 基を確認し、井戸側は方

形縦板組で隅柱を持つ構造と考えられる。周辺に

屋敷跡などが展開している可能性が考えられる。当

該期の屋敷跡は周辺の十郎田遺跡、西屋敷遺跡で

も確認されており、円田盆地北部における中世前

半の村落景観を考える上で重要と考えられる。
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1．円田盆地北部航空写真（六角遺跡・原遺跡周辺、2002 年撮影）

4．3区・4T 調査前状況（北西から）5．9・10T 調査前状況 ( 北から )

6．5～8T 調査前状況（南西から） 7．3区 掘削作業風景2．1・2区 調査前状況（西から） 3．3区 調査前状況（西から） 

8．3区 作業風景（北東から） 9．２区 作業風景（西から）

写真図版 1

六角遺跡

上葉の木沢遺跡

鍛冶屋敷遺跡

原遺跡

車地蔵遺跡

十郎田遺跡

窪田遺跡

前戸内遺跡 西屋敷遺跡

西小屋館跡

戸ノ内遺跡

後原遺跡
清上遺跡

三の輪遺跡

六角遺跡
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1．1 区 遺構確認状況（西から） 2．2区 遺構確認状況（西から）

3．3区 遺構確認状況（西から） 4．3区 遺構確認状況（東から）

写真図版 2 六角遺跡
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4．2T 遺構確認状況（東から）

5．3T 遺構確認状況（東から） 6．4T 遺構確認状況（南東から）

2．1T 遺構確認状況（南から）

7．5T 遺構確認状況（北東から） 8．6T 遺構確認状況（南西から） 9．7T 遺構確認状況（北東から） 10．8T 遺構確認状況（北東から）

13．SA1005柱列跡P1断面（南から）14．SA1005柱列跡P2断面（南から）

11．9T 遺構確認状況（南から） 12．10T 遺構確認状況（南から） 15．SA1005柱列跡P2断面（南から）

3．2区 作業風景（西から）

16．SI755 作業風景（西から）

1． N8 西区 調査状況（東から・平成 18 年度調査）

写真図版 3六角遺跡
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5．SI755 竪穴住居跡（北半部・南から）

9．SI1004竪穴住居跡P1完掘状況（南東から）

10．SI1004 竪穴住居跡 P1 断面（東から）

11．SI1004 竪穴住居跡 P2 完掘状況（東から）12．SI1004 竪穴住居跡 P2 断面（東から） 13．SI1004 竪穴住居跡 P3 断面（南から）

1．SA1006柱列跡P1断面（北西から） 2．SA1006柱列跡P2断面（西から） 3．SA1006柱列跡P3断面（南西から） 4．SA1006柱列跡P4断面（南から）

8．SI755 竪穴住居跡（南半部・北から・平成 18 年度調査）

6．SI755 住居跡炉跡 断面（北から・H18）

7．SI755 住居跡カマド 断面（東から・H18）

写真図版 4 六角遺跡
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1．SI1004 竪穴住居跡（北東から）

2．SI1004 竪穴住居跡 P4 断面（東から）

7．SI1004 竪穴住居跡 遺物出土状況（北から）

3．SI1004 竪穴住居跡 P5 断面（南西から）

4．SI1004 竪穴住居跡 P6 断面（東から） 5．SI1004 竪穴住居跡 P7 断面（南東から） 6．SI1004 竪穴住居跡 P8 断面（北西から）

8．SI1004竪穴住居跡K1土坑 完掘状況（北西から） 

9．SI1004竪穴住居跡K1土坑 断面（北西から）

10．SI1004竪穴住居跡 遺物出土状況（西から）11．SI1004竪穴住居跡K1 遺物出土状況 （北西から）12．SI1004竪穴住居跡K1 遺物出土状況 （西から）

写真図版 5六角遺跡
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1．SI1004竪穴住居跡K1 遺物出土状況 （西から）2．SI1004竪穴住居跡D1 断面 （西から） 3．SI1004 竪穴住居跡周溝 断面（南東から）

5．SE1002 井戸跡 P2 断面（南から）

7．SE1002 井戸跡 完掘状況（北から） 8．SE1002 井戸跡 断面（南から）

10．SE1002 井戸跡 側材検出状況（南から）9．SE1002 井戸跡 完掘状況（北から）

11．SK1003 土坑 完掘状況（東から） 12．SK1003 土坑 断面（西から）

4．SI1004 竪穴住居跡 作業風景 6．SE1002 井戸跡 作業風景（西から）

13．原遺跡 1T 作業風景（南から）

写真図版 6 六角遺跡
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4．1T 遺構確認状況（南から） 5．2T 遺構確認状況（南から） 6．3T 遺構確認状況（南から） 7．4T 遺構確認状況（南から）

1．1～ 4T 調査前状況（北から） 2．1～ 4T 調査前状況（北西から） 3．5～ 10T 調査前状況（北東から）

8．5T 遺構確認状況（北から） 9．5T 遺構確認状況（南から）

写真図版 7原遺跡
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1．6T 遺構確認状況（北東から） 3．8T 遺構確認状況（北東から） 4．9T 遺構確認状況（南西から）

5．10T 遺構確認状況（南西から）

10．P101 断面（北西から） 11．P102 断面（北西から） 12．P103 断面（東から）

8．SI101 竪穴住居跡 K2 土坑 断面（北から） 9．SI101 竪穴住居跡 炉跡（東から）7．SI101竪穴住居跡K2土坑 完掘状況（東から）

6．SI101 竪穴住居跡（東から）

2．7T 遺構確認状況（南西から）

13．1T 作業風景（南から）

写真図版 8 原遺跡
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（S≒ 1/3）

　六角遺跡　SI1004 竪穴住居跡出土遺物（1）
（第 37・38 図）

22
33

44 55 66

77 88

11

写真図版 9六角遺跡
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（S≒ 1/3）

　六角遺跡　SI1004 竪穴住居跡出土遺物（2）
（第 37・38 図）

22 33 44

55

66

77 88

99 1010

11

写真図版 10 六角遺跡
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（S≒ 1/3）

　六角遺跡　SI755 竪穴住居跡出土遺物、SE1002 井戸跡出土遺物（1）
（1～ 11：SI755・第 35 図、12 ～ 15：SE1002・第 41 図）

22 33

44 55

66 77 88 99

1010

1111

1212

11

1313

1414

1515

1：底部拡大1：底部拡大 1：墨書拡大1：墨書拡大

3：墨書拡大3：墨書拡大

4：墨書拡大（赤外線写真）4：墨書拡大（赤外線写真）

写真図版 11六角遺跡
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（S≒ 1/3）

六角遺跡　SE1002井戸跡出土遺物（2）、遺構外出土遺物　原遺跡　SI101竪穴住居跡出土遺物
（1～ 4：SE1002・第 42 図、5：遺構外・第 43 図、6：P101・第 46 図、7：SI101・第 46 図）

22

33 44

5

66 77

11

5：外面円形刺突文拡大5：外面円形刺突文拡大

写真図版 12 六角遺跡・原遺跡
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第３節　六角遺跡（近世墓編）

１．はじめに

（１）調査・報告の経緯
　県営ほ場整備事業における田面・水路・作業道の工

事に伴う六角遺跡の発掘調査は平成 18・19 年度に実

施し、その成果は平成 19 年度に報告している（蔵王

町教育委員会 2008）。平成 18 年度の発掘調査では、

近世以降の掘り込みと判断された遺構の一部を調査対

象とし、近世墓 8 基の内容を把握したが、上記の報

告書には未掲載となっていた。その後、前戸内遺跡

（蔵王町教育委員会 2013）、磯ヶ坂遺跡（本章第 1 節）

でも近世墓群が確認され、これらとの比較検討資料と

しても重要な意味を持つと考えられたことから、ここ

に報告して既刊の報告書の内容を補足しておきたい。

墓は単独で、N6 西区の近世墓群は東西方向に列状に

並んで確認された。これらの近世墓を確認した地点周

辺の基本層序は、本書第 2 節の記載と同様である。

２．遺構と遺物

（１）S1 西区
【SK37 近世墓】（第 49・50 図、写真図版 1）

〔位置〕S1 西区／南西向緩斜面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 172cm、短軸 132cm の

隅丸方形で、断面形は深さ 73cm の逆台形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕4 層に細分される。1 層は微量の炭化物・

白色粘土ブロックを含む黒褐色シルト、2 層は均質な

暗褐色シルト、3 層は白色粘土ブロックを少量含む暗

褐色シルト、4 層は白色粘土ブロックを多量に含むに

ぶい黄褐色シルトで、いずれも人為的埋土と考えられ

る。3~4 層は埋葬時の埋土、1~2 層は埋葬時の埋土起

源の崩落土の可能性が考えられる。

第 47 図　平成 18・19 年度の調査区配置図

0 20m

S = 1/500

第 48 図　S1 西区 SK37 近世墓の位置

（２）近世墓の確認状況
　六角遺跡は、円田盆地北西縁の高木丘陵から盆地中

央部に向かって南東方向に長く張り出す低平な舌状丘

陵上に立地する。平成 18・19 年度には、遺跡の立地

する舌状丘陵を東西に横断する農道より南側に S1~S3

区、北側に N1~N10 区を設定して調査を実施した（第

47 図）。発掘調査面積は合計 25,800㎡である。

　近世墓は遺跡南部の丘陵尾根筋にあたる S1 西区で

1 基（第 48 図）、遺跡北部の丘陵平坦面にあたる N6

西区で 8 基（第 51 図）を確認した。S1 西区の近世

Ｎ10区

Ｓ１西区

Ｓ１南区

Ｓ３東区Ｓ３中区Ｓ３西区

Ｎ１南区

Ｎ２東区

Ｎ５南区

Ｎ５北区Ｎ８西区

Ｎ８東区

Ｎ６東区

原遺跡

六角遺跡

Ｎ６西区

Ｎ９中区

Ｎ９南区

Ｎ９北区

Ｎ２中区

Ｎ２南区

Ｎ２西区

Ｎ３区

Ｎ１北区

Ｎ４中区

Ｎ４南区

Ｎ４北区

Ｓ２北区

Ｓ２南区

Ｓ１中区 Ｓ１東区

Ｎ７区

平成18・19年度調査区　　　平成14・18年度遺構確認調査区　　　遺跡範囲

N

0                    50                  100m
1 :  6 ,000
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第 50 図　S1 西区 SK37 近世墓の位置

0 2m

S = 1/60

0 5m

S = 1/200

（２）N6 西区
【SK427 近世墓】（第 52・53 図、写真図版 1）

〔位置〕N6 西区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 170cm、短軸 150cm の

隅丸方形で、断面形は深さ 80cm の箱形を呈する。底

面はほぼ平坦である。

〔堆積土〕6 層に細分される。1・2 層は黄褐色ローム

ブロック・粒を多量に含む黒褐色シルト、3 層は多量

の黄褐色ローム粒と少量の黄褐色ロームブロックを含

む黒褐色粘質シルト、4 層は黄褐色ロームブロック・

粒を多量に含む黒褐色シルトで、いずれも人為的埋土

と考えられる。1~3 層と 4~6 層の間には不整合を生

じていることから、4~6 層は埋葬時の埋土、1~3 層は

埋葬時の埋土起源の崩落土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から銅銭（寛永通寳 6 点、第 53 図

1~6）、ガラス製数珠玉（130 点、第 53 図 9）、塗膜片（赤

漆、第 53 図 10・11）、骨片（歯 9 点など、第 53 図

12）、種子（米22点など、第53図8）、不明鉄製品（管状、

第 53 図 7）が出土した。このほか、堆積土から鉄釘

第 51 図　N6 西区近世墓群の位置

N6西区西部
0 20m

S = 1/500

SK37 近世墓　A-A'
№ 土色 土性 備考

1 10YR2/3　黒褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む
白色粘土ブロック・炭化物粒を極少量含む　（人為）

2 10YR3/3　暗褐 シルト 均質土（人為）
3 10YR3/4　暗褐 シルト 白色粘土ブロックを少量含む（人為）
4 10YR4/3　にぶい黄褐 シルト 白色粘土ブロックを多量に含む（人為）

〔遺物〕堆積土 2 層から銅銭（寛永通寳 6 点、第 49

図 1~6）、煙管（吸口？）が出土した。

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録
径 厚 重

1 SK37 堆積土 2層 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 24.5 1.2 3.1 完形 212a
2 SK37 堆積土 2層 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 24.8 1.3 3.3 完形 212b
3 SK37 堆積土 2層 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 24.7 1.3 3.0 完形 212c
4 SK37 堆積土 2層 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 24.4 1.1 2.5 完形 212d
5 SK37 堆積土 2層 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 25.1 1.1 2.2 完形 212e
6 SK37 堆積土 2層 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 25.6 1.5 2.4 完形 212f

Ｓ≒ 1/1

5 61 432

第 49 図　SK37 近世墓出土遺物
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SK427 近世墓　A-A'
№ 土色 土性 備考
1 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む　（崩）
2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を極めて多量に含む　（崩）

3 10YR2/2 黒褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を多量、黄褐色ローム・暗褐色
土ブロックを少量含む　（崩）

4 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む　（人為）

5 10YR2/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む
暗褐色土ブロックを少量含む　（人為）

6 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を極めて多量に含む　（人為）
SK429 近世墓　B-B'
№ 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐色 シルト 黄褐色ロームブロックを極めて多量に含む　（崩）

2 10YR2/3 黒褐色 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む
暗褐色土ブロックを含む　（崩）

3 10YR2/3 黒褐色 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を極めて多量に含む　（崩）

4 10YR2/3 黒褐色 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む
暗褐色土ブロックを含む　（人為）

5 10YR2/2 黒褐色 シルト 黄褐色ロームブロックを極めて多量に含む　（人為）

6 10YR2/2 黒褐色 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
黄褐色ローム粒を極めて多量に含む　（人為）

7 10YR2/2 黒褐色 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む　（人為）
SK441 近世墓　C-C'　
№ 土色 土性 備考
1 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む　（崩）

2 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
黄褐色ローム粒を極めて多量に含む　（崩）

3 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（人為）
4 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（人為）
5 10YR4/6 褐 粘質シルト 黄褐色ロームブロック主体　（人為）

6 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む
黄褐色ローム粒を極めて多量に含む　（人為）

0 2m

S = 1/60

0 5m

S = 1/200

SK442 近世墓　D-D'
№ 土色 土性 備考
1 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む　（崩）

2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む
黄褐色ローム粒を極めて多量に含む　（崩）

3 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（人為）
4 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（人為）
5 10YR4/4 褐 シルト 黄褐色ロームブロック主体　（人為）
6 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを極めて多量に含む　（人為）
SK444 近世墓　E-E'
№ 土色 土性 備考

1 10YR3/3 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック多量に含む
黄褐色ローム粒を極めて多量に含む　（崩）

2 10YR2/3 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む　（崩）

3 10YR3/2 黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を多量に含む
炭化物を極少量含む　( 人為 )

4 10YR3/4 暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　( 人為 )
SK449 近世墓　F-F'
№ 土色 土性 備考

1 10YR3/4　暗褐 シルト 黄褐色ロームブロック少量含む
黄褐色ローム粒を多量に含む　( 崩 )

2 10YR3/3　暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを少量含む
黄褐色ローム粒を多量に含む　( 崩 )

3 10YR3/4　暗褐 粘質シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　( 崩 )
4 10YR4/4　褐 シルト 黄褐色ロームブロックを多量に含む　（人為）
5 10YR3/3　暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロックを多量に含む　（人為）
6 10YR2/3　黒褐 シルト 黄褐色ロームブロック・粒を極少量含む　（人為）

7 10YR3/4　暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を多量に含む
黒褐色土ブロックを含む　（人為）

SK455 近世墓　G-G'
№ 土色 土性 備考
1 10YR3/4　暗褐 シルト 黄褐色ロームブロックを含む　（人為）
2 10YR3/3　暗褐 シルト 黄褐色ローム粒を少量含む　（人為）
SK471 近世墓　H-H'
№ 土色 土性 備考

1 10YR3/4　暗褐 シルト 黄褐色ローム小ブロック・粒を多量に含む
下半部に炭化物粒を少量含む　（人為）

第 52 図　N6 西区近世墓群
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（角釘 6 点）、不明鉄製品（板状）、木片、礫片、陶器・

土師器・ロクロ土師器・須恵器の小破片が出土した。

【SK429 近世墓】（第 52・53 図、写真図版 1）

〔位置〕N6 西区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 130cm、短軸 120cm の

略円形で、断面形は深さ 101cm の逆凸字形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕7 層に細分される。黄褐色ロームブロック・

粒を含む黒褐色シルトで、いずれも人為的埋土と考え

られる。1~3 層と 4~7 層の間には不整合を生じてい

ることから、4~7 層は埋葬時の埋土、1~3 層は埋葬時

の埋土起源の崩落土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から銅銭（寛永通寳 6 点、第 53 図

13）のほか、骨片（歯 4 点）、鉄釘（1 点）、土師器・

ロクロ土師器・須恵器の小破片が出土した。

【SK441 近世墓】（第 52・54 図、写真図版 1）

〔位置〕N6 西区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 210cm、短軸 180cm の

略円形で、断面形は深さ 115cm の漏斗形を呈する。

底面は平坦である。

〔堆積土〕6 層に細分される。黄褐色ロームブロック・

粒を含む黒褐色シルト、褐色粘質シルトで、いずれも

人為的埋土と考えられる。1~2 層と 3~6 層の間には

不整合を生じており、3~6 層は埋葬時の埋土、1~2 層

は埋葬時の埋土起源の崩落土と考えられる。

〔遺物〕底面付近の堆積土 2層から木製板材が出土し、

板材の直上から煙管（雁首・吸口、第 54 図 3~5）、銅銭（寛

永通寳 6点、第 54図 1）が、堆積土 2層底面から煙管（雁

首、第 54 図 2）が出土した。また、堆積土から鉄釘（角

釘 1点）、磁器輪花皿・土師器の小破片が出土した。

【SK442 近世墓】（第 52・54・55 図、写真図版 2）

〔位置〕N6 西区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 120cm、短軸 110cm の

略円形で、断面形は深さ 73cm の逆台形を呈する。底

面はやや皿状に窪んでいる。

〔堆積土〕6 層に細分される。黄褐色ロームブロック・

粒を含む黒褐色・褐色・暗褐色シルトで、いずれも人

為的埋土と考えられる。1・2 層と 3~6 層の間には不

整合を生じており、3~6 層は埋葬時の埋土、1~2 層は

埋葬時の埋土起源の崩落土と考えられる。

〔遺物〕底面付近の堆積土から木製挽物容器（鏡箱・

漆塗？、第 55 図 2）、木片、青銅製和鏡（蓬莱鏡、第

55 図 1）、煙管（雁首、第 54 図 8）、堆積土から煙管

（吸口、第 54 図 9）、銅銭（寛永通寳 6 点、第 54 図

6・7）、骨片（歯 3 点、第 54 図 10）が出土した。青

銅製和鏡は木製挽物容器の中に鏡面を下にして出土し

た。また、堆積土から土師器・須恵器・縄文土器の小

破片が出土した。

【SK444 近世墓】（第 52・56 図、写真図版 1）

〔位置〕N6 西区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 160cm、短軸 140cm の

略円形で、断面形は深さ 88cm の漏斗形を呈する。底

面は平坦でやや東に傾斜する。

〔堆積土〕4 層に細分される。黄褐色ロームブロック

を含む黒褐色・暗褐色シルトで、いずれも人為的埋土

と考えられる。1~2 層と 3~4 層の間には不整合を生

じていることから、3~4 層は埋葬時の埋土、1~2 層は

埋葬時の埋土起源の崩落土と考えられる。

〔遺物〕底面直上から陶器碗（第 56 図 1）が逆位で出

土した。また、堆積土から鉄釘（角釘 1 点）、骨片、

土師器・ロクロ土師器・須恵器・弥生土器の小破片が

出土した。

【SK449 近世墓】（第 52・56 図、写真図版 2）

〔位置〕N6 西区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 150cm、短軸 130cm の

隅丸方形で、断面形は深さ 97cm の逆凸字形を呈する。

底面はほぼ平坦である。

〔堆積土〕7層に細分される。黄褐色ロームブロックを

含む褐色・暗褐色シルト、暗褐色粘質シルトで、いず

れも人為的埋土と考えられる。1~3 層と 4~7 層の間に

は不整合を生じていることから、4~7 層は埋葬時の埋

土、1~3 層は埋葬時の埋土起源の崩落土と考えられる。

〔遺物〕底面から銅銭（寛永通寳 7 点、第 56 図

2~7）、堆積土から煙管（雁首・吸口、第 56 図 8・9）、

骨片（歯、第 56 図 10）が出土した。このほか、堆

積土から染付磁器碗、炭化木片、布片、土師器・ロク

ロ土師器・弥生土器の小破片が出土した。

【SK455 近世墓】（第 52・56 図、写真図版 2）

〔位置〕N6 西区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が一辺 80cm の隅丸正方形で、断

面形は深さ 73cmの箱形を呈する。底面は平坦である。

〔堆積土〕2 層に細分される。黄褐色ロームブロック・

粒を含む暗褐色シルトで、いずれも人為的埋土と考え

られる。
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No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録
径 厚 重

1 SK427 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 23.5 1.2 2.7 完形 201
2 SK427 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 24.2 1.3 3.5 完形 222a
3 SK427 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 23.8 1.0 2.8 完形 222b
4 SK427 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 24.9 1.1 3.2 完形 222c
5 SK427 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　新寛永銭 23.0 1.0 2.5 完形 222d
6 SK427 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　背文「文」　新寛永銭（文銭） 25.6 1.4 4.2 完形 222e

Ｓ≒ 1/1

Ｓ≒ 1/1

9：任意拡大

5 6a1 432

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴 残存 登録
7 SK427 堆積土 管状鉄製品 鉄 2点 一部 224
8 SK427 堆積土 植物種子 炭化 23点（稲籾：22点、不明球形種子：1点）　長：稲籾 3.8~6.5mm、不明球形種子 3.8mm　総重量：0.2g 一部欠損 223

9 SK427 堆積土 数珠玉 硝子 130 点（乳白色 ~透明：121 点、飴色：9点）
径：3.5~5.0mm　孔径：1.1~1.6mm　厚：2.3~4.6mm　重：≦ 0.2g　総重量：11.6g 完形 202

10 SK427 堆積土 塗膜片 漆 赤漆 一部 203
11 SK427 堆積土 塗膜片 漆 赤漆 一部 229
12 SK427 堆積土 骨片 歯 9点 一部 204・205

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録
径 厚 重

13 SK429 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 6枚錆着　最上面：銭文「寛永通寳」　新寛永銭　径：23.8mm - （9.5）（17.8） （錆着） 218

7

8 9

12

第 53 図　SK427・SK429 近世墓出土遺物

10 11

13

6b
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Ｓ≒ 1/1

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録
径 厚 重

1 SK441 堆積土 2層
木製板材直上 銅銭（寛永通寳） 銅 6枚錆着　最上面：銭文「寛永通寳」　新寛永銭　径：25.3mm　厚：1.4mm - （7.5）（17.4） （錆着） 215

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴 残存 登録

2 SK441 堆積土 2層
底面 煙管（雁首） 銅 雁首一部欠損、竹製羅宇一部残存

雁首寸法／長：（5.70）cm、高：1.95cm、火皿径：1.50cm、小口径：（0.85）cm 一部欠損 216

3 SK441 堆積土 2層
木製板材直上 煙管（雁首） 銅 雁首一部欠損、竹製羅宇一部残存

雁首寸法／長：4.35cm、高：1.95cm、火皿径：1.51cm、小口径：0.92cm 一部欠損 217a

4 SK441 堆積土 2層
木製板材直上 煙管（吸口） 銅 吸口一部欠損、竹製羅宇一部残存　

吸口寸法／長：（4.80）cm、小口径：0.97cm 一部欠損 217b

5 SK441 堆積土 2層
木製板材直上 煙管（吸口） 銅 吸口一部欠損、竹製羅宇一部残存

吸口寸法／長：（4.20）cm、小口径：（0.95）cm 一部欠損 217c

第 54 図　SK441・SK442 近世墓出土遺物

5

1

432

Ｓ≒ 1/1 Ｓ≒ 1/1

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録
径 厚 重

6 SK442 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 2枚錆着　最上面：銭文「寛永通寳」　新寛永銭　径 23.7mm、厚 1.1mm - （2.8） （4.4） 錆着 221a
7 SK442 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 4枚錆着　最上面：銭文「寛永通寳」　新寛永銭　径 21.5mm、厚 0.9mm - （4.8） （8.2） 錆着 221b

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴 残存 登録

8 SK442 底面 煙管（雁首） 銅 雁首完形、竹製羅宇一部残存　布付着
雁首寸法／長：6.90cm、高：2.25cm、火皿径：1.67cm、小口径：0.90cm 完形 219

9 SK442 堆積土 煙管（吸口） 銅 吸口一部欠損、竹製羅宇一部残存　布付着
吸口寸法／長：（5.40）cm、小口径：0.90cm 一部欠損 220

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴 残存 登録
10 SK442 堆積土 骨片 歯 3点 一部 208

76 98

10

Ｓ≒ 1/3

Ｓ≒ 1/3

〔遺物〕堆積土から銅銭（寛永通寳 1 点、第 56 図

13）、鉄銭（3 点、第 56 図 12）、煙管（吸口・雁首、

第 56 図 14・15）が出土した。このほか、堆積土か

ら鉄釘（角釘 37 点）が出土した。

【SK471 近世墓】（第 52・56 図、写真図版 2）

〔位置〕N6 西区／平坦面

〔重複〕なし

〔規模・形状〕平面形が長軸 70cm、短軸 60cm の角

丸方形で、断面形は深さ 82cm の箱形を呈する。底面

は平坦である。

〔堆積土〕多量の黄褐色ロームブロック・粒と、炭化

物粒を含む暗褐色シルトで、人為的埋土と考えられる。

〔遺物〕堆積土から鉄銭（1 点、第 56 図 11）、鉄釘（角

釘 19 点）、土師器・須恵器の小破片が出土した。

6

7
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第 55 図　SK442 近世墓出土遺物

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録
径 厚 重

1 SK442 底面 和鏡 青銅 円形鏡　直角式高縁　鏡背：亀形鈕、二重圏線、蓬莱図、菊花紋？　縁高：7.8mm 102.0 0.9 100.0 完形 207

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録
長 幅 厚

2 SK442 底面 挽物容器（漆器？） 木 内面：鉋痕　外面：一部塗膜残存（茶褐色・漆？） （102.0）（96.0）（75~107） 一部 228

0 5cm

S=2/3

Ｓ≒ 2/3

Ｓ≒ 1/3

任意拡大

1

2

1
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0 10cm

S=1/3

No. 遺構名 層位 種類 器種 器面調整・特徴
法量（cm）

残存 登録
口径 底径 器高

1 SK444 底面直上 陶器 碗 内外面：灰釉　見込：目跡 3か所 11.1 4.8 6.3 略完形 211

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴 残存 登録
10 SK449 堆積土 骨片 歯 15点 一部 206

Ｓ≒ 1/3
1

1

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録
径 厚 重

2 SK449 底面 銅銭 銅 2枚錆着　上面側／径：24.6mm、厚：1.1mm　下面側／径：24.6mm、厚：1.3mm - （2.6） （6.4） （錆着） 214a
3 SK449 底面 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　新寛永銭 23.1 1.1 2.1 完形 214b
4 SK449 底面 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　新寛永銭 22.2 0.9 1.2 完形 214c
5 SK449 底面 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 24.3 1.1 2.6 完形 214d
6 SK449 底面 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」 24.7 1.7 3.9 完形 214e
7 SK449 底面 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　新寛永銭 21.7 0.9 0.9 一部欠損 214f

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴 残存 登録

8 SK449 底面 煙管（雁首） 銅 雁首一部欠損、竹製羅宇一部残存
雁首寸法／長：5.85cm、高：2.10cm、火皿径：1.50cm、小口径：（1.05）cm 一部欠損 213a

9 SK449 堆積土 煙管（吸口） 銅 吸口一部残存、竹製羅宇一部残存
吸口寸法／長：（2.82+2.34）cm、小口径：1.11cm 一部 213b

Ｓ≒ 1/3
Ｓ≒ 1/1

5 6432 7

8 9
10

第 56 図　SK444・SK449・SK455・SK471 近世墓出土遺物

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴
法量（mm・g）

残存 登録
径 厚 重

11 SK471 堆積土 鉄銭（仙臺通寳？） 鉄 長：（31.0）mm、幅（28.0）mm - （5.2） （4.5） 一部欠損 210
12 SK455 堆積土 鉄銭（仙臺通寳？） 鉄 3枚錆着　長：（45.5）mm、幅：（34.0）mm、厚：（1.5~2.0）mm - （19.7）（14.2） （錆着） 209・226
13 SK455 堆積土 銅銭（寛永通寳） 銅 銭文「寛永通寳」　古寛永銭 24.2 1.1 2.6 完形 225

No. 遺構名 層位 種類 材質 特徴 残存 登録

14 SK455 底面 煙管（雁首） 銅 雁首一部欠損、竹製羅宇一部残存
雁首寸法／長：5.10cm、高：2.85cm、火皿径：1.82cm、小口径：1.02cm 一部欠損 227b

15 SK455 堆積土 煙管（吸口） 銅 吸口完形、竹製羅宇一部残存
吸口寸法／長：6.45cm、小口径：1.07cm 完形 227a

Ｓ≒ 1/3Ｓ≒ 1/1

11 15

14

13

12
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＜六角遺跡＞
近世墓

区 遺構名 位置
形状 規模（cm）

出土遺物 重複関係 時期 図
平面 横断面 底面 長 短 深

S1西 SK37 西斜面 隅丸方形 逆台形 平坦 172 132 73 銅銭（寛永通寳）、煙管 なし 近世 50

N6 西

SK427 平坦面 隅丸方形 箱形 平坦 170 150 80 銅銭（寛永通寳）、数珠玉、塗膜片、種子、鉄釘、不明鉄製品、木片、礫片、骨片、陶器、土師器、ロクロ土師器、須恵器 なし 近世 52

SK429 平坦面 略円形 逆凸字形 平坦 130 120 101 銅銭（寛永通寳）、鉄釘、骨片、土師器、ロクロ土師器、須恵器 なし 近世 52
SK441 平坦面 略円形 漏斗形 平坦 210 180 115 銅銭（寛永通寳）、煙管、鉄釘、木製板材、磁器輪花皿、土師器 なし 近世 52

SK442 平坦面 略円形 逆台形 皿状 120 110 73 和鏡（蓬莱鏡）、木製挽物容器、銅銭（寛永通寳）、煙管、木片、骨片、土師器、須恵器、縄文土器 なし 近世 52

SK444 平坦面 略円形 漏斗形 平坦
（東向傾斜） 160 140 88 鉄釘、骨片、陶器碗、土師器、ロクロ土師器、須恵器、弥生土器 なし 近世 52

SK449 平坦面 隅丸方形 逆凸字形 平坦 150 130 97 銅銭（寛永通寳）、煙管、炭化木片、布片、骨片、染付磁器碗、土師器、ロクロ土師器、弥生土器 なし 近世 52

SK455 平坦面 隅丸正方形 箱形 平坦 80 80 73 銅銭（寛永通寳）、鉄銭、煙管、鉄釘 なし 近世 52
SK471 平坦面 隅丸方形 箱形 平坦 70 60 82 鉄銭、鉄釘、土師器、須恵器 なし 近世 52

第 7 表　遺構観察表
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３．考察

（１）六角遺跡の近世墓
①遺物と遺構の年代
遺構と遺物の確認状況　近世墓は遺跡南部の丘陵尾根

筋で 1 基、遺跡北部の丘陵平坦面で 8 基の計 9 基を

確認した。遺物は銅銭（寛永通寳）、鉄銭、青銅製和

鏡（蓬莱鏡）、煙管、不明鉄製品、ガラス製数珠玉、

磁器輪花皿、染付磁器碗、陶器碗、木製挽物容器、塗

膜片、鉄釘、種子、木片、布片、骨片などが出土した。

遺物の特徴と年代　各近世墓の出土遺物の組成は次の

とおりである（数字は点数）。

SK37 銅銭 6（古寛永 6）、煙管 1

SK427
銅銭6（古寛永4＋文銭1＋新寛永1）、数珠玉130、管状鉄製品、
板状鉄製品、塗膜片、種子 23（米 22）、陶器片、鉄釘、礫片、
木片、骨片

SK429 銅銭 6（新寛永 1）、鉄釘、骨片
SK441 銅銭 6（新寛永 1）、煙管 2、磁器輪花皿、鉄釘

SK442 銅銭 6（新寛永 2）、青銅製和鏡 1（蓬莱鏡）、木製挽物容器 1（鏡
箱？）、煙管 1、木片、骨片

SK444 陶器碗、鉄釘、骨片

SK449 銅銭 7（古寛永 1＋新寛永 3）、煙管 1、染付磁器碗、炭化木片、
布片、骨片

SK455 銅銭 1（古寛永 1）、鉄銭 3、煙管 1、鉄釘
SK471 鉄銭 1、鉄釘

　銅銭のうち銭文が判読できるものはすべて寛永通寳

で、鋳造年が 1636~1659 年とされる古寛永銭 12 点、

1668 年とされる文銭１点、1668 年以降とされる新

寛永銭 8 点がある。鉄銭は 3 点あり銭文が判別でき

ないが、形状から仙臺通寳と考えられる。仙臺通寳の

鋳造年は 1784~89 年とされている。

　煙管はいずれも竹製の羅宇の両端に金属製の雁首・

吸口を装着する羅宇煙管で、雁首の火皿と首部の接合

部分に補強帯を持ち、火皿下部の脂返しは下方へ湾曲

しない形態のものが 4 点見られる。こうした形態は

古泉弘氏による煙管の編年（古泉 2001）では第Ⅲ段

階に該当し、18 世紀前半のものとされている。また、

同様の形態で雁首の火皿と首部の接合部分に補強帯

を持たないものが 1 点見られ、18 世紀後半のものと

されている第Ⅳ段階に該当する。古泉編年は第Ⅰ段階

を除いてほぼ全国的に同一の年代的変化を辿ることが

追認されており、仙台市沼向遺跡（仙台市教育委員会

2010）でも、第Ⅲ・Ⅳ段階の煙管と 18 世紀の陶磁器

の共伴が確認されている。

　青銅製和鏡は平面形が正円形の円形鏡で直径

10.2cm、重量 100.0g である。鏡面は平坦だが周縁部

で僅かに反りを持ち、鏡縁は僅かに内傾する直角式高

縁である。鏡背は周縁に二重圏線を巡らせ、中心にや

や高肉の亀形鈕を持つ。紋様は上部に松樹文、左下に

双鶴文、下部に洲浜文を配する蓬莱図（洲浜松樹双鶴

文）で、鈕の上部に家紋（菊花紋？）を加えている。

紋様がやや不鮮明なことから、踏返鏡と考えられる。

　蓬莱図の鏡は国内では 14 世紀（室町期）に流行し

た擬漢式鏡の一種で、これを踏襲した和鏡が 17 世紀

前半（江戸時代初期）にも多く製作された。本例につ

いて見ると、直角式高縁や二重圏線、パターン化が進

んだ紋様の構成と配置から 17 世紀代に製作されたも

のと考えられ、栗原市下藤沢Ⅱ遺跡 2 号墓（瀬峰町

教育委員会 1988）、多賀城市大日北遺跡第 1 次 36 号

墓（多賀城市教育委員会 1998）など 17 世紀中葉か

ら 18 世紀の近世墓副葬品に類例が見られる。

　陶磁器類は、陶器碗 1 点、染付磁器碗・磁器輪花

皿の小破片各 1 点がある。陶器碗は小野相馬産で 18

世紀中葉 ~ 後葉と考えられる。

遺構の年代　遺構の年代を検討するにあたり、各近世

墓の遺物の組み合わせと年代を確認する。六道銭の構

成は① 17 世紀中葉：古寛永通寳のみ（SK37）、② 17

世紀後葉：古寛永＋新寛永文銭＋新寛永通寳（SK427）、

③ 17 世紀後葉 ~18 世紀：新寛永通寳を含む（SK429・

SK441・SK442・SK449）、④ 18 世紀末：鉄銭を含

む（SK455・SK471）と分類できる。煙管は古泉編

年を参照すると① 18 世紀前半：第Ⅲ段階（SK441・

SK442・SK455）、② 18 世紀後半：第Ⅳ段階（SK449）

と分類できる。このほかに年代の推定できた遺物に

は、17 世紀：青銅製和鏡（SK442）、18 世紀中葉 ~ 後葉：

小野相馬産の陶器碗（SK444）がある。

　以上の年代などから、SK37近世墓は17世紀中葉頃、

SK427 近 世 墓 は 17 世 紀 後 葉頃、SK429・SK441・

SK442 近世墓は 18 世紀前半、SK444・SK449 近世墓

は 18 世紀中頃 ~ 後半、SK455・SK471 近世墓は 18

世紀末頃の年代が考えられ、江戸時代前期中葉 ~ 中期

末に位置づけられる。

②遺構の性格
　近世墓の年代は 17 世紀中葉 ~18 世紀末頃の各時期

と推定された。年代ごとの分布状況を見ると、遺跡南

部の丘陵尾根筋に17世紀中葉の1基が単独で分布し、

遺跡北部の丘陵平坦面に 17 世紀後葉 ~18 世紀末頃の

8 基がまとまって分布する。

　遺跡北部の 8 基は線状に並んで設けられており、

東側から 17 世紀後葉頃の 1 基（SK427）、18 世紀前

半頃の 3 基（SK429・SK441・SK442）、18 世紀後半

頃の 2 基（SK444・SK449）、18 世紀末頃の 2 基（SK455・

SK471）が順に設けられたと考えられる。

　遺構の配置と時期変遷から、遺跡北部の近世墓群は

屋敷単位で設けられた一族の墓域と考えられる。
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0 20m

S = 1/400

（２）円田盆地の近世墓について
　県営ほ場整備事業に伴う近年の調査により、円田盆

地北部では本遺跡のほか、磯ヶ坂遺跡（本章第 1 節）、

前戸内遺跡（蔵王町教育委員会 2013）で近世墓群が

確認されている（第 57・58 図）。ここでは、これら

の近世墓群の内容を通観し、円田盆地における近世村

落墓制について若干の検討を試みる。

①立地と分布状況
磯ヶ坂遺跡　周囲の水田との比高差 5m ほどの小高い

舌状の小丘陵上に立地する。近世墓は8基が確認され、

このうち 6 基が丘陵尾根筋上に長さ 15m ほどの線状

に並び、やや離れた東斜面に 1 基、東斜面下部の湿

地際に 1 基が設けられている。周囲に墓以外の近世

遺構は確認されていない。

前戸内遺跡　周囲の水田との比高差 1.5m ほどの微高

地状を呈する舌状丘陵裾部に立地する。近世墓 10 基、

土坑 4 基が確認され、東西 20m ほどの範囲にまとまっ

て設けられている。土坑 4 基も位置関係から近世墓

の可能性が考えられている。周囲にはこれ以外に目

立った近世遺構は確認されていない。

第 57 図　近世墓群の位置

磯ヶ坂遺跡

前戸内遺跡

六角遺跡

1:25,000

0  500 1000m

©電子国土

N

第 58 図　各遺跡の近世墓群

0 20m

S = 1/400

六角遺跡

前戸内遺跡

磯ヶ坂遺跡

0 20m

S = 1/400
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六角遺跡　周囲の水田との比高差 2~2.5m ほどの舌状

丘陵上に立地する。近世墓は 9 基が確認され、このう

ち 8 基が遺跡北部の丘陵平坦面に長さ 20m ほどの線

状に並び、1 基は遺跡南部の丘陵尾根筋上に設けられ

ている。周囲に墓以外の近世遺構は確認されていない。

まとめ　低地に面した丘陵上に設けられるものが主体

的である。いずれも周囲に屋敷などの存在を窺わせる

遺構はなく、畑あるいは山林などの一角に設けられた

墓域と考えられる。調査区の制約もあるため各墓群の

全体の様相は必ずしも明らかでないが、概ね 10 基前

後のまとまりで構成されるようである。磯ヶ坂遺跡・

六角遺跡では直線状に配置され墓壙の重複は見られな

いが、前戸内遺跡ではやや不規則に配置され一部が重

複する墓壙も見られる。

②墓壙の形態と埋葬様式
磯ヶ坂遺跡　墓壙の平面形は 8 基とも円形基調であ

る。このうち中央部が円形に一段低く掘り窪められ

て断面逆凸字形となるものが 4 基（SK28・SK41・

SK42・SK46）あり、丘陵尾根筋に線状配置された

墓群の北部にまとまっている。湿地際に設けられた

SK49 墓壙では鉄製吊鍋が逆位で出土し、鍋被り葬墓

と考えられる。また、SK49 墓壙は周縁部と中央部の

埋土が明瞭な不整合の関係にあり、底面に木棺底板と

考えられる板材が遺存していた。これ以外に木棺の遺

存する墓壙はなく、墓壙内の埋土は水平に堆積してい

るもの（SK40・SK45）、中央部の埋土が擂鉢状に堆積

しているもの（SK28・SK41・SK46）、ほぼ単層のも

の（SK39・SK42）が見られる。

第 59 図　近世墓と出土遺物（１）
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前戸内遺跡　墓壙の平面形は方形基調 1 基（SK166）、

長方形基調 9 基である。SK166 墓壙は断面逆凸字形

を呈し、これ以外は断面箱形ないしは逆台形を呈す

る。木棺の遺存する墓壙はないが、SK166 墓壙は周縁

部と中央部の埋土が明瞭な不整合の関係にある。これ

以外の墓壙の埋土は水平堆積（SK162・SK207）、擂

鉢状堆積（SK205・SK216）、中央部の埋土が山形に

堆積しているもの（SK163）、単層（SK206・SK208・

SK217・SK224）が見られる。

六角遺跡　墓壙の平面形は長方形基調 1 基（SK37・

SK427）、 方 形 基 調 3 基（SK449・SK455・SK471）、

円形基調 4 基（SK429・SK441・SK442・SK444）である。

円形基調のうち 3 基（SK429・SK441・SK444）と方

形基調の 1 基（SK449）は断面逆凸字形を呈し、こ

れ以外は断面箱形ないしは逆台形を呈する。小型の

SK455・SK471 墓壙を除く 7 基は周縁部と中央部の

埋土が不明瞭な不整合の関係にあり、SK441 墓壙で

は底面付近に木棺底板と考えられる板材が遺存して

いた。これ以外に木棺の遺存する墓壙はなく、SK455

墓壙は擂鉢状堆積、SK471 墓壙は単層である。

まとめ　上部に盛土を伴って確認されたものはなく、

墓壙の平面形で見ると磯ヶ坂遺跡では円形、前戸内遺

跡では方形・長方形主体であり、六角遺跡では混在し

ている。墓壙の埋土は①周縁部と中央部が明瞭な不整

合の関係を示すもの、②中央部が擂鉢状に堆積するも

の、③中央部が山形に堆積するもの、④水平に堆積し

ているもの、⑤ほぼ単層のものが見られる。木棺が遺

存する墓壙はないが、埋土①のうち 2 基の底面付近

0 2m

S = 1/80

SK37墓壙 SK427墓壙

SK441墓壙

SK442墓壙 SK444墓壙

SK449墓壙

六角遺跡

SK455墓壙

第 60 図　近世墓と出土遺物（２）
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で木棺底板と考えられる板材の一部を確認している。

埋土①の状態は、低湿地で木棺が良好に遺存した多賀

城市大日北遺跡（多賀城市教育委員会 1998）、仙台

市洞ノ口遺跡（仙台市教育委員会 2005）の調査例か

ら木棺墓の堆積状況と判断され、墓壙の形状から六角

遺跡 SK37 墓壙は方形木棺墓、これ以外は円形木棺墓

であったと考えられる。また、埋土② ~ ⑤の状態は、

大日北遺跡、洞ノ口遺跡、栗原市下藤沢Ⅱ遺跡で確認

された木棺を伴わない墓壙の堆積状況と類似し、直葬

墓であったと考えられる。

　以上のことから、磯ヶ坂遺跡では円形墓壙＋直葬墓

7 基、円形墓壙＋円形木棺墓 1 基、前戸内遺跡では長

方形墓壙＋直葬墓 9 基、方形墓壙＋円形木棺墓 1 基、

六角遺跡では長方形墓壙＋方形木棺墓 1 基、長方形

墓壙＋円形木棺墓 1 基、円形墓壙＋円形木棺墓 4 基、

方形墓壙＋円形木棺墓 1 基、方形墓壙＋直葬墓 2 基

と考えられ、磯ヶ坂遺跡・前戸内遺跡では直葬墓、六

角遺跡では木棺墓が卓越する傾向が見られる。

③出土遺物と墓の年代
磯ヶ坂遺跡　銅銭（寛永通寳）、煙管、和鋏、毛抜き、

吊耳鉄鍋、火打金、火打石、ガラス製数珠玉などが出

土している。六道銭は 3 基（SK41・SK42・SK43）で

伴う。錆着により一部しか判別できないが、古寛永銭・

新寛永文銭・新寛永銭があり、3 基とも新寛永銭を含

むことから概ね 18 世紀代の様相と考えられる。煙管

は 3 基（SK41・SK46・SK49）で副葬され、古泉弘氏

（2001）による煙管の編年では第Ⅲ段階（18 世紀前半）

に該当する。以上のことから、磯ヶ坂遺跡の墓群は概

ね 18 世紀代の年代が考えられる。

前戸内遺跡　銅銭（寛永通寳）、煙管、陶器碗・甕な

どが出土している。六道銭は 4 基（SK163・SK166・

SK208・SK216）で伴い、籾殻の付着するものがある。

錆着により一部しか判別できないが、古寛永銭・新寛

永文銭・新寛永銭があり、単一種で占められるものは

ない。このほかに年代の推定できるものとしては大堀

相馬産の陶器碗（18~19 世紀）、村田塩内産の陶器甕

（19 世紀）がある。以上のことから、前戸内遺跡の墓

群は概ね 19 世紀代の年代が考えられる。

六角遺跡　銅銭（寛永通寳）、鉄銭、煙管、青銅製和鏡（蓬

莱鏡）、木製挽物容器、ガラス製数珠玉、陶器碗、炭

化米などが出土している。六道銭は 8 基で伴い、銅銭

は古寛永銭・新寛永文銭・新寛永銭があり、鉄銭は仙

臺通寳とみられる。六道銭の構成は①古寛永通寳のみ

（17 世紀中葉：SK37）、②古寛永＋新寛永文銭＋新寛

永通寳（17 世紀後葉：SK427）、③新寛永通寳を含

む（17 世紀後葉 ~18 世紀：SK429・SK441・SK442・

SK449）、④鉄銭を含む（18 世紀末：SK455・SK471）

と分類できる。煙管は古泉編年第Ⅲ段階（18 世紀前

半：SK441・SK442・SK455）、第Ⅳ段階（18 世紀後半：

SK449）と分類できる。このほかに年代の推定できる

ものとしては、青銅製和鏡（17 世紀：SK442）、小野

相馬産の陶器碗（18 世紀中葉 ~ 後葉：SK444）があ

る。以上のことから、六角遺跡の墓群は 17 世紀中葉

頃（SK37）、17 世紀後葉頃（SK427）、18 世紀前半

（SK429・SK441・SK442）、18 世紀中頃 ~ 後半（SK444・

SK449）、18 世紀末頃（SK455・SK471）の年代が考

えられる（第 61 図）。

まとめ　六角遺跡の墓群では、六道銭と煙管、陶器の

年代などから 17 世紀中葉 ~18 世紀末頃にかけての 5

時期に細分できた。また、一部年代の不明確なものも

含まれるが、概ね磯ヶ坂遺跡の墓群は 18 世紀代、前

戸内遺跡の墓群は 19 世紀代と考えられる。

④被葬者の階層
　磯ヶ坂遺跡・前戸内遺跡・六角遺跡で確認されてい

る各墓群における墓壙の形態と埋葬様式、出土遺物か

ら被葬者の階層について検討する。

　墓壙の形態と埋葬様式について見ると、確認された

ものはすべて土葬墓であり、円形木棺墓、方形木棺墓、

直葬墓で構成されている。埋葬時の地表面の状況は不

明であるが、比較的近接した墓壙の配置状況から、大

規模な塚を伴うものではなかったと推測される。

　出土遺物には銭貨、煙管、和鏡、和鋏、毛抜き、鉄

第 61 図　近世墓の年代（六角遺跡）
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鍋、陶器、数珠玉、火打石、火打金、炭化米などがある。

これらの遺物は被葬者の生前の生活や、埋葬に関わっ

た人々の地域的な風習を反映していると考えられる。

　県内における近世墓群の主な調査事例としては、仙

台市新妻家墓地（仙台市教育委員会 1986）、多賀城

市大日北遺跡（多賀城市教育委員会 1998）、栗原市

下藤沢Ⅱ遺跡（瀬峰町教育委員会 1988）などがある。

新妻家墓地では 17 世紀後半 ~19 世紀の墓壙 25 基が

確認されている。埋葬様式は甕棺墓、円形木棺墓、直

葬墓があり、出土遺物には銭貨、刀、鏡、煙管、銅鑼、

陶器、漆器、櫛、土人形などがある。当該墓地は伊達

家の家臣であった新妻家、千葉家の墓域であることか

ら、被葬者の階層は武士階級とされている。大日北遺

跡では、17 世紀中頃 ~18 世紀後半以降の墓壙 70 基

が確認されている。埋葬様式は円形木棺墓、方形木棺

墓、直葬墓があり、出土遺物には銭貨、煙管、和鏡、

剃刀、陶磁器、漆器、櫛、数珠、提灯などがある。埋

葬様式や出土遺物から被葬者の階層は庶民階層の中で

も豪農クラスと推定され、「江戸時代農村型」とする

出土人骨の人類学的な調査結果とも整合している。下

藤沢Ⅱ遺跡では 17 世紀前葉 ~19 世紀後葉の墓壙 28

基が確認されている。埋葬様式は方形木棺墓、直葬墓

が確認され、墓壙のみのものと塚を伴うものとがあ

る。出土遺物には銭貨、煙管、和鏡、陶磁器などがあ

る。当該墓地は下藤沢地区の旧家である門脇家の墓域

で、その総本家は「上の庄屋」と称されている。

　これらの調査事例と磯ヶ坂遺跡・前戸内遺跡・六角

遺跡の各墓群を比較すると、大日北遺跡の状況と類似

しており、下藤沢Ⅱ遺跡とは塚の有無で違いがあるが

出土遺物の内容には共通性がある。一方、新妻家墓地

では甕棺が用いられていることや刀が出土しているな

ど、出土遺物の内容に大きな違いが見られる。大日北

遺跡・下藤沢Ⅱ遺跡の被葬者は庄屋・豪農クラスの庶

民階層、新妻家墓地は武士階級と推定されている。

　以上のことから、磯ヶ坂遺跡・前戸内遺跡・六角遺

跡の墓群では甕棺が用いられず、武士階級を想定させ

る出土遺物が見られないことから、被葬者は庶民階層

と考えられる。また、磯ヶ坂遺跡・六角遺跡の墓群に

ついては、出土遺物の種類や量の豊富さから大日北遺

跡と同様に庶民階層の中でも豪農クラスであった可能

性が考えられる。

⑤円田盆地における近世村落墓制（予察）
　円田盆地で確認されている近世墓には 17 世紀中葉

から 19 世紀代にかけてのものがある。このうち 17

世紀中葉のものは 1 例しか見られないが、単独で設

けられたと考えられる。これに対して、17 世紀後葉

以降のものは丘陵部に 10 基前後の集中からなる墓壙

群を形成していることが明らかになった。

　東京都南多摩地域の江戸周辺村落の発掘事例では、

17 世紀前葉までの墓壙は単独ないし数基が散在して

確認されることが多く、密集して墓地を形成する事

例は少ないのに対して、17 世紀中葉（多くは 17 世

紀後葉）~18 世紀前葉以降の事例では、屋敷地ないし

は近傍に一族累代の墓所を設けたイエバカ（ヤシキバ

カ）と考えられる墓壙集中が多く確認されている。こ

のような一族墓（イエバカ）の形成は、近世の幕藩体

制における農民支配や農村における「イエ」意識の浸

透過程を示すとされている（長佐古 2001）。

　六角遺跡では 17 世紀後葉から 18 世紀末にかけて

8 基の墓壙が設けられ、線状に並ぶ墓群を形成してい

た。墓群を形成した期間や墓壙の配置から、これら

は一族墓と考えられる。また、磯ヶ坂遺跡では概ね

18 世紀代と考えられる墓壙 6 基が線状に並んでおり、

これらも墓壙の配置から六角遺跡と同様に一族墓の可

能性が考えられる。前戸内遺跡では、概ね 19 世紀代

と考えられる墓壙 10 基が一部重複しながら不規則な

集中域を形成しており、一族墓と考えられる磯ヶ坂遺

跡・六角遺跡とは様相が異なっている。また、埋葬様

式では長方形墓壙＋直葬墓が卓越し、比較的短期間に

墓群が形成されたことが窺われることから、これらは

集落単位の集団墓の可能性が考えられる。

　被葬者の階層についてはいずれも庶民階層と考えら

れるが、一族墓を形成した六角遺跡・磯ヶ坂遺跡では

出土遺物の種類や量の豊富さから豪農クラスの可能性

が考えられる。一方、集落単位の集団墓と考えられる

前戸内遺跡では出土遺物の種類や量が少なく、一般庶

民の墓と考えられる。

　以上のことから、円田盆地の近世村落においては、

17 世紀後葉頃に豪農クラスの庶民階層の一族墓が形

成されていることが判明した。このことは、村落にお

ける墓制の変化が江戸周辺と大差ない時期に起こった

ことを示しており、当時の幕藩体制における農民支配

や葬送儀礼の実態を知る上で重要と考えられる。

　また、磯ヶ坂遺跡では丘陵尾根筋上の墓群から離れ

た湿地際に単独で設けられた鍋被り葬墓を確認してい

る。鍋被り葬は中世末から近世の東北・関東・信州地

域で特異な葬制として散見されるもので、特殊な病気

や事件・事故による異常な死を迎えた者に対する葬送

儀礼と考えられ（関根 2003）、当地域における近世

の葬送儀礼を考える上で興味深い事例である。
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写真図版 1

2．SK37近世墓 方形痕跡確認状況（南西から）1．S1 西区 西部 完掘状況（南東から）

4．N6西区 西部 遺構確認状況（西から） 8．SK429 近世墓 完掘状況（南から）

5．N6西区 西部 遺構確認状況（東から）

10．SK441 近世墓 完掘状況（南から）

6．SK427 近世墓 完掘状況（東から）

12．SK441 近世墓 遺物出土状況（南から）

15．SK444 近世墓 遺物出土状況（南から）14．SK444 近世墓 遺物出土状況（南から）

3．SK37 近世墓 断面（南西から）

7．SK427 近世墓 断面（東から）

9．SK429 近世墓 断面（南から）

11．SK441 近世墓 断面（南から）

13．SK441 近世墓 遺物出土状況（西から）

16．SK444 近世墓 断面（南から）
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写真図版 2

1．SK442 近世墓 完掘状況（南から） 2．SK442 近世墓 断面（南から）

3．SK442 近世墓 遺物出土状況（南から）

5．SK449 近世墓 完掘状況（南から） 6．SK449 近世墓 断面（南から）

4．SK442 近世墓 遺物出土状況（北から）

7．SK455 近世墓 完掘状況（北東から） 8．SK455 近世墓 断面（北東から）

11．S1 西区 作業風景（南東から）

9．SK471 近世墓 完掘状況（北から） 10．SK471 近世墓 断面（北から）

12．S1 西区 作業風景（南東から）
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第５章　総　　括

１．磯ヶ坂遺跡

　（１）磯ヶ坂遺跡は、宮城県南部の刈田郡蔵王町大字小村崎字磯ヶ坂・狐塚・向原・門下・青木屋敷

地内に所在する。遺跡は蔵王町東部の円田盆地北端部に形成された標高 105~120m の舌状丘

陵上に立地する。

　（２）今回の発掘調査は県営ほ場整備事業を原因とする事前調査として実施した。調査区は作業道・

水路および切土による田面の予定範囲であり、発掘調査面積は 8,075㎡である。

　（３）確認した遺構は、竪穴住居跡 1 軒、貯蔵穴 6 基、落とし穴 6 基、近世墓 8 基、土坑 20 基、溝

跡 10 条、柱穴 40 か所である。

　（４）出土した遺物は、縄文土器（縄文時代早期後葉前半・茅山下層式並行期）、弥生土器（弥生時代

後期後半・踏瀬大山 ~ 十王台式期）、ロクロ土師器（平安時代前葉後半・表杉ノ入式）、須恵器、

近世・近代陶磁器、石器、火打石、ガラス小玉、金属製品（煙管・鉄鍋）、銅銭（寛永通寳）である。

　（５）発掘調査成果を検討した結果、下記のことが明らかとなった。

・縄文時代の落とし穴群、縄文 ~ 弥生時代の貯蔵穴群が確認され、縄文 ~ 弥生時代のある時期に

それぞれ狩猟場や食料貯蔵域として機能したことが判明した。

・平安時代前葉後半の竪穴住居跡 1 軒が確認された。

・江戸時代中期の近世墓 8 基が確認され、丘陵上に墓域を形成していたことが判明した。湿地際

の単独墓からは鉄鍋が出土し、鍋被り葬が行なわれていたことが判明した。

　（６）縄文 ~ 弥生時代の貯蔵穴群が確認されたことから、付近に集落跡が展開している可能性がある。

　（７）縄文時代早期後葉前半の土坑から関東地方の茅山下層式に並行すると考えられる条痕文土器が

出土し、県内初出の資料とみられる。当該土器群の分布を考える上で重要である。

　（８）江戸時代中期の近世墓群は円田盆地における近世村落の営みを知る上で重要である。鍋被り葬

墓は町内初出の事例であり、当時の葬送儀礼を考える上で興味深い事例である。

２．六角遺跡・原遺跡

　（１）六角遺跡・原遺跡は、宮城県南部の刈田郡蔵王町大字小村崎字上野・上野前・戸ノ内ほか地内に

所在する。遺跡は蔵王町東部の円田盆地北部に形成された標高 90~99mの舌状丘陵上に立地する。

　（２）今回の発掘調査は県営ほ場整備事業を原因とする事前調査として実施した。調査区は集落道工

事の予定範囲であり、発掘調査面積は 3,114㎡（六角遺跡 1,628㎡、原遺跡 1,486㎡）である。

　（３）確認した遺構は、六角遺跡で竪穴住居跡 2 軒、柱列跡 2 条、井戸跡 1 基、土坑 1 基、柱穴 23 か所、

原遺跡で竪穴住居跡 1 軒、柱穴跡 3 か所である。

　（４）出土した遺物は、六角遺跡で縄文土器、土師器（古墳時代前期・塩釜式）、須恵器、ロクロ土

師器（平安時代前葉後半・表杉ノ入式）、中世陶器（13~14 世紀）、石器、礫石器、石製品（砥

石）、原遺跡で土師器（古墳時代前期・塩釜式）、焼成粘土塊である。

　（５）発掘調査成果を検討した結果、下記のことが明らかとなった。

・古墳時代前期の竪穴住居跡 2 軒が確認され、当該期の集落跡が存在することが判明した。

・平安時代前葉後半の竪穴住居跡 1 軒が確認された。

・鎌倉 ~ 南北朝時代の井戸跡 1 基が確認され、方形縦板組による井戸側の構造の一部が判明した。
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　（６）古墳時代前期の集落跡が確認され、六角遺跡の平成 18 年度調査で確認されていた当該期の集

落跡が今回調査地点周辺まで広がっていることが判明した。

　（７）鎌倉 ~ 南北朝時代の井戸跡が確認され、周辺に屋敷跡などが展開している可能性が考えられる。

当該期の屋敷跡は周辺の十郎田遺跡、西屋敷遺跡でも確認されており、円田盆地北部における

中世前半の村落景観を考える上で重要と考えられる。

３．六角遺跡（近世墓）

　（１）六角遺跡は、宮城県南部の刈田郡蔵王町大字小村崎字六角・六角地蔵・高野・上の前・雁柄橋・

戸ノ内ほか地内に所在する。遺跡は蔵王町東部の円田盆地北部に形成された標高 90~95m の舌

状丘陵上に立地する。

　（２）県営ほ場整備事業に伴い平成 18・19 年度に実施した発掘調査成果のうち、近世墓 9 基につい

て追加報告した。

　（３）出土遺物は銅銭（寛永通寳）、鉄銭（仙臺通寳？）、青銅製和鏡（蓬莱鏡）、煙管、不明鉄製品、

ガラス製数珠玉、磁器輪花皿、染付磁器碗、陶器碗、木製挽物容器などである。

　（４）発掘調査成果を検討した結果、下記のことが明らかとなった。

・出土遺物の特徴から、近世墓の年代は 17 世紀中葉 ~18 世紀末頃の各時期と推定された。

・近世墓はいずれも丘陵上に分布するが、17 世紀中葉の 1 基が単独で分布し、17 世紀後葉以降

の 8 基はまとまって分布し墓域を形成していたことが判明した。

・17 世紀後葉以降の墓域では墓壙 8 基が線状に並び、東側から順に設けられたことが判明した。

　（５）円田盆地の近世墓について検討した結果、下記のことが明らかとなった。

・六角遺跡・磯ヶ坂遺跡・前戸内遺跡で近世墓が確認され、年代は 17 世紀中葉 ~18 世紀末頃（六

角遺跡）、18 世紀代（磯ヶ坂遺跡）、19 世紀代（前戸内遺跡）と考えられる。

・多くは低地に面した丘陵上に立地し、概ね 10 基前後のまとまりを形成するものも見られる。

・上部に盛土を伴って確認されたものはなく、墓壙の平面形は長方形、方形、円形で、埋土の状

況から埋葬様式には直葬墓、円形木棺墓、方形木棺墓があったと見られる。また、磯ヶ坂遺跡

では鍋被り葬墓が確認されている。

・甕棺の使用や武士階級を想定させる出土遺物が見られないことから、被葬者はいずれも庶民階

層と考えられる。このうち、六角遺跡・磯ヶ坂遺跡の墓域は出土遺物の種類や量の豊富さから

豪農クラスであった可能性が考えられる。

・墓壙の配置や変遷から、六角遺跡・磯ヶ坂遺跡の墓域は一族墓、前戸内遺跡の墓域は集落単位

の集団墓の可能性が考えられる。

　（６）円田盆地の近世村落においては、17 世紀後葉頃に豪農クラスの庶民階層が一族墓を形成して

いることが判明した。このことは、村落における墓制の変化が江戸周辺と大差ない時期に起こっ

たことを示しており、当時の幕藩体制における農民支配や葬送儀礼の実態を知る上で重要と考

えられる。

４．今回報告した発掘調査成果は、円田盆地周辺に居住した当時の人々の具体的な暮らしぶりを知る上

で貴重な手がかりとなるものである。
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡 所在地 市町村 遺跡番号 °　′　″ °　′　″

いそがさかいせき

磯ヶ坂遺跡

宮城県刈田郡
蔵王町大字小
村 崎 字 磯 ヶ
坂・狐塚・向
原・門下・青
木屋敷地内

43010 05189 38°7′59″ 140°41′35″

2009.4.2

～

2009.5.30
2009.10.1

～

2009.11.30

8,075㎡

経営体育成基盤
整備事業（県営
ほ場整備事業・
円田２期地区）

ろっかくいせき

六角遺跡

宮城県刈田郡
蔵王町大字小
村崎字六角・
六角地蔵・上
野・上野前・
舘東脇・雁柄
橋ほか地内

43010 05112 38°7′38″ 140°41′34″
2006.05.15

～

2006.11.24
25,800㎡

経営体育成基盤
整備事業（県営
ほ場整備事業・
円田２期地区）

宮城県刈田郡
蔵王町大字小
村崎字上野・
上野前・戸ノ
内ほか地内

43010 05112 38°7′39″ 140°41′35″
2011.10.1

～

2011.11.25
1,628㎡

経営体育成基盤
整備事業（県営
ほ場整備事業・
円田２期地区集
落道 1号工事）

はらいせき

原遺跡

宮城県刈田郡
蔵王町大字小
村 崎 字 戸 ノ
内・原東ほか
地内

43010 05111 38°7′41″ 140°41′34″
2011.10.1

～

2011.11.25
1,486㎡

経営体育成基盤
整備事業（県営
ほ場整備事業・
円田２期地区集
落道 1号工事）



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

磯ヶ坂遺跡

狩猟場跡 縄文 落とし穴 6基 縄文土器

集落跡 縄文~弥生 貯蔵穴 6基
土坑 6基

縄文土器
弥生土器
石器（石核・剥片・砕片）
礫石器（石皿）

・茅山下層式並行期に位置づけ
られる条痕文土器

・踏瀬大山 ~十王台式並行期に
位置づけられる複合口縁壺

集落跡 平安 竪穴住居跡 1軒 ロクロ土師器 ・表杉ノ入式土師器

墓地 近世 近世墓 8基
土坑 1基

銅銭（寛永通寳）
銅製品（煙管、毛抜き）
鉄製品（和鋏、鉄鍋、
　　　　鉄釘、不明品）
金属製品（袋物留め金具）
石製品（火打石）
ガラス製品（小玉）
木製板材、木片、骨片

・鍋被り葬墓 1基を含む

不明

近代 溝跡 1条
陶器猪口・小皿・擂鉢
磁器碗・皿
瓦質土器火鉢

不明
土坑 13基
溝跡 9条
柱穴 40か所

縄文土器
弥生土器
陶器擂鉢

六角遺跡

集落跡 古墳 竪穴住居跡 1軒 土師器 ・塩釜式土師器

集落跡 平安 竪穴住居跡 1軒 ロクロ土師器 ・表杉ノ入式土師器

墓地 近世 近世墓 9基

銅銭（寛永通寳）
鉄銭（仙臺通寳？）
銅製品（煙管、和鏡）
鉄製品（鉄釘、不明品）
ガラス製品（数珠玉）
陶器碗
磁器輪花皿、染付磁器碗
木製挽物容器
塗膜片、種子、木片、布片、骨片

・2006 年調査追加報告分

不明

中世 井戸跡 1基

中世陶器甕・片口鉢
礫石器（磨石・石皿）
縄文土器
土師器
ロクロ土師器
須恵器

不明
柱列跡 2条
土坑 1基
柱穴 23か所

縄文土器
土師器

原遺跡
集落跡 古墳 竪穴住居跡 1軒 土師器 ・塩釜式土師器

不明 不明 柱穴 3か所 土師器

要約

＜磯ヶ坂遺跡＞
　縄文時代の落とし穴群、縄文 ~弥生時代の貯蔵穴群が確認され、縄文 ~弥生時代のある時期にそれぞれ狩猟
場や食料貯蔵域として機能したことが判明した。土坑出土土器に縄文時代早期後葉前半・茅山下層式並行期の
条痕文土器、弥生時代後期後半・踏瀬大山 ~十王台式並行期の複合口縁壺などを含む。このほか、平安時代前
葉後半の竪穴住居跡 1軒、江戸時代中期の近世墓 8基が確認された。近世墓は丘陵上に墓域を形成しており、
当時の近世村落の営みを知る上で重要である。

＜六角遺跡＞
　古墳時代前期の竪穴住居跡 1軒、平安時代前葉後半の竪穴住居跡 1軒、中世前半の井戸跡 1基を確認した。
古墳時代前期の集落跡は 2006 年の調査でも確認しており、集落の範囲が今回調査地点周辺まで広がっていた
ことが判明した。
　2006 年の調査で確認した近世墓 9基について今回追加報告した。墓の年代は 17世紀中葉 ~18 世紀末頃の
各時期と推定される。17世紀中葉の 1基は単独で分布し、17世紀後葉以降の 8基はまとまって分布し墓域を
形成していた。墓壙の配置や変遷から墓域は一族墓と考えられ、出土遺物の種類や量の豊富さから被葬者は豪
農クラスの庶民階層と考えられる。円田盆地の近世村落における墓制の変化が江戸周辺と大差ない時期に起こっ
たことを示しており、当時の幕藩体制における農民支配の実態を知る上で重要と考えられる。

＜原遺跡＞
　古墳時代前期の竪穴住居跡 1軒を確認した。南側に隣接する六角遺跡で確認した当該期の集落跡が、今回調
査地点周辺まで広がっていることが判明した。
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